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　プロローグ　飛行機事故







　一九七×年、香港ホンコンカイタック空港で、着陸に失敗した航空機が、炎上し、乗員乗客の大部分が死亡した。

　生き残ったのは、スチュワーデス一人と、女の赤ん坊が一人、それに、十歳の男の子だけだった。

　当時、京都大学を出て、上級職試験に合格し、香港警察に出向していた小田切警視は、いとこにあたる狩矢に、そのときの様子を伝えて来た。

　そのとき、狩矢は、まだ京都府警に入ったばかりだった。

「香港のカイタック空港というのは、世界一離着陸のむつかしい空港なんだよね。着陸に失敗しても、大たい抵ていは全員が死亡するというようなことにはならず、救助されるものなんだけど、今回のはひどかったよ。すぐに爆発して炎上したからね。助かったのは、たった三人だけだよ。日本人ばかり。スチュワーデスは、中広君子さんといって二十五歳、でも、脚を骨折しているし、火傷やけどもひどいから、一年くらいは入院しないといけないといわれている。感動的だったのは、生き残った赤ん坊の両親だよ。赤ん坊のそばで、夫婦とも亡くなっていたんだけど、奥さんは赤ん坊の方へ手をのばし、ドレスをしっかりと摑つかんで死んでいたんだ。赤ん坊の方は無傷で、死んだ両親のそばで、ガラガラを持って遊んでいた。多分、母親が、墜落するとき、赤ん坊を抱きかかえていたので助かったんだろうね。もう一人の男の子も、火傷をして病院へ運び込まれたけど、スチュワーデスに比べて、軽症だから大丈夫だと思う。我々も空港へ駈かけつけたけど、何しろ、日本人乗客が多かったから大変だったよ」

　しばらくして、狩矢が新聞をみると、助かった赤ん坊のことが書いてあった。

　赤ん坊は、関西の財閥の高岡憲一郎の孫で、高岡夫婦に引きとられたという。

　高岡憲一郎の息子陽一は、東京の大学を出たあと、商社に入り、シンガポール支店に赴ふ任にんしていた。妻も一緒だった。二人の間には女の赤ん坊が生まれ、今回、日本に帰国して、両親に見せる筈はずだった。

　憲一郎も、それを楽しみにしていたが、今回の事故がおこり、息子夫婦を失った。

　不幸中の幸いは、孫が助かったことだった。念のため、血液型も調べ、問題なかったので引き取った。そして、お手伝いも二人増やして、一生懸命、孫を育てた。

　そして、二十年が過ぎ去った。







　第一章　越前岬への旅
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　高岡千ち佳か子こは、大学の四年生で、来春卒業する。

　十二月の二十七日、彼女は、仲のいい友人三人と、越えち前ぜん岬みさきへ行くことにしていた。

　大学が休みになったら、旅行しようと約束していて、カニのおいしい越前岬にしたのである。

　十一時になると、友人三人が迎えにやって来た。

　みんなを応接間に通し、お手伝いの女の子が、ケーキとコーヒーを出していると、千佳子の祖母のりつが、部屋に来て挨あい拶さつした。

「いつも、千佳子がお世話になりまして」

　賑にぎやかに話していた三人の若い女性は、あわてて頭をさげた。

　千佳子は、りつにスケジュール表を渡した。

「十二時九分発の雷鳥23号に乗って武たけ生ふまで行くの。武生には、午後の一時二十三分に着くの。それから、紫むらさき式しき部ぶ公園や、越前焼きの陶芸村をみてから越前岬へ行くのよ。泊るのは芦あ原わら温泉のべにやというところ。着いたら電話するわ」

　祖母はにっこりした。

「芦原温泉には、亡くなったあの人と行ったことがあるわ」

「あらっ、おばあさま」

　千佳子は、笑った。

　祖父の憲一郎は、数年前に亡くなっていた。しかし当主が亡くなっても、財閥である高岡家は資産や株の配当などで、生活には何も困ることはなかった。

　祖父のいたときと同じように、お手伝いが何人もいて、車も四台あり、運転手も毎日通勤して来ていた。

　十一時半になったとき、千佳子と友人三人は、りつに挨拶して玄関を出た。

　外には、外車が横付けされ、運転手が恭うやうやしく頭をさげていた。

「誰かが運転して二台で行ってもいいけど、無理して一台に乗りましょう」

　千佳子がいい、助手席に乗った。後部座席に三人が乗る。

　りつは、玄関まで送って来た。

　やがて車は動きだし、四人は窓からりつに手を振って、走り去った。

　京都駅に着くと、四人はホームに出た。

　やがて雷鳥23号が入ってくる。

　グリーン車の４号車に入り、四人は、座席をひっくり返して、むきあわせ、仲良く座った。

　千佳子と美よし子こが並んで座り、加か津づとゆかりがむかい側である。

「よかったわね。おばあさま、私たちが迎えに行ったから、全然、疑ってないのね」

　美子が、首をすくめて笑った。

「越前岬で、男の人たちとデートすると知ったら驚くでしょうね」

　ゆかりがいった。

　千佳子たちは、夏に白しら浜はまに旅行したとき、男性四人で来ているグループと親しくなった。そのとき、冬休みには、越前岬で会おうと約束していたのである。

　彼等は東京から来た社会人で、Ｔ大を卒業して二年、大学時代の友人と旅に来たということだった。
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　代議士の息子で、国家公務員上級職試験に通ってある省庁に勤める矢野、新聞記者の隅田、アナウンサーの三浦、司法試験に受かった名村と、出身校が一流だけに、彼等の勤め先も最高だった。

　千佳子の友人たちも、千佳子の家ほどではないにしても、それぞれ裕福な家庭の子女だったから、お互いにいい出会いだと感じ、つき合いをすることになったのである。

　雷鳥の車中で、女性たちは、それぞれ気に入った男たちのことを話した。

　一時間あまりは、またたくまにすぎ、四人は武生駅に降りた。

　すると、男性四人がホームに迎えに出ていた。

　女性たちは華やかな声をあげて挨拶し、改札を出た。

　駅の前に、タクシーがとまっている。

「何台、チャーターしようかと迷ったんですよ。二台だと、男性と女性に別れてしまってその上窮きゆう屈くつだし、三台にすると、組み合わせがむつかしい。結局、四台にしたんです。男女一組ずつ乗ることにしたんですが、いいですか？」

　アナウンサーの卵の三浦が笑いながらいった。

「でも、組み合わせはどうするのかしら？」

　美子が困ったようにいった。

　お互いに抜けがけはやめようと約束していた。それぞれ好きなタイプはいたが、好みがかち合っていたり、相手の気持がわからないので、まだ、組み合わせは出来ていなかった。

「くじにしようよ」

　と、新聞記者の隅田がいうと、ゆかりが賛成した。

　千佳子は、胸がどきどきした。

　彼女は、白浜から帰ったあと、三人の男性から手紙をもらっていた。

　みんな、あなたとつき合いたいというものだった。

〈多分、うちが金持だからだわ。それに、おじいさまが亡くなって今は他人が、関連のいくつかの会社の社長になっているけど、株は、うちが、どの会社のも筆頭株主になっている。ゆくゆくは、私の夫がすべての会社の社長になるのだから、男の人は計算してるんだわ〉

　千佳子は、冷静に判断していた。

　それで、どの手紙にも、友だちと約束しているから、次に会うまで一対一ではつき合えないと返事を書いておいた。

　でも、千佳子が、一番好きだと思っているのは、代議士の息子の矢野だった。

　三浦が、くじを作り、みんなが引いた。

「但ただし、これは、今日、旅館に着くまでのタクシーの組み合わせだよ。食事のときや、明日は、また、くじ引きだ」

　三浦が念を押した。

　まず、三浦とゆかりがあたり、名村と美子、隅田と加津、矢野には千佳子があたった。

〈よかった！　私って運がいいんだわ〉

　千佳子は、うれしかったが、他の人の手前、その喜びをかみ殺していた。

「さあ、乗りましょう」

　矢野が千佳子にいい、一番先頭の車のドアをあけた。

　他の組も、それぞれ車に乗り込んだ。

「僕は運がいいんだなあ、千佳子さんにあたるなんて」

　矢野が千佳子の考えたのと同じようなことをいった。

「私も」

　千佳子が小声でいうと、彼の顔が輝いた。

「本当？　あーよかった」

　それから二人は、まわりの景色もみず、夢中で話した。

　運転手は、観光案内をしかけたが、二人の様子をみて、沈黙してしまった。
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　やがて、車は、紫式部公園でとまった。

　みんなは降りて中へ入った。

　公園というより広く大きな庭園で、片隅に紫式部の像があった。

　全身に金きん箔ばくがほどこされた大きな像だった。みんなは、その下に集まった。

『源氏物語』の作者の紫式部は、越えち前ぜんの守かみとなった父親藤ふじ原わらの為ため時ときとともに、武生を訪れ、多感な青春時代を過ごした。それにちなんで、この公園が作られたのだということだった。

　加津が、千佳子のそばに来てささやいた。

「私、名村さんが好きなのに、隅田さんにあたってしまったわ。つまらない。美子に代わってもらえないかしら？」

　千佳子が、美子の方をみると、美子は、名村に寄り添って楽しそうに話している。

「旅館に着くまでだから、我が慢まんして、ね。美子は代わってくれるかもしれないけど、あなたのパートナーに悪いわよ。旅館についたら、私が何とかするから。お願い！」

　千佳子は一生懸命に、彼女を説得した。

　加津が、隅田を拒否して名村のところへ行ったら、隅田は面白くないだろう。気まずい空気が流れて、折せつ角かくの旅行が台無しになる。

　やっと、加津はうなずいて、隅田のところへ行った。

　みんなカメラを持っているので、それぞれがカメラマンになって、全員で写したり、色々組み合わせをかえて写真を写した。

　三浦がみんなに、この公園のことを、アナウンスの口調で説明して笑わせてくれる。

　その説明によると、ここは、岩手県平泉毛もう越つ寺じの庭園を模もして造ったもので、一万一千平方メートルもあるという。

　庭園内は、平安貴族の住んでいたような、総そう檜ひのきの釣つり殿どのがあったり、紫式部の歌碑があって、みんなを楽しませた。

　歌碑の前で、一人ずつ写真を写そうということになったとき、千佳子が立つと、シャッターが切られる寸前に、三浦が割り込んで来た。

　男たちが非難するような視線をむけると、彼は、急にまじめな顔になって一礼し、

「只ただ今いま、映像に一部不適当なものが写りましたことをお詫わびします」

　と、いった。

　みんなは笑い出したが、千佳子は、不愉快だった。

　三浦も手紙をくれた一人で、千佳子とツーショットの写真を欲しかったのかもしれないが、厚かましいと思った。

　やがて、みんなは、再び車に乗った。

　車が走り出すと、矢野は、将来の夢を話し出した。

　彼の兄は、次に選挙があったら、立候補するのだという。

「僕も将来は、選挙に出て代議士になりたいと思っています。兄と二人で、ケネディ兄弟のようになりたいんです。千佳子さんは、そういうの嫌いですか？」

「嫌いじゃありませんけど、選挙って家族の人が大変なんでしょう？」

「今のように、奥さんが土下座しないといけない選挙なんておかしいですよ。でも、大臣になるとよく夫人同伴で海外へ行くのがテレビで写るでしょう？　あのとき、やっぱり、美しくて知的な奥さんだといいなあと思いますね。田舎のおばさんみたいな人がそばに立っていると興きようざめしますからね」

　どうも、彼は大臣になるつもりらしいと、千佳子は、苦笑した。

〈でも、彼ならなるかもしれない〉

　と、思った。

　彼は背が高く、知的で整った顔をしていた。

　それでいて笑うと甘い顔になる。

　選挙に出れば、女性票が集まるに違いなかった。

「一度東京に来ませんか？　父や母に千佳子さんのことを話したんですよ。父も、千佳子さんのおじいさんのことを知ってました。すごい美人だといったら、ほう、一度会ってみたいなというんです。是ぜ非ひ遊びに来て下さい」

「ええ、有あり難がとう」

　好きな男の両親が歓迎ムードだということはうれしかった。

　そのあと、彼は、千佳子の趣味をきき、絵が好きだというと、自分も海外留学したとき、何枚か絵を描いたくらいで、絵は好きだといった。

　彼は音楽やスポーツも好きらしく、次から次へと楽しそうに話した。

　やがて車は、越前焼きの陶芸村に着いた。

　みんなは、車をおりて焼物をみて歩いた。

　男たちはあまり、焼物には興味がなさそうな顔をしているが、女性たちが、一つ一つみては喜んでいるので、つき合っているという様子だった。
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　千佳子は、越前焼きについてはあまり知らないというと、矢野がそばに来て説明してくれた。

「越前焼きというのは、日本六大古こ窯ようの一つなんだそうですよ。瀬せ戸と、常とこ滑なめ、信楽しがらき、丹たん波ば、備び前ぜん焼きと並んでその歴史は古いと父がいっていましたよ。奈良、平安の須す恵え器きの時代から焼かれ、現在約二百基の古窯が発見されているようです。父が好きだから、一つ、抹茶茶ぢや碗わんでも買っていこうかなあ」

　彼はそういって、抹茶茶碗をみている。

　千佳子は、紫色の盃さかずきととっくりのセットを買った。

「私も、それ買おうっと。紫色なのは、紫式部にちなんでいるのかしら？」

　ゆかりがそばへ来ていった。

　値段も手頃だった。

　そのとき、じっと千佳子をみている男性がいた。

　矢野やゆかりが湯のみ茶碗や花か瓶びんをみに行って、千佳子が一人になると、その男が近づいて来た。

「高岡千佳子さんですよね？」

「ええ。あなたは？」

　千佳子は、少し警戒気味に答えた。

「小林三郎です。香港で飛行機事故があったとき、生き残ったものです」

「ああ、あのときの」

　千佳子の緊張がゆるんだ。

　飛行機事故で生き残った、当時十歳の男の子だとわかったからだった。

「あのとき、あなたは赤ん坊で、僕は十歳だったけど、もう二十年たったんですね。あの事故から何年目という報道があるたびに、生き残った三人というわけで、よく取材されましたから、あなたのことは知っていたんです」

　彼は、にこにこしながらいった。

「今晩は芦原温泉のべにやというところに泊ります。あなたは？」

「あら、私も同じですわ」

「え？　そうなんですか。じゃあ、また。友人と一緒ですから」

　彼はそういうと、あっさりと外へ出て行ってしまった。

「ねえ、今の人誰？」

　ゆかりが戻って来ていった。

　矢野もいつの間にかそばに来ていて、千佳子の顔をみている。

　彼に誤解されてはいけないので、千佳子はあわてていった。

「珍しい人に会いましたわ。私と、両親がシンガポールから帰国するとき、飛行機が着陸に失敗して両親が死んだことは知っているでしょう？」

　二人は、うなずいた。

「そのとき、生き残ったもう一人の乗客なんです。当時は十歳の男の子でしたけど、むこうは私のことを知っていて、声をかけて来たんです。私は、小さかったので、そのあとの慰い霊れい祭さいにも出席してないので、会ったのは今日がはじめてですけど、写真はみてました」

「まあ、そうだったの」

「彼はどこに住んでいるんですか？」

　矢野がきいた。

「さあ、知りません」

　千佳子は、彼の出て行った出口をみた。

　車に乗ると、矢野は、

「ご両親は残念なことでしたねえ」

　と、事故のことにふれた。

「ええ。私は、赤ん坊で、両親のこと何もおぼえてないんです。顔も写真でみるだけですわ」

「可哀かわいそうに」

　矢野が、そっと、千佳子の肩に手をあてた。

「でも、おじいさまとおばあさまが可愛かわいがってくれましたから、幸せです。生き残ってよかったって。でも、友だちが、親子づれでいるのをみると、ふと悲しくなることもありましたけど、小さいときには」

　千佳子は、甘えたい気持で、彼に身をもたせかけた。

「おじいさんは亡くなったんですね」

「ええ。それにおばあさまも、最近、あまり体の調子がよくないんです。兄弟でもいればよかったんですけど」

「僕が兄さんの代りになりますよ。僕でよかったら」

「有難う」

　千佳子は、涙ぐんだ。

　祖母や使用人にかこまれて、何不自由ない生活をしていたが、ときどき、ふっと淋さびしくなるときがあった。

〈あの小林という人も、同じ思いをしているんだわ〉

　と、思った。

　いくら矢野が同情してくれても、本当の兄ではないから、両親を事故で失ったものの悲しさはわからないだろう。

　彼は、黙って、千佳子の手をにぎりしめた。
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　旅館につくと、大きい部屋を二つとって、男性四人と女性四人に分れた。

　ホテルでなく、旅館なので、和室の十二畳くらいの部屋が二つ続き、四人で寝るには充分だった。

　風ふ呂ろもきれいな檜の桶おけで、洗面所や廊下もついている。

　それに、一階で、縁側のむこうは広大な庭だった。

「ここの旅館の一階の一番いい部屋には、天皇陛下が、皇太子のときに、美智子妃と一緒に泊られたときいたわ」

　加津がいった。

「食事はこの部屋で男の人たちも一緒にしたらどうかしら？」

　ゆかりがいう。

　みんなは、賛成したが、千佳子は困ったようにいった。

「あとで、おばあさまに知られたらどうしよう？」

「大丈夫よ、黙っていたらわからないわ。一緒に食事するぐらいどうってことないじゃないの。合コンだってよくやったし」

　美子がいい、結局、千佳子は押し切られた。

　千佳子だって、矢野たちと食事するのは楽しいと思ったからだった。

「それより、千佳子、おばあさんに電話入れたら。そうすれば、安心するはずよ」

　ゆかりがいい、千佳子は、電話をかけた。

　電話には、あと三人も出て、一人一人が話をした。最後にもう一度千佳子が受話器をとった。

「これから、お部屋に食事を運んでもらって食べるの。そのあと、トランプをしたり、売店に行ってお土産みやげものをみるわ。おばあさまにも何か買って帰るわね。じゃあ」

　千佳子が受話器を置くと、みんながほっとしたようにうなずいた。

「さあ、これでいいわ。四人一緒に食事をするのも噓うそじゃないし、あとでトランプしたり、お土産ものをみに行くのも本当だからいいでしょ。噓いってるわけじゃないし」

　ゆかりが笑った。

　四人は、順番にお風呂に入り、服を着がえて、精一杯めかし込んだ。

　その間に、部屋には、料理が並べられる。

　八人なので卓を二つつなげて、仲なか居いさんが、次々と運んでくる。

　料理がほとんど揃そろうと、美子とゆかりが男性たちを呼びに行った。

「ねえ、千佳子、また、くじにするの？　席の並び方」

　加津がいった。

「大丈夫よ、みんな好きなところに並ぶように私がいうわ」

「本当？」

　加津は、喜んで千佳子に抱きついて来た。

　男性たちが来ると、急に部屋は賑にぎやかになってきた。

　彼等は背広をぬいで、浴衣ゆかたに着がえている。

「あれ？　君たちは浴衣に着がえなかったの。浴衣の方がくつろぐよ」

　名村がいった。

「あとで着がえるわ」

　ゆかりがいった。

「わァ、豪華だなあ」

　三浦が大きな声をあげた。

　卓の上には、鯛たいのつくりや伊勢エビ、あわびなどが大きな桶おけに氷をいれて、その上にのっている。

　小魚の焼いたのや、野菜の煮もの、天ぷら、湯豆腐などもある。

　みんなが料理にみとれている隙すきをついて、千佳子がいった。

「男の方、席について下さい。女性も、そのあとで好きな席に座る。これでいいでしょう？」

　料理をみつめていた三浦の方をむいていうと、彼は一も二もなく賛成した。

　男たちが間隔をあけて座り、そこへ、女性が座った。

　千佳子は、一番あとに、矢野と三浦の間に座った。

　そこしかあいてなかったからだが、二人はうれしそうににっこりした。

　食事がすむと、すぐに、トランプがはじまった。

「あの、お床とこの方、どうします？　全部、ここに敷きますか？」

　仲居が声をひそめるようにしてきいた。

「いや、僕たちは、むこうの部屋に行きますから、女の人のだけ敷いて下さい」

　矢野が、次の間を指していったので、千佳子はうれしかった。ちゃんとけじめはつける男なのだ。

「あの、それから、売店の方、八時で閉まりますので、もし、ご用のある方は、今のうちにいらして下さい」

　仲居の一人が、千佳子たちのところへ来ていった。
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「あ、私、おばあさまのお土産買ってくるわ。明日の朝買えなかったら困るから」

　千佳子は、トランプの手があいていたので、そういって、売店へ行った。

　土産ものを一つ一つ見ていると、そばに立った人がいた。

　顔をあげると、あの小林だった。

「また、会いましたね。実は、僕、あなたに話したいことがあるんですよ」

「あら、何かしら？」

「飛行機が着陸失敗したとき、僕は十歳だった。だから、あのときのことを覚えているんです。席は、高岡さんのすぐそばでした。だから、飛行機の中で、あなたのお母さんやお父さんが、どんな様子だったか、何を喋しやべっていたか、なにげなくきいていたんですよ。高岡さん夫婦が、どんな服をきていたか、食事のときどんなことをいって笑ったりしていたか、僕の覚えている範囲のことをあなたに話しておきたいんです。僕しか知らないことですから。ききたくありませんか？」

「ええ、それはききたいわ。私も、もっと小さいときには、父や母のことをききたくないと思っていたんです。でも、最近になって、父や母は、どんな人だったのかと思うようになって、祖母にもきいたんです。でも、祖母は、あまり話したがらないのです。体が悪いし、思い出すのは辛つらいからって」

「そうでしょうね。僕は、父や母のことは、覚えています。十歳までのことですが、僕たちの家族は、日本に住んでいて、冬休みに、シンガポールへ遊びに行ったんです。とっても楽しい思い出です。でも、その帰りに、飛行機がおちて両親が死んでしまったんです。でも、楽しい最後の思い出があったから、淋しいときには、それを思い出して、生きていくことが出来た。でも、あなたは、ご両親に何の思い出もないんだなあと思っていました。今日、ここで会ったのは、亡くなった親たちが引きあわせたのかもしれませんね」

「ええ、是非」

　といったとき、彼は腕時計をみて、「あっ」といった。

「しまった、友だちを風呂のところで待たしていたんです。よかったら、明朝、近くの海岸を散歩しませんか？　お友だちの起きてこられる前に。そのとき、色々話しましょう。六時にロビーに来て下さい」

　そういうと、彼は大浴場の方へ駈かけて行った。

　千佳子は、手早くいくつかの土産ものを買うと、部屋に戻っていった。

　部屋では、ブラックジャックが白熱していた。

　それをみるフリをしながら、千佳子は、今の小林の言葉を考えていた。

〈そうだわ。あの人しか、父や母の最後の様子を知っている人は世の中にいないんだわ。おばあさまだって、陽一たちは結婚してすぐシンガポールへ赴ふ任にんしていったから、あなたのお母さんのことは、あまり知らない、陽一だって、高校まではうちで育ったからその頃のことは、よく覚えているけど、東京の大学へ行って、東京で就職したから、その後は、夏休みに帰ってくるだけだったからね、といっている。小林さんにきけば、死ぬ直前、父母がどんな会話をかわしたか、どんな服を着ていたかわかるんだわ〉

「千佳子さん」

　矢野に呼ばれて、千佳子は、我に返った。

「何を考えているんですか？　さあ、一緒にゲームをしましょう」

「ええ」

　十時まで楽しく遊んで、男たちは、自分の部屋へ帰っていった。

　ふとんに入ってから、二時間ほど、女たちは、興奮して色々と話をした。

「私、名村さんに、東京に来ませんか、色々なところを案内しますよといわれたわ」

　美子がうれしそうにいった。

「私も、隅田さんに、京都に遊びに行ったら、デートしてくれますか？　といわれたの」

　ゆかりが負けずにいった。

　加津は黙っている。

「矢野さんは、千佳子に何かいわなかったの？」

「いえ、別に」

　加津に悪いと思って、千佳子は噓をいった。

　両親に会って下さいといわれたといえば、加津だけがみじめになる。

「じゃあ、車の中で、何を話してたの？」

　美子がきく。

「絵のこととか、音楽のことよ」

「なーんだ、三浦さんは？」

「彼とは、何も話してないわ」

　加津が、ほっとしたように千佳子をみた。
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　翌朝、千佳子は、六時に、ロビーに行った。化粧もしないといけないし、服を着ないといけないので五時半にはもう起きていた。

　みんなは、ぐっすりと眠っている。

　そっと抜け出してロビーへおりていくと、小林が待っていた。

　彼は、「やあ」というと、黙って外へ歩き出した。

　二人は呼んでもらったタクシーに乗って海辺に出た。

「きれいな海ですね」

「ええ。朝日がのぼるときって、あんなにきれいだったのかしら？」

　しばらく歩いて、海岸の岩に腰をおろすと、彼は、話し出した。

「飛行機に乗り込んだとき、一番最後に入って来たのが、高岡さんのご夫婦でした。赤ちゃんがぐずったので、やかましいと思い、入口のところであやしていたといってました。今考えると、気くばりのある人だったんですね」

　千佳子は、目をつぶった。

　海外には何回か行っているので、そのときの情景が目に浮かぶようだった。

　赤ん坊をあやしている若い母親、それを、そばでみている父親の姿、スチュワーデスの制服、そして、時間が来たので機の中に入っていく夫婦。

「高岡さんは、紺こん系統の背広を着ていたように思います。それから奥さんの方は、クリーム色の半はん袖そでのセーターに、しゃれたチェックのスカートをはき、片手に、同じクリーム色のカーディガンを持っていたような記憶があります。赤ちゃんは、ピンクの服を着て、白い靴下をはいていました。赤ちゃんの肌は白く、髪が黒くて、人形のように目がぱっちりしていました。二人は、座席につき、飛行機のドアがしまりました。僕たち家族の席は、通路をへだてたとなりでした。機長の挨あい拶さつや、スチュワーデスの救命具の話があって、やがて、飛行機は動き出しました。高岡さんは『この子をみたら、父や母は喜ぶだろうね。目もとが父にそっくりだから』とか何かいってました。高岡さんが窓際、奥さんが通路側に座っていたと思います。やがて、飛行機は飛び立ち、禁煙のサインやベルト着用のランプが消えました。僕が、赤ん坊の方をみると、赤ん坊はもう泣きやんでいて、僕の顔を見て、にこっと笑い、『アーア』といって手をふりました。だから、ずっと、僕は、その赤ん坊の方をみていたんです」

　千佳子は、機内の様子を想像した。

　まさか、飛行機事故をおこすとは思わず、父や母は、日本に帰る喜びにあふれていたのだろう。

「高岡さんは、自分の両親のことを、奥さんに色々と話していました。母は、バラの花、それも赤いバラが好きだとか、玉ねぎアレルギーだから、料理に玉ねぎをつけないようにとか。機内食が運ばれて来たときですが」

「よく覚えているんですねえ」

　千佳子は、感心したようにいった。

　彼の言う通り、祖母は、気き管かん支し喘ぜん息そくの気があって、玉ねぎとか、にんにくは、絶対に食べない。お手伝いの子が、前夜に、焼き肉を食べてくると、「あなた、昨日、にんにく食べたでしょ？」とすぐわかるのだ。それにバラが一番好きなのも、その通りだった。

「僕は、父にテープレコーダーとカメラを買ってもらったのがうれしくて、機内放送をとろうと、テープレコーダーをまわしていたんです。それは、事故のときも、しっかり、僕がにぎっていて、テープだけが無事でした。だから、助かってからも、父や母の声をききたくて、いつもまわしていました。その中に、高岡さんや、そばにいた多田さん夫婦の声などが入っているんです」

「まあ、宝物なんですね。うちの父のカメラは、どこへとんでしまったのかなかったそうですわ。あれば、せめて、死ぬ直前の父や母の写真が見られたのに」

「残念ですね。日本の空港だったらもう少し遺品もあったでしょうが、海外ですからね、消火液にまみれたものは、ほとんどそのまま捨ててしまったみたいですよ。今だったらそんなこともないでしょうけど」

　父が母に、両親の好みを言っていたのは、これから両親のところへ行くので、妻に、失敗しないようにと、色々教えていたのだろう。

「途中でエアポケットに入ったとき、赤ん坊が泣き出して、高岡さんの奥さんは、あわてて機内持ち込みのバッグから、ガラガラや、車のおもちゃを出して、赤ん坊を泣きやませようとしていました。それがダメだとわかると、窓の方をむいて、おっぱいを出して、赤ん坊にふくませました。それでやっと赤ん坊は静かになり、眠ってしまったようでした」

　急に、千佳子は、胸が一杯になって来た。

　千佳子には、母親の乳をふくんだ思い出がないのだ。

　祖父母にひきとられたあと、哺ほ乳にゆうびんで育てられたときいている。

〈母親の乳ち房ぶさって、どんなにか暖かく、安らかな気持がしたことだろう〉

「どうかしましたか？」

「いえ、お話をきいているうちにせつなくなって」

　千佳子は、そういってうつむいた。
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　そのあとも、小林は話を続けた。

　小林の話は、千佳子を感動させた。

　夢中できいていると、突然、声がきこえて、千佳子はそちらをみた。

　海岸までやって来た矢野とゆかりが、並んで千佳子を呼んでいた。

「あ、行かなくては」

　千佳子が立ち上ると、小林は、では、またといって行ってしまった。

「あの男と何を話してたんですか？」

　矢野が、とがめるようにいった。

「千佳子が出ていくのに気がついたけど、いつまでたっても戻って来ないからどうしたのかと思って廊下で立っていると、矢野さんが来たの。それで、ここへ来たのよ」

　ゆかりは、じっと千佳子をみつめた。

「小林さんに、父や母の最後のことをきいていたの。あの人、当時、十歳だから、機内でのこととってもよく覚えているの」

「どんなことを？」

　ゆかりがきいた。

「父や母の着ていた服のことや、食事のとき話していたことなどよ」

「さあ、行きましょう。食事の時間ですよ」

　矢野がいい、千佳子は、二人といっしょに、ホテルに戻った。

　部屋に戻ると、もうみんな集まっていた。

　卓が出され、仲なか居いさんが、八人分の食事を運んでくる。

　干物や、エビの入ったみそ汁、焼魚、玉子、おひたし、海の苔りなどが、次々に、並ぶ。

　美子が、甲か斐いがいしく御飯をよそい、加津がお茶を注ぐ。

「あら、やりますのに」

　仲居さんがいうが、彼女たちは、そういいながらも、次の料理を運ぶのに忙しい。

「千佳子、どうしたの？　さっきの男の人のことを考えてるの？」

　ゆかりが、千佳子を突っつく。

「別に」

　千佳子は、あわてて、卓についた。

　食事をはじめたとき、電話が鳴り、仲居さんが出て、高岡さんに電話ですといった。

〈小林さんかしら？〉

　と思って出ると、自宅からだった。電話に出ているのは、お手伝いのシマで、祖母が朝方気分が悪くなり、救急車で病院へ運ばれたという。

「え？　おばあさまが？　どこの病院？　わかったわ。すぐ帰ります」

　千佳子は、電話を切った。

　みんなも、受けこたえの様子から事情がわかったらしく、箸はしをとめて、千佳子をみつめている。

「おばあさまが、救急車で病院へ運ばれたというの。私、これから帰るわ。年寄りだから心配なの」

「それは大変だ。すぐに帰った方がいいね」

　矢野がいい、時刻表を出し、それをみながら、フロントへ、切符を手配してくれるようにたのんだ。

　駅まで矢野と三浦がタクシーで送ってくれ、千佳子は、列車に乗った。

「僕もついて行こうかな？」

　と、矢野がいう。

「いえ、大丈夫です。それに取り込んでいますから。また連絡します」

　千佳子は、そういって、手をふった。

　京都に着くまでの間、千佳子は、祖母の無事を祈った。

〈本当は、もう死んでしまったのではないかしら？　こういうときは、死んでいても、死んだとは言わないものらしいから〉

　祖母は、昔から体が弱かった。

　心臓が悪く、息子夫婦の葬式のときには、発ほつ作さをおこして、出しゆつ棺かんのとき救急車で運んだくらいである。

　それに、気管支喘息もある。

　しかし、喘息は持病なので、薬も持っていて、慣れているので、救急車で運ぶようなことはないと思われた。

　祖母が死ねば、千佳子は、文字通り、みなしごになる。

〈おばあさまが、生きていますように〉

　千佳子は、祈り続けた。

　やっと京都に着き、千佳子はタクシーをとばして病院に行った。

　玄関のところに、シマや須す美み子こがいて、千佳子を迎えた。
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「お帰りなさいませ」

　二人の顔色をみて、千佳子は、祖母はまだ生きていると直感した。

「おばあさま、どんな具合？」

「今眠っておられます。心臓発作で突然倒れられて……。でも、お医者さまは、今のところ大丈夫だと」

「そう、よかったわ」

　二人と喋しやべりながら、千佳子は、病室へむかった。

　最初は、集中治療室へ運ばれたが、午後から、内科病びよう棟とうの個室へ移ったということだった。

　途中、病院の売店で、花束を買って病室へ入っていった。もちろん赤いバラである。

　部屋の前には、面会謝絶の札がかけてあったが、千佳子はかまわず中に入っていった。

　特別室をとったらしく、部屋は思ったより広かった。

　ベッドのところへ行くと、祖母は、うっすらと目をあけた。

「おばあさま、千佳子です」

　祖母はわかっているというようにうなずいた。

「びっくりしましたわ。電話があったのでとんで帰って来たんです。大丈夫？」

「ええ、もう大丈夫よ。あなたも折せつ角かく旅行に行ったのに……」

　弱々しいが、はっきりと喋るのをきいて、千佳子は、ほっとした。

　祖母のやせた腕には、点てん滴てきの管がついていて痛々しい。しばらく喋ってから、千佳子は、ナースセンターへ行って、婦長から様子をきいた。

「担当は、坂井先生ですので、呼んで来ます。でも、今回は大丈夫らしいですよ。たびたび発作が起るようだと、年でもあり心配ですが、今回は、三日もすれば、家にお帰りになれるだろうとおっしゃってました」

　婦長はそういうと、担当医を呼んで来た。

　担当医の話も同じようなものだった。

　千佳子は、ほっとして病室に戻り、つき添うことにした。

　夕方になって、親しん戚せきの木田和也がやって来た。

　彼も知らせを受けて名古屋からやって来たのだという。

　祖母のりつは、和也の姿をみると、千佳子に言いわけがましくいった。

「私も今度は死ぬのやと思ったから、和也さんも呼んでもろうたの」

「よかったですね。本当に心配しましたよ。折角来たから今日は泊って、明日帰りますが」

　和也は、そういって大きなバラの花束を見舞いに渡した。

　入院の手続きのために、事務局へ行くことになったので、そういうと、和也は、僕がここにいますから安心していって来て下さいと笑顔をみせた。

　お手伝いのシマが一緒について来た。

「ねえ、シマさん、和也さんて遠い親戚なんでしょう？　どうして和也さんを呼んだのかしら？　呼ぶのなら他にもいるのに」

　千佳子がいうと、シマがはっとしたようにうつむいた。

　彼女は、もう十何年も高岡家にいて、千佳子の母親代りだった。

「あら、どうしたの？」

　千佳子が立ち停どまってきくと、シマは、困ったようにいった。

「和也さまは、亡くなった陽一さまが、学生時代に、水商売の女の子に生ませた子供さんやときいてます。認知もしてあるそうです」

「えっ、本当？」

　千佳子は、ショックを受けた。

　父の子だというと、つまりは自分の兄になる。

「高岡家では、その女性との結婚は認めず、お金を渡して別れさせたらしいです。でも、陽一さまが亡くなって、奥さまも気が弱くなったんでしょうね。和也さまを、遠とお縁えんのものだといって、たまに出入りさせるようになったんですよ。十年前に長くいたイチノさんがやめるとき、きいたんですけど」

　イチノというのは、千佳子が十歳ぐらいになるまで高岡家に勤めていた家政婦である。

　そのとき六十歳くらいで、病気がちになり、息子夫婦のところに行くといってやめたことは、千佳子も知っている。

「お嬢さんには、話さないでおこうと思ったんですけど、もしも、奥さまがお亡くなりになったらわかることですよってに。奥さまは、弁護士の横山先生を呼んで、和也さまにも、遺産を渡すように遺ゆい言ごん書しよを作られたみたいですよ」

　千佳子は、シマの手前、なにげない顔をしていたが、なかなかショックから立ち直れなかった。
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　祖母のりつは、千佳子を可愛かわいがってくれたが、どこか他人行ぎよう儀ぎなところがあった。いつも千佳子より早く起き、髪をととのえ、薄化粧をして、服をきちんと着て毅き然ぜんとしている。高岡家という旧家の当主であるからだと思っていたが、千佳子の母親をあまり好きでなかったのかもしれない。

〈それに、私には内ない緒しよで、遺言書まで作っているなんて、水くさいわ〉

　と、思った。

　千佳子も大人になったのだから、あっさりと、和也が父の子であることを打ち明けて、財産のいくらかを渡したいといってくれれば、決して反対しないのにと思った。

　和也は、もちろん、自分が誰の子か知っているのだろう。

　千佳子が学校に行っている留守に、よく来ていたらしく、お手伝いの女性から、

「今日は和也さんが来てはりました」

　と、きくことがあった。

　しかし、千佳子は、遠い親戚の人だと思っていたので、全く気にしなかったのだ。

　事務手続きをして戻ってくる途中で、シマがいった。

「奥さまは、『兄妹やなかったら、千佳子と夫婦になってくれたらええのに』と、いつか和也さんにおっしゃってました。和也さんは、にやにやしてはりましたけど」

「私、和也さんはあまり好きじゃないの。いつもおばあさまの機き嫌げんをとって若者らしくないもの」

「私も、和也さんはあまり……」

　シマは、千佳子が和也をきらいなのを知って、ほっとしたようにいった。

　その夜、千佳子は家に帰った。

　完全看護なので、夜はご家族の方はお帰りになって下さいと、婦長からいわれたこともあったが、一人になって考えたいと思ったからだった。

　しかし、和也も、高岡家に泊るという。

　夕食後、彼は居間で、色々と話しかけたが、千佳子は適当に相あい槌づちを打って二階の寝室に引き揚げた。

　疲れてもいた。

〈私が矢野さんと結婚するといったら、おばあさまは反対するかしら？〉

　と考えた。

　結婚相手としては、客観的に申し分ないと思うが、なんとなく、祖母のりつは反対するのではないかという気がした。

　千佳子の母親を、りつはあまり好きでなく、嫁よめ姑しゆうとめの葛かつ藤とうを恐れて、父親は、海外勤務を希望したのだときいたことがあった。

　翌日、ゆかりと美子と加津の連名で、花はな籠かごが届いた。

　そのあと、電話がかかって来た。

　千佳子が、祖母は今回はなおりそうだというと、みんな喜んでくれた。

「それから、春休みには、また、みんなで旅行をしようと話がまとまったのよ。海外旅行もいいんじゃないかという人もいたわ」

　ゆかりの声ははずんでいた。

　彼女たちは、夕方に京都に帰るといって電話を切った。

　そのあと、矢野からお見舞いの豪華な花束が届いた。

　代議士の息子だけあって、こういうことには気がつくのだろう。

　そうは思ってみても、千佳子は、彼の気持がうれしかった。

　しかし、早さつ速そく病院に二つの花を持って行こうとして、はっとした。

〈矢野さんのことは、まだ、おばあさまに話してない。どこで知り合ったのかときかれたら困ることになる〉

　考えた末、千佳子は、矢野の名札をはずして、花束を自分の部屋の花か瓶びんにいけた。

　矢野としては、自分の名前を、高岡家にアピールしておきたいのだろうが、それは出来なかった。

　花をいけおわると、千佳子は、ゆかりたちの花と、祖母の好きなプリンを持って病院にむかった。

　りつは、今日は少し気分がいいようだった。ベッドに半身をおこし、髪もきちんとといている。

「もう大丈夫よ、有あり難がとう。あなたも折角、旅行してたのに、申しわけなかったわねえ」

「いえ、いいんです。一緒に旅行したゆかりや美子や加津が、今日花を送って来てくれたんです。さっき電話もあって、大分よくなったといったら、よろこんでました」

　千佳子は、花籠をりつの見えるところにおいた。

「きれいなお花、有難う」

　そのとき、和也がやって来た。

　これから名古屋に帰るので、挨あい拶さつに来たという。

　彼が帰ったあと、千佳子は、なにげないようにきいた。

「おばあさま、あの和也という人、うちとどんな関係なんですか？　遠い親戚ということですけど」

　すると、りつは、一瞬黙って千佳子の顔をみつめたあと、

「陽一の息子なの」

　といった。
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「えっ、お父さまの息子って、私の兄ということですか？」

　千佳子は、りつがはっきり言うとは思わなかったので驚いた。

「あなたにいつか話そうと思っていたけど、あの子は、陽一が、学生時代につき合っていた水商売の女が生んだ子供なのよ。もちろん、結婚はさせなかったけど、陽一が死んだあと、死後認知したの。本人の希望だったといって」

　千佳子は黙っていた。父はそんなことを希望していなかったのではないかという気がした。

「私も陽一が死んでしまって心細くなって、血縁のものが欲しうなったのよ。それに、陽一が死んだのも、そのことで恨うらまれていたからかもしれへんと思ってね」

　千佳子は、かすかにうなずいた。

「それで、私も年だから考えたのやけど、私が死んだら、あの子にも財産を少しわけてやって欲しいの。いいでしょう？　千佳子さん」

「ええ、それは……」

「有難う。これで、安心して死ねるわ」

「そんなこと」

　千佳子は、あわててそばへ行った。

「でも、今回助かったから、あと一年や二年は生きられるかもしれない。あなたが、どんな男と結婚するか、見届けてから死にたいわ。高岡家が心配なの、千佳子さん」

　りつは、千佳子のことをあなたとか、千佳子さんと呼ぶ。

　それが昔から千佳子にはもの足りなかった。

　友だちの美子の家のように、美よしちゃんとか、よっこちゃんと呼んで欲しかった。

「ねえ、千佳子さん、あなた誰か好きな人いるの？」

　りつがきいた。

「いいえ。いません」

　千佳子は、よほど矢野のことを言おうかと思ったが、言える雰囲気ではなかった。

「そう。それならいいけど」

　りつは、そういったあと、疲れたらしく、ベッドに横になった。

　その翌日の午後、りつは退院した。

　医者は、一週間ほど病院で静養したらいいといったが、りつは、家の方が眠れるからといってきかなかった。

「それに、お正月の準備もありますよってに」

　そのりつの退院に、千佳子は、つき添って帰って来た。

「ああ、家はええわ、落ち着くし」

　りつは、ほっとしたようにいった。

　夜になって、矢野から電話がかかって来た。祖母が今日退院したことを伝え、花の礼をいうと、彼は、おばあさん喜んでくれましたかときいた。

「ごめんなさい。矢野さんの花束は、おばあさまに見せてないの。だって、一緒に越前岬へ行ったことがわかると、矢野さんの印象を悪くすると思ったから。でも、私の部屋にかざってあるの。とってもきれい」

「そう。それならいいけど、早く、僕のこと紹介してね。今度の旅行は、君がいなくなって、つまらなかったよ」

　彼はもっと話したい様子だったが、千佳子は、急いで電話を切りあげた。

　家の電話は、親子電話になっているので、誰かにきかれてはまずいと思ったからだった。

〈彼に、私の携帯電話の番号を教えておいたらよかった〉

　電話をおいてから、そう気がついた。

　矢野が、気を悪くしたのではないかと気になる。

　自分の部屋に入ると、千佳子は、携帯電話でゆかりに電話した。

　心おきなく話せる友人と喋しやべることが、千佳子にとっては、一番心のやすらぐことだった。

「あ、千佳子、おばあさんどうなの？」

　ゆかりの明るい声がすると、千佳子はほっとした。

「それが、今日、急に退院するといって、強引に帰って来てしまったの」

「アハハ。千佳子のおばあさんらしいわね。千佳子と別れたあと、みんなで東とう尋じん坊ぼうへ行ったの。とっても楽しかったわ。切りたった崖がけから下を見ると、海に吸い込まれそうになって。三浦さんが『わっ』といっておす真ま似ねをするの。矢野さんは、千佳子が見たかっただろうから、もう一度来たいといってたわ。彼、千佳子が好きなのね」

「私も、東尋坊へ行けなかったのが残念だわ。いつか一緒に行ってね」

「いいわよ。でも、矢野さんと二人で行った方がいいんじゃないの、アハハ」

　ゆかりと話していると気が晴れた。
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　翌日、郵便物をみていると、小林三郎の名前が書かれた封書があった。

　高校の同窓会の名簿とかダイレクトメールの多い中で、手紙をみつけたので、一番先に封を切った。





　　前略

　　思いがけず、旅先でお目にかかれてうれしく思いました。あのときの赤ん坊が、こんなに美しい女性に成長したのかという驚きの方が大きかったですけれども。

　　僕は、あなたより大きかったので、毎年行われる事故で死亡した人の慰霊祭にも何度か出席しました。父や母もその中に入っているので、最初は当然行くべきだと思っていたのです。香港へも行きました。しかし、十年目の供く養ようのときは、生存しているものが行くのは、はばかられて参加しませんでした。でも、はじめの何回か参加したとき、遺族の方々から、機内の様子を写した写真や、かけつけた香港空港警察の人の撮った写真をもらいました。

　　そのときは、事故のことを思い出してショックを受けましたが、今になると、もらっておいてよかったと思います。もし、よければ、僕の持っているものを複写してお送りします。事故機の写っているのはショックでしょうから、機内のを一枚だけ同封します。

　　亡くなった内野さんという人の遺品のカメラに残っていたものを現像したということです。高岡さんが、おもちゃのガラガラで赤ん坊をあやしている微ほほ笑えましい写真です。このあと何時間かで、あの事故がおこるとは夢にも思わなかったでしょうね。

　　端はしの方に、僕が写っています。ヘンな顔でわんぱく坊主みたいで恥ずかしいです。では、また。




小林三郎　






　千佳子は、同封された写真をとりあげた。

　母が千佳子を抱き、横から父があやしているいい写真だった。他の乗客も写っている。端に写っている小林は、確かにやんちゃそうな感じだが、可愛かわいかった。

　これをみせたくて、手紙を書いたのかもしれない。

　千佳子は、あとの写真も欲しいと思った。

　千佳子は、今まで一度も慰霊祭には出たことがない。少し大きくなってインタビューを申し込まれたこともあるが、高岡家の方針で、一切断って来た。

　事故があったとき赤ん坊だった千佳子は、何も覚えてないし、喋ることも出来ないということで、マスコミにさらされることもあまりなかった。

　しかし、三人だけの生存者ということで、時々、写真では紹介されていた。

　事故のときの新聞や週刊誌なども、千佳子はみていない。

　当時、もう一人助かったスチュワーデスは、病院に一年以上入院していたし、結局、十歳の小林に、注目が集まっただろうと推測される。

〈彼にきけば、事故のときの様子や、当時のことがわかるんだわ〉

　千佳子は、もう一度、彼に会いたいと思った。

　そして、新聞や週刊誌に書かれた事故のことも知りたいという気になった。

〈新聞記者をしている隅田さんにたのんだら、当時の記事を集めてくれるかもしれない〉

　その日の午後、千佳子は、小林に返事を書き、隅田に電話をかけた。

　彼に、祖母が退院したことをいったあと、事故の記事を集めて欲しいというと、彼は、喜んで承知してくれた。

　彼も、夏の旅行のあと、千佳子に手紙で、つき合って欲しいといって来た一人である。

「だけど、今さら、そんなのを集めてどうするの？　普通は、思い出すと、辛いから、見たくないものだと思うけど」

　彼は、不思議そうにきいた。

「私の場合は、特別なんだと思うわ。今、この年で、私がそういう事故に遭あって、生き残ったとしたら、事故のことや、両親のことなど、すべてわかっているし、マスコミにも追いまわされて、事故のことなんか考えるのもイヤになると思うの。でも、私は、あのとき赤ん坊で、何も覚えてないし、そのあとも、知らされないで育ったわ。だから、二十年たった今、一体どんな状況だったのか知りたいと思うわけなの。両親のことなども」

「わかった。じゃあ、集めてみるよ」

　彼は、千佳子と接点が出来たことを、喜んでいるように張り切っていった。
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　年があけ、千佳子は、九時に座敷の祝いわい膳ぜんの席に着いた。

　正月の一日には、使用人全員にも、一人一人、高たか脚あしの膳が出され、新春を祝うことになっている。

　中央のテーブルには、大きな鯛たいの焼物や、ひげをはねあげた伊勢エビ、三さん宝ぽうに入った鏡かがみ餠もちや赤塗りのとそ器、それに、おせちの入ったお重が、所せましと並べられている。

　それぞれの膳には、関西風の白しろ味み噌その雑ぞう煮に、王おう福ぶく茶ちや、盃さかずきがおかれ、正月の祝いわい箸ばしが出されていた。

　祝箸には、りつの字で、それぞれの名前が書かれている。

　みんなが席に着くと、シマが、とそ器を持って、みんなの盃に、とそを配って歩く。

「では、おめでとうさんどす」

　りつが盃をあげると、みんなも、それに合わせて、おめでとうございますと唱和した。

「さあ、みんな、まん中においてあるおせちや鯛も自由にとって食べて。遠慮せんと」

　りつが機嫌のいい声でいう。

　それでも、みんなは遠慮してすぐには立たない。やっと、年上のものから、順に小皿をもって、おせちをとりに行く。

　年末に大さわぎしてみんなで作ったものや、有名料亭やホテルから取り寄せたおせちが、ふたをとって並べてあるので、二十ちかくのいれものに入っている。

　その一つ一つには、「山海」と書かれた祝箸がついていた。

　みんなはひと通りとり終って席に戻り、王福茶をのみ、雑煮を食べながら、おせちをつつく。

　誰も、正面の大鯛には手をつけない。

　京都の習慣で、お正月の三日間は「にらみ鯛」といって、鯛はみるだけで手をつけないものだと知っているからである。

　正月三が日の間に客が来たときは、鯛を出さないといけないからである。

　鯛が大きい程ほど、あの家は景気がいいとか、お金持だということになっているので、大みそかには、錦にしき市場の鯛売り場は、人で一杯である。

　毎年大きな鯛を買っていた人が、小さな鯛を買うと、みんなは、袖そでをひき合って、「あの家も、最近は落ち目やなあ、気の毒に」ということになる。

　高岡家の鯛は、錦市場でも毎年、一番大きいものにきまっていた。

　魚屋が、それを焼きあげて、大みそかの夕方に届けるのだ。

　しばらくすると、りつが、

「千佳子さん、あれを」

　と、いった。

「はい」

　といって、千佳子は、黒塗りの盆にのせたお年玉をりつに渡す。

　りつは、それを一つ一つ、名前を呼んで渡すのだ。

「千佳子さん」

　一番先に名前を呼ばれた千佳子は、そばへ行って、それを恭うやうやしく受け取る。

　みんなも順に受け取りに行く。

　りつは、みんなに配りおわると、満足そうな顔をした。

　中身は、お金だが、額はまちまちだった。

「ボーナスと違ちごうて、お年玉は、その人への気持やから、額はきまってまへんのや。よくしてくれた人には厚く、というのが、私の信条ですよって」

　と、りつは、いつもいっている。

　だから、りつに気に入られている使用人には多く、気に入らない人には、わずかしか入っていないのだ。

　千佳子には、毎年、きまった額のお金が入っていた。

　年齢一年につき五万円の割合で、今年は百十万円だった。

　りつは、満年齢ではなく、かぞえ年でものを考えるタチなので、二十一歳の千佳子は、二十二に五万円をかけた百十万円というわけだった。

　ふと、千佳子は、和也は、いくらもらっているのだろうと思った。

　毎年、一日か二日の午後に彼は年賀に来るが、そのとき、お年玉をもらっているようだったからである。

　その日も、午後から和也がやって来た。

　彼は、千佳子の部屋をノックして入って来たが、手には、お年玉の袋をもっていた。

「千佳子さん、おめでとうございます」

　彼は、頭をさげて挨あい拶さつした。

「おめでとうございます。あら、和也さん、私にお年玉を下さるの？」

　千佳子は、わざとふざけていった。

「あ、そうですね。僕は年上だから、お年玉をあげないといけない立場なんだ。アハハ。これは、おばあさんにいただいたものだけどね」

　使用人たちのお年玉の袋とちがって、和也のは千佳子と同じ袋で、分厚かった。

　千佳子のより厚いかんじだった。

　百五十万円くらいあるのかもしれなかった。

〈和也さんは三十歳だから、百五十五万円入っているのだろうか？　私と同じ率だなんて……〉

　千佳子は、少し不愉快になったが、黙っていた。
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　正月の三日、突然、千佳子に、小林から電話がかかって来た。

　正月なので、近くの神社まで初はつ詣もうでに来たついでに、写真を持って来たので、伺うかがってもいいかという。

　千佳子は、祖母が男の人を家に連れてくるとうるさいから、外の喫茶店で会いたいといった。

　喫茶店に行くと、隅の席で彼が待っていた。

「すみません、突然に来てしまって」

　彼は、何枚かの写真を出して、説明した。

　誰々の遺族にもらったといちいち説明するが、千佳子は知らない人ばかりで、そんなことは、どうでもいいことだった。

　機内の写真も三枚あった。

「僕や両親の写ってない分は、いらないと思ってくれませんでした。高岡さんとか、千佳子さんの写っている分なら、他にもあるかもしれませんから、よかったら連絡してみられたらいかがですか？」

　彼はそういって、そのフィルムの持ち主の住所と電話番号を書いてくれた。

　親切な人だと、千佳子は思った。

「この写真みて、どう思いますか？」

　彼は、一枚の機内写真をみせた。

　それには、千佳子が抱かれている母親の手から乗り出すようにしておもちゃのガラガラを振っているところが写っていた。

　ガラガラは、振られているために、ブレて写っている。

　それを、ななめとなりの席の赤ん坊が手をのばしてとろうとしている。同じように、ピンクの服を着た丸々と太った女の赤ん坊である。

「これがどうかしたんですか？」

　千佳子は、彼にきいた。

「この家族は、会社員で、同じようにシンガポールから帰国する途中で亡くなった多田さんという人です。この夫婦にも、赤ん坊がいて、ピンクの服を着ていました。多田さんのところは、機内におもちゃを持って来てなかったので、よく泣き、高岡さんの赤ちゃんのおもちゃを欲しがっていました。高岡さんは困って、ぬいぐるみや、自動車のおもちゃを貸してあげていましたけど、赤ちゃんは、どうしても、ガラガラが欲しいらしくて泣きやみません。オルゴールが入っていてまわるので、それが欲しかったのでしょう。やがて、高岡さんの赤ちゃんは眠りました。それで、やっと、高岡さんが、ガラガラをその赤ん坊に貸してあげました。あまり泣かれると、自分の子供が目を覚ますと思ったのかもしれません。その女の子は、千代という名前だったと思いますが、その千代さんは、泣きやんで、しっかり、ガラガラを握りしめていました。事故がおこったのは、そのしばらくあとでした」

　小林は、言いおわると、じっと、千佳子の顔をみつめた。

「どういう意味ですか？」

　千佳子は、不吉な予感を抱いて、緊張した顔できいた。

「つまり、生き残ったのは、高岡さんの子供の千佳子さんではなく、多田千代さんではなかったかというのです」

「えっ、私が高岡の娘じゃないというの？」

　千佳子は、激しい口調でいった。

「そうです。死者や生者がいりまじって、散らばっている現場で、ピンクの服を着た赤ん坊が、無心にガラガラを振って笑っていたというのは、あなたもきいたでしょう？」

「それが私です」

「そばには、高岡夫婦が倒れていた。そして奥さんは、赤ん坊の方へ手をのばしていた。ガラガラは、高岡家のりつさんが、孫のためにシンガポールに送ったものだった。血液型はＡだった。──このことから、生き残ったのは、高岡家の孫の千佳子さんだということになったんですが、本当でしょうか？　他ほかにもおかしいと思うことがあります。この写真をみて下さい」

　小林は、別の写真をとり出した。
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　千佳子は、小林の出した写真を手にとってみた。

　そこには、高岡夫人に抱かれて、ガラガラをふっている赤ん坊の大うつしが写っていた。ピンクの服に白い靴下をはいている。

「これが何か？」

　千佳子は、不安な気持を押し隠してきいた。

「赤ん坊の左腕をみて下さい。小さなアザがあると思わない？」

　確かにガラガラをふっている赤ん坊の手首からひじまでの間に、うすいアザのようなものがみえる。

「君の腕をみせて」

「イヤよ」

　千佳子は急いで腕をひっ込めた。

「多分、君にはないと思うんだ。それに、あなたは、右ききでしょう？　この赤ん坊は、ガラガラも左で持っているし、ウエハースを握った手も左で、左ききのような気がするんだけど」

　彼は、もう一枚の写真を出した。

　それは、他の家族をとったものだが、はしに、今の赤ん坊が写っていて、ウエハースを、左手で握って、口に持っていっている。

　千佳子は、ショックを受けた。

「でも、私を引き取るときに、血液検査をしたときいたわ」

「現在ならＤＮＡとかで、親子関係もはっきりするけど、二十年前だから、Ａ型とかＯ型とか、そういうことしか調べてないんじゃないかな？　つまり、君は、高岡さんの娘じゃなくて、同じ飛行機に乗りあわせていた多田さんの子供の千代という女の子だということになるね」

「そんなことないと思うわ。だって、私が、父や母の一番近くにいたわけだし、母は、私の服のはしへ手をのばして死んでいたときいているわ」

　千佳子は、必死でいった。

「人は溺おぼれるときには、藁わらをもつかむというでしょう？　高岡夫人は、落ちていくとき、ピンク色のものが視界を横切った。それで、思わずそれに手をのばしてつかんだんでしょう。それとも、自分の子供だと思って本能的に手をのばしたのかもしれないし、助かろうとして手をのばしたのかもしれませんね。どっちにしても、それで間違ったんですよ。僕は、あの頃から、おかしいなと思っていました。二人の赤ん坊の顔を見ていますからね。助かって病院にいるとき、あなたも運び込まれて来ましたが、あっ、多田さんの赤ちゃんだなと思ったんです。それなのに、高岡さんの赤ちゃんだと報道されたので、子供心におかしいなと思っていました。それでも、折せつ角かく、高岡さんの家が喜んでいるのに言えないと思っていたんですが、いつかは、あなたにいわないとと考えてました」

「それで、私にどうしろというんですか？」

　千佳子は、沈んだ声できいた。小林は黙っている。

「世間に、私は、高岡の娘ではなく、多田という夫婦の娘でしたと公表すればいいの？」

「いえ、そんなことはしない方がいい。あなたを孫だと思って育てた高岡さんのおばあさんも悲しむだろうし、世間もさわぐでしょうからね」

「わかったわ。じゃあ、お金なのね？　あなたにお金を払えば黙っていてくれるというわけね？」

　千佳子は、じっと、小林をみつめた。

「金なんかいりません。悲しいなあ、そんなふうに思うなんて」

「じゃあ、どうしたらいいの？」

　千佳子は、怒ったようにいった。

　ＤＮＡで、検査しろとでもいうのだろうか？

「僕は、ずっと、あなたに関心があったんですよ」

　急に、小林の声がしんみりとした。

「飛行機事故で、同じように両親を亡くしたということもあったけど、やっぱり、最初見たときから可愛かわいくて心をひかれたからでしょうね。一番最初に関心を持った女性でもあります。君はいつも、僕の心の中にありました。大きくなるにつれて、女性というと、写真でみたあなたの顔が目に浮かびました。一度会いたいといつも思っていました。でも、そちらは、財閥の高岡家の令嬢で、僕とは身分が違う。会いに行っても、『あ、そう』といわれるだけだと思っていました。だから、越えち前ぜん旅行で会えたときはうれしかった。夢かと思いました。僕が想像していたよりやさしかったし、僕の話もきいてくれた。本当は、今日話したようなことは言いたくなかったけど、話さないと、これっきりで、会えないことがわかっているので、とうとう話してしまったんです。千佳子さん、僕とつき合ってくれませんか？　無理だとわかっているけど、お願いします。その代り、今日話したことは、誰にも喋しやべりません」

　小林は、そういうと、じっと、千佳子をみつめた。




　　　　２




「わかりましたわ。考えてみます。私は、今、ショックを受けて、頭が混乱しています。いくら言われても、私の父親は、高岡陽一だと思っているし、多田という人の娘だとは思えません。でも、もし、それが本当なら、やはり、私は、それを公表されたくないのです。決して財産とかお金ではなく、さわぎにまきこまれたくないからですわ。とにかく、色々考えさせて下さい。でも、あなたとつき合っても、結婚したりすることは出来ないと思いますわ。祖母が許すはずがないと思うからです。それでもいいのかしら？」

「つき合ってくれるだけでいいです。有あり難がとう」

　彼は、顔を輝かせた。

「では、家に帰って考えさせて下さい」

　千佳子は、そういうと、逃げるように家に帰った。

　家に帰ると、自分の部屋に閉じこもった。

　小林の前では、気き丈じようにみせていたが、本当はショックで立っていられないくらいだった。

〈このことが世間に公表されたらどうなるだろう？〉

　と、まず思った。

　多分、マスコミの絶好の話題になり、ワイドショウなどで世間の関心を集めるに違いなかった。

　祖母のりつも、よそよそしくなり、結局は家を出ないといけなくなるだろう。

〈おばあさまは、きっと、父の本当の子の木田和也を跡とりにして、家に入れ、私は、一人で家を出ないといけなくなるに違いない〉

　それに、矢野のことも、もちろん駄目になると予想出来た。

　彼が、千佳子に関心を持ってくれているのは、高岡家の娘だからである。

　将来、代議士になるつもりの彼には、財力があり、家柄もいい高岡家の娘だということで、結婚してもいいと思い、彼の両親も同じ考えなのだ。

〈一体、どうしたらいいかしら？〉

　千佳子は、ベッドにもぐり込み、天井をみつめながら真剣に考えた。

　一番いいのは、ＤＮＡの判定で、千佳子が高岡家の娘と証明されることである。しかし、その自信はなかった。

　千佳子は、突然ベッドから出ると、部屋の隅にある白いタンスの引き出しをあけた。

　そこには、事故のとき着ていたベビー服と靴下、ガラガラなどが記念にとってある。

　その中の靴下を出して、手にとった。

　白い靴下で、足首のところにひもがついて、結ぶようになっている。

　千佳子は、小林から今日渡された、自分の母親に抱かれた赤ん坊の写真をみた。

　男の小林は気がついてないかもしれないが、その赤ん坊は、白い靴下でも、ひもがついてなくて、刺し繡しゆうのされた靴下をはいている。

〈やっぱり違うわ〉

　千佳子は、がっかりした。

　やはり、高岡家の娘ではないのだ。

　それに、手首の上に、アザもない。

〈おばあさまは、薄うす々うす気がついていたのではないかしら？〉

　と、いう気もしてきた。

　祖母のりつが、何となくよそよそしいのも、木田和也をよく呼ぶようになったのも、引き取ったあと、何となく違うと思うようになったからではないだろうか？

　事故当時は、息子の血をひく孫が生存していたということが、唯一の救いだったので、疑う気もなかっただろうが、日がたつにつれ、本能的に、自分の孫ではないと思うようになったのかもしれない。

〈それとも、生前の父母が、手紙を出していて、この子は左ききだとか、特徴を書いたのかもしれない〉

　しかし、りつは、そういうことを気けぶりにもみせなかった。

　その祖母も、体が弱く、それほど長く生きるとは思えない。

〈せめて、祖母の生きている間は、この秘密を守らないといけない〉

　と、千佳子は思った。

　そのためには、小林と内ない緒しよでつき合い、口どめしないといけない。

　矢野とも、今後つき合って、二人の間に愛が深まれば、たとえ、小林が公表しても、彼は、自分を愛し続けてくれるかもしれない、と希望を持った。

　とにかく、時間が欲しかった。

　小林には、祖母が生きている間は、結婚は出来ないので秘ひそかにつき合うだけにして欲しいと納得させ、時間を稼ごうと、やっと、結論が出た。
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　翌日、千佳子は、りつが外出した留守に、納なん戸どにしのび込んだ。

　納戸は、二階のりつの部屋の奥にあって、高岡家に昔から伝わっている屛びよう風ぶや掛かけ軸じく、古いタンスや調度品、李り朝ちようの花か瓶びんなど、大切なものがしまってある場所である。

　お正月になる前に、軸や屛風を出したり、夏に敷物や建たて具ぐをかえるときなど以外はあまり使われていず、ホコリっぽいので、千佳子も長いこと入ったことがない。

　りつは、そこに自分が嫁入りの時に持って来たという桐きりのタンスや鏡台などを置いていて、大事なものはその中に入れているのを千佳子は知っていた。

　父の高岡陽一の遺品や写真もあり、子供の頃見せられた記憶がある。

〈きっと、あの中に、古い手紙や写真などもあるはずだわ〉

　今まで一人で入ったことのない納戸に入るのには勇気がいった。それに、使用人たちに覚さとられてはいけない。

　足音を忍ばせて中へ入ると、カビくさい匂においがした。

　ホコリもある。

　中二階になっていて、天井が低いのが陰気な感じだ。

　千佳子は、約一時間、その中で過ごした。

　几き帳ちよう面めんなりつなので、中へ入ったことがわかると困るので、細心の注意を払い、物の置場を変えないように気をつけた。

　収穫はあった。

　千佳子は、みつけたものを、そっと、自室に持ち帰った。

　おびただしい手紙の中から、父親や自分に関係のありそうなものをえらび、写真も持って出た。

　若い頃のりつと陽一の写っている写真は、セピア色に変色していたが、はじめてみるものだった。

　赤ん坊の頃の陽一の写真や、小学校入学のときの写真もある。

　庭で遊んでいる写真や、修学旅行のときの写真もあった。

　スナップ写真をみているうちに、千佳子は、はっとした。

〈お父さまは、左ききなんだわ〉

　野球をしている陽一は、左手で球を投げている。タコをあげている写真も、左手だった。

〈やっぱり、私は、この家の子ではないんだわ〉

　千佳子は、ショックを受けた。

　次のアルバムを開いたとき、千佳子は思わず、息をつめた。

　それは、両親の結婚写真だった。

　ハンサムな父親と、日本髪を結ゆった美しい母親が、幸せそうに写っている。

　りつや、親しん戚せきの人たちと一緒の写真もあった。

　そのアルバムは、ほとんど結婚式の写真で埋められていたが、最後に、封筒がはさんであった。

　その封筒は、シンガポールの陽一が京都のりつにあてたもので、子供が生まれたという報告と、赤ん坊の写真だった。

　千佳子は、むさぼるように読み、写真をみた。

　しかし、それには、赤ん坊が左ききだという記述や特徴などは書かれていなかった。

　写真の赤ん坊の顔は、まるまるとして元気そうだが、生まれてすぐでもあり、今の千佳子とは似ていない。

　しかし、父親である陽一は、うれしそうに書いている。





　　目もとと鼻は、僕に似ていると、みんながいってくれます。大きくなったら、きっと、美人になるだろうといわれ、うれしくて仕し方かたがありません。

　　また、手紙書きます。写真も送ります。






　千佳子は、父親の写真を見た。切れ長で、男のくせにまつ毛の長い目と、高くて形のいい鼻は、千佳子と似ているような気もするが、やはり、他人なのだろうか？

　赤ん坊の千佳子の写真は、それ一枚だけだった。

　もっと別の場所に保存されているのかもしれなかった。

　東京の大学へ行った陽一からりつへ出した手紙を何通か読んだとき、家の前に車が着く音がした。

　窓からみると、りつが帰って来たらしい。

　千佳子は、あわててアルバムや手紙を片付けて、下におりていった。

「お帰りなさーい。今日はどこへ行かはったんですか？」

　千佳子がいうと、りつは、かかりつけの医者のところへ行って来たと答えた。

「帰り道で、花びら餠もちを買って来たよって、みんなで食べましょう。お茶をいれて」

　千佳子は、りつを抱えるようにして二階へ連れていくと、お手伝いにお茶をいれてくるようにいった。
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　大学がはじまった日の朝早く、千佳子は、車に乗って出かけた。

　千佳子も運転免許をとっているのだが、りつは、危いからと運転させず、運転手におくらせている。

「中村さん、この前は、おばあさまとどこへ行ったの？　ゆっくりだったわね」

　千佳子が、なにげなくきくと、運転手の中村は、困ったように口ごもった。

「はあ、色々と……」

「渡辺医院へ行ったんでしょう？」

「へえ」

　彼は何か隠していると、千佳子はピンときた。

「ちょっと、運転日誌見せて」

「あ、それは……」

　正直な中村は、困ったように車を停とめてしまった。

　強引に運転日誌をみると、行先は、弁護士のところだった。

「あら、弁護士先生のところへ何の用かしら？　どの位の時間かかったの？」

「一時間くらいです。私は外で待ってました」

「そのあと、どこかへ行ったの？　Ｋとだけしか書いてないけど」

「木田和也さんと、喫茶店で会わはりました。あ、このこと私が喋しやべったと言わんといて下さい。お願いします」

「わかったわ。おばあさま、どうして、私にお医者さんのところへ行ったと噓うそをいったのかしら？」

　千佳子は、不安になってきた。

　遺言状を書きかえに行ったのだろうか？

　それに、思いがけず、和也とも会っている。

　運転手を責めても仕方がないので、千佳子は、そのあと、話題を変えた。

　大学に行くと、美子、加津、ゆかりの三人がとんで来た。

「おばあさま、どう？」

「有あり難がとう、もう元気よ。心臓だから、発ほつ作さのおこらないときは、ピンピンしてるの」

「そう、よかったわ」

　三人と喋っていると気が晴れた。

　彼女たちは、今年からは自由に、越前岬へ行った男たちと交際したいと、千佳子に申し入れた。

「いいわよ。でも、かち合わないかしら？　ゆかりは誰？」

　千佳子は、笑顔できいた。

「隅田さんにしようか、三浦さんがいいかと迷っているのよ。矢野さんとはかち合わへんから安心して」

　ゆかりは、冷やかすようにいった。

「私は、名村さんがいいわ。一度、東京に行こうと思ってるの」

　美子がいうと、加津は、黙ってしまった。

「加津は誰がいいの？　この際、遠慮しない方がいいわ」

　千佳子が気を使っていうと、加津は、

「私、名村さんか矢野さんが好きなの。でも両方ともかち合ってしまうから困るわ」

　と、いった。

「隅田さんか三浦さんだったら、私、ゆずってもいいわ」

　ゆかりがとりなすようにいった。

　美子は、名村をゆずるとは言わず黙っている。

「ねえ、千佳子はどうなの？」

　加津が真剣な目で千佳子をみた。

「私？　私は矢野さんが好きだけど……」

「やっぱり」

　加津は、うつむいてしまった。

「まだ、きまったわけやないし、相手もどう思っているかわからへんのやから、これからそれぞれにがんばりましょう。でも、私たち友だちなのだから、たとえどうきまっても、恨うらみっこなしよ」

　ゆかりがいって、その場はおさまった。

　授業の間は、選択科目が違うので、四人はばらばらになる。

　昼からの講義で、ゆかりと一緒になると、ゆかりを声をひそめていった。

「ねえ、千佳子。あの小林という男の人とはどうなってるの？」

「どうって？　別に何もないわ。あのときはじめて会っただけよ」

「でも、この間、私、千佳子の家へ行ったのよ。そしたら、中から千佳子が出て来たので追いかけて行ったら、喫茶店へ入ったでしょ？　私も入ろうと思ったら、小林さんとデートしてるのを見たから、会わないで帰って来たのよ」

「突然電話がかかってきて、事故のときの写真を持って来たというので外で会ったのよ。家で会ったら、おばあさまがへんに思うと思ったから。やっぱり、父や母のことを言われると、私弱いの」

　千佳子は、わざと笑いながらいった。まさか、小林と会っているのをみられたとは思わなかったので、胸がどきどきした。

「そう、でも、何かひどく真剣な顔をしていたわ。彼が何かいったの？」

　ゆかりは、追及をやめない。
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「父や母のことをいったから、泣きそうになったのよ」

　千佳子は、必死で弁解した。

「とにかく、彼とはあまり会わない方がいいわよ。越前岬で、朝、あなたが小林さんと会っていたとき、矢野さんがとても心配していたわ。もし、矢野さんとつき合うつもりなら、心配をかけない方がいいと思うんだけど」

「わかってるわ。でも、ああいう事故に遭あって両親に死なれたものって、同じ体験をした人しかわからないと思うわ。ゆかりは、両親がいるからわからないのよ」

　話しているうちに、千佳子は涙ぐんでしまった。

　両親のことを思ったわけでなく、小林や矢野と今後どうしていったらいいかわからなくなったからだった。

　しかし、ゆかりは、千佳子が、両親のことを考えたのだと思って、あわててあやまった。

「ごめんなさい、千佳子。でも、私にわからないように、矢野さんにも、千佳子の気持はわからないと思うから、気をつけてね」

　ゆかりは、千佳子の肩を叩たたいた。

「ねえ、千佳子。今度の日曜日、私の家へ遊びに来ない？　実は、東京から、矢野さんと三浦さんが来るの」

「えっ、どうして？」

「どうしてって、『遊びに来ませんか？　千佳子も誘ってみます』といったら、二人が喜んで来るといったの」

「ゆかりは、三浦さんと隅田さんとどっちにしようかといってたでしょう？　隅田さんは？」

「彼は誘わなかったの。どちらかというと、私、隅田さんより三浦さんの方が好きだから、彼とつき合って、ダメなら、隅田さんにするわ。それに、矢野さんを呼べば、千佳子も来ると思ったの。うちは、割わりと自由な家だから、越前岬の旅行で、男性のグループと知り合ったと家の人に言ったの。彼等の学歴と就職先を言ったら、母なんかすっかり乗り気になって、是非連れていらっしゃいっていうの。だから、矢野さんと千佳子も呼んだの。母が、きっとご馳ち走そうすると思うわ」

「いい家庭ねえ。うちなんか、そんなこと言ったら大変なことになるわ」

　千佳子は、ゆかりの家が羨うらやましかった。

〈父や母がいたら、きっと、うちもそういうことを話せただろうに〉

「千佳子、何か元気がないわよ。今度の日曜日を楽しみにしましょう」

　ゆかりが、もう一度、肩を叩いた。

　その日、大学から帰ると、矢野から手紙が来ていた。

　お手伝いのシマが紅茶を持って入って来て、手紙は、うまく自分が受け取ったので、ここへ持って来たと笑顔でいった。

「有難う。実は、ゆかりが、紹介してくれた人なの。東京の代議士さんの息子で、とってもいい人なの」

　シマには、ある程度打ちあけておいた方が、味方になってくれると判断して千佳子はいった。

「それで、いつお会いになったんですか？」

　シマは、興味津しん々しんという顔できいてくる。

「この間よ。でも、このことは黙っていてね。まだ、結婚するとも何ともきまってないのだから」

「いいですとも。でも、度たび々たび手紙が来るようになると、大奥様の目にとまるかもしれませんわ。この間も、小林という人からの手紙をじっとごらんになってましたよって」

「えっ、本当？」

「住所と名前を控えてはりました。あの人は誰なんですか？」

　千佳子は、一瞬どうしようかと迷ったが、越前岬で会った人で、二十年前の事故のとき、生き残った人だと話した。

「まあ、それはそれは」

　彼女は、先をうながすように、千佳子の顔をみる。

「私もなつかしいから、色々生前の父や母のことをきいたの。彼は、当時十歳だったから、最後に飛行機の中で、どんな様子だったか教えてくれたわ。でも、おばあさまには、小林さんのことも内緒にしておいてね。おばあさまは、私が男の人とつき合うのがイヤみたいだし、事故のことも話したくないようだから」

「わかりました。でも、小林さんのことは、折おりをみて話しておいた方がいいと思いますよ。随ずい分ぶん気にしておられるようでしたから」

「有難う。シマさん、私の味方になってね」

　千佳子が彼女の手をとると、シマは、感激して、何度も頭をさげた。
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　次の日曜日の昼前、千佳子は、ゆかりの家へ行った。

　ゆかりの家へは、何度か行っているので、りつも機嫌よく、出してくれた。

　それでも心配になるのか、途中で電話をかけてきて、ゆかりの母親に、礼をいった。

「大変ね、千佳子はおばあさんにがんじがらめで。きっと、本当に、私の家へ行ったか、確かめているのよ」

　ゆかりが、廊下で、千佳子に片目をつぶってみせた。

　ゆかりの母親が作ったちらしずしや湯豆腐、刺身、たき合わせなどを食べながら、四人は、楽しく話した。

　矢野は積極的で、家にも、千佳子さんと会うことを言って来ているといい、是非、東京の家へ来て下さいと誘った。

　話の間も、ほとんど、千佳子の顔をみつめたままで、三浦やゆかりは、目に入らないようだった。

　三浦も、その矢野の態度にあきらめたらしく、ゆかりと話している。

　ゲームをしたり、トランプをしたりするうちに、千佳子は、ますます、矢野が好きになった。

　それで、自分の家の事情を話し、祖母がやかましいので、矢野さんとは今日、ここで紹介されたということにして欲しいとたのんだ。

「越前岬で会ったなんて言うと、祖母は、絶対につき合うことを許さないと思うんです。今日、ゆかりが三浦さんを呼んで、矢野さんは、三浦さんの友人なので紹介されたということにして下さい」

「いいですよ。そのうち、そのおばあさんにも紹介して下さい。僕は絶対気に入られる自信がありますから」

　といっているとき、千佳子の携帯電話が鳴った。

　出てみると、小林だった。

　今日、夕食を一緒にしませんかという。

「今、お友だちのゆかりの家なんです。今日はお会い出来ません。ごめんなさい」

　そういうと、急いで電話を切った。

「誰なんですか？」

　矢野が、気になるようにきく。

「親しん戚せきの和也さんです。私、あの人好きじゃないんです」

「でも、携帯電話の番号を知ってるんだ」

　三浦がいった。

「おばあさまが教えたんですわ」

　千佳子は、笑顔でいったが、矢野は、納得しない顔をしている。

　ひょっとしたら、「小林です」といったのをきかれたのかもしれない。

　夕方になって、四人は、ゆかりの家を出て、京都駅まで行った。

　矢野と三浦が東京に帰るのを送るためだった。

　自然に、二人ずつのカップルになってホームを歩いていると、矢野がそっと千佳子の手を握った。

「愛してます。結婚して下さい」

　千佳子は、かすかにうなずいた。

　そのとき、ゆかりがふりむいた。

「じゃあ、必ず東京へ来て下さい」

　男二人は、ひかりに乗り込んだ。

「電話します。電源あけといて下さい」

　矢野がいった。

　三浦も手を振った。

　やがて、ひかりは、静かに出て行った。
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　ゆかりと千佳子が、ホームからおりようとしていると、声をかけられた。

　みると、小林だった。

「千佳子さん」

「………」

「千佳子、私、先に帰るわ」

　ゆかりは、そういうと、さっさと歩いて行ってしまった。

「さっきはごめんなさい。今のがゆかりよ。今日は、彼女の家でご馳ち走そうになったの」

　千佳子が歩きながらいった。

「越前岬で一緒だったお友だちですね。電話でそうきいたので、お宅へ電話してゆかりさんの住所と電話番号をきいて、家のところまで行ったんですよ」

　千佳子は、小林の執念が怖こわくなった。

「あの男性二人も、越前岬のときのグループですね」

「ええ。今日は、四人で会ったんです」

　千佳子は、小林の機嫌を損そこねたくないとは思いながらも、ついそっけなくいった。

「矢野というのが、千佳子さんの恋人ですか？」

「いいえ。恋人なら二人きりで会ってるわ。でも、今日プロポーズされたの」

　小林がどんな反応をみせるかと、千佳子は少し意地悪い気持でいった。

「でも、彼とは結婚出来ませんよ。あなたが多田千代だとわかったら、彼は、プロポーズを取り消すでしょうね」

　千佳子は立ち停まって、小林をみつめた。

「どうしてそんな意地悪なことをするの？　私、小林さんは、もっといい人だと思っていたのに」

　小林は、目を伏せていった。

「僕だってそんなイヤなことしたくありませんよ。でも、千佳子さんを愛しているから、邪魔をするんです」

　二人は黙って歩き、タクシー乗場まで来た。

「一緒に食事をして話し合いましょう」

　彼がいった。

「困りますわ。うちは、おばあさまがきびしいんです。遅くなると、きっとゆかりの家に電話で問い合わせがあるにきまってるわ。ゆかりの家に行くといって今日家を出たら、女友だちなので安心したようだったけど、やっぱり、ゆかりのお母さまに礼をいうという口こう実じつで電話してきたくらいですもの。だから、矢野さんにも、家には訪ねて来たり電話してこないようにたのんでるんです。おばあさまにあなたのことをきかれたら、何といったらいいか……。私、どうせ、おばあさまの生きている間は、結婚は出来ませんわ。おばあさまは、体が悪いんです。越前岬から途中で帰って来たくらいですもの。お願い！　小林さん、こんなに無理な会い方はしないで下さい。今日だって電話がかかってきたので、ゆかりだって、矢野さんだってヘンに思っていたみたいだし、まして待ち伏せするなんて……。私、あなたが嫌いになります」

　千佳子は、強い口調でいった。

「すみません。これからは、こういうことしないようにします」

　小林がおとなしくいったので、千佳子はほっとした。

「会うのでしたら、大学の帰りに会いましょう。行くときは、運転手さんが送ってくるけど、帰りは自由になりますわ。卒論もあるから、忙しくてそう会えないけど、一週間に一回か二回は、必ず時間を作って会うから、家や友だちにわからないようにして。実は、あなたからの手紙が来たとき、おばあさまが、住所と名前を控えていたとお手伝いの人からきいたの。私、きかれたら、父や母と同じ飛行機に乗って生き残った人で、越前岬で偶然会ったというつもりだけど、内心はびくびくしてるの」

「わかりました。では、お茶を一杯だけ飲んで下さい。それで帰ります」

　仕方なく、千佳子は、京都駅の近くの喫茶店で、彼とお茶を飲んだ。途中で、携帯電話がかかってきた。

　ゆかりからだった。

「今、千佳子の家から電話がかかってきたわ、迎えの車を出そうといって。私、今、出たところだといっておいたから、早く帰って」

　千佳子は、ゆかりの友情に感謝して電話を切った。

　家に帰って夕食のとき、千佳子は、りつからきかれた。

「千佳子さん、小林さんというのは、どういう人なんですか？　今日も電話がかかってきたようやけど」

　りつは、静かにいった。

「ああ、小林さん。実は、越前海岸に行ったとき、偶然お会いしたんです。あの方、お父さまやお母さまと同じ飛行機に乗っていて、生き残った十歳の男の子なんです」

　千佳子は、彼に父や母の最後の様子をきいて感動し、写真などをみせてもらったと話した。

「そう。でもどんな人なの？　学歴は？　今、何をしてはるの？」

　色々きいたあと、りつは、嫁入り前の娘が、そういう人とつき合うのはあまり感心しないという意味を、京都人らしい遠まわしな言い方でいった。

　気まずい空気が流れた。

　そこで、千佳子は、小林から注意をそらすため、思い切って、矢野のことを話した。

「おばあさま。今日、ゆかりの家で、男の人を紹介されましたわ。矢野さんといって、代議士さんの息子なの」

　彼の経歴や職業、人柄などを話すと、りつは、急に機嫌がよくなった。

「それで、その矢野さんは、千佳子のことを何といってはるの？」

「私のこと、とても気に入ったみたいで、結婚したいという意味のことをおっしゃってましたわ。是非、東京の家にも来て、両親に会って下さいって」

　りつは、満足そうにうなずいた。

「今日もうちにも来て、おばあさまにも会いたいっておっしゃるの。でも、急なことなので、おばあさまの都合もあるからとお断りしたんです」

「私やったら、いつでもお会いしますよって、そう言うといてね」

　千佳子は、ほっとした。
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　小林は、大阪の私大を出て、京都の電機関係の会社に勤めている。

　両親の死んだあと、親戚の家で育てられ、アルバイトをしながら大学を卒業したという。

　容よう貌ぼうも普通で、何もかもが平均点という感じだった。

　話していても、面白いところはなく、男性としてひかれるところはなかった。

　彼は、千佳子にいわれた通り、週一回以上は電話してこず、週一回のデートを守っていたが、千佳子は、次第に彼と会うのが苦痛になってきた。

　矢野からは、毎日のように電話がかかってくるし、一月の末に千佳子が卒論を出すと、節分には、東京から会いにやって来た。

　二人は、吉田神社にまいりに行き、そのあと、自宅へ連れ帰って夕食を一緒に食べた。

　りつも、彼が気に入ったようだった。

　朝から大さわぎして料理を作らせ、彼を歓待するりつをみて、千佳子は、小林のことがなかったら、矢野と結婚出来るのにと、胸が痛んだ。

　彼は、りつに、はっきりと結婚を前提にして交際させていただきたいと申し入れ、翌週の日曜日には、千佳子を家に来させて欲しいとたのんだ。

　りつは、快く承知した。

　約束通り、千佳子は、日曜日に上京した。

　りつが、着物を着て行った方がいいというので、言われるままに着物を着て新幹線に乗った。

〈矢野さんのご両親にどうしたら気に入っていただけるかしら？〉

　と、胸をわくわくさせていると、人の気配を感じた。

　目をあげると、そこに、小林が立っていた。千佳子は、どきっとした。

「隣となりの席へかけていい？」

　彼はそういうと、千佳子の返事も待たず、隣りに座った。

「日曜日にはデートしたいと思ったけど、君が断ったから、せめて姿だけでもみたいと思って、家のまわりを歩いていたら、車に乗る様子なので、急いでタクシーをとめたんだよ」

　彼の言葉遣づかいは、はじめの頃に比べて、馴なれなれしくなっている。

「今日はどこに行くの？」

「東京です」

「やかましいというおばあさんがよく許したね」

「家の用事ですから」

　千佳子は、冷たく答えた。

「着物姿すてきだよ。まさか見合いに行くんじゃないだろうね？」

「そんなんじゃありません」

　千佳子は、段だん々だん不安になってきた。

　彼のしつこさが怖かった。

〈こんなところを人に見られたら、どうしよう？〉

　と、あたりをきょろきょろ見まわした。

　幸い、知っている人はいなかった。

　小林は、ジュースを買ってくれたり、食堂車に行こうと誘ったり、一生懸命話しかけてくる。

　しかし、千佳子にはわずらわしいだけだった。

　名古屋近くになったとき、千佳子の携帯電話が鳴った。

　千佳子は、はっとした。

　矢野が、新幹線に乗ったら電話して欲しいといっていたのだが、小林が乗り込んで来たので、電話出来なかったのだ。

　電話は、思った通り、矢野からだった。

「千佳子さん？　新幹線に乗れた？」

「ええ。もうすぐ名古屋です」

「あーよかった。電話がかからないので、乗り遅れたのかと思ったよ。じゃあ、予定通りに着くね？」

「ええ」

「じゃあ、東京駅まで迎えに行くよ。何号車？」

「えーと、九号車です」

「じゃあね」

　電話を切ると、小林がじっと千佳子の顔をみつめた。

「誰から？」

「矢野さんからよ。あなたも知ってるでしょう？」

　東京駅に迎えに来ればわかってしまうので、千佳子は仕方なくいった。

「じゃあ、今日は、矢野という男と会いに東京へ行くんだね？」

「東京へ行く用事があるといったら、うちに遊びに来て下さいといわれたの」

「そう……」

　小林は、黙り込んだ。
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　名古屋に着くと、千佳子は、ほっとしてホームを見た。

　大おお勢ぜいの人が列車からおりたり、乗ったりしている。

　きしめんやういろうなどが、ホームで売られている。

　ぼんやりとそれを眺ながめているうちに、ふりむいた男と視線が合った。

〈あっ、和也さん〉

　むこうも気づいたらしく、手をあげて列車に入って来た。

「やあ、東京へ行くんですか？」

「ええ。和也さんは？」

「僕も東京です。東京で会議がありましてね」

　彼はそういってから、小林をみた。

　小林も彼をみている。

　千佳子は、二人を紹介せざるを得なかった。

「こちら小林さんとおっしゃるの。ほら、父や母が乗っている飛行機が落ちたとき、私と同じように生き残った人」

「小林です」

　小林が頭をさげた。

「こちらは、私の親類のもので木田和也さん」

「木田です」

　和也はそういうと、通路をへだてた隣りの席に座った。

　いつの間にか列車は動き出している。

　車しや掌しようが来て、小林は座席変更をたのんだが、和也の方は、もともとその席だったらしい。

〈おばあさまからきいて、私の乗車券と一緒に買ったんだわ〉

　と、千佳子は思った。

　千佳子の乗車券は、運転手に買いにやらせたものだった。

　いつもは、嫌いな和也だったが、この際は小林とずっと東京まで行くより助かったと、千佳子は心の中でほっとした。

　和也は、盛んに小林に話しかける。

　どうして二人が隣り同士に乗りあわせているのか興味があるのだろう。

　千佳子は、和也の口からりつに話されると困るので、はっきりといった。

「今日、小林さんは、私に会いに家に来られたそうなの。そしたら、私が出て行くのがみえたので、追いかけて来られたのよ。私、びっくりしてしまったわ」

「あ、そうなんですか。僕は二人は恋人同士で相談して一緒に東京へ行くのかと思ったんだけど」

　和也が笑いながらいう。

「あら、そんなんじゃないわ」

　と、千佳子がいうと彼はうなずいた。

「そうだろうね。今日は矢野さんの家に行くんでしょう？　それなのにおかしいと思ったよ」

　やっぱり、彼は、りつから色々きいているらしい。

「そうよ。矢野さんが東京駅まで迎えに来て下さるの。だから、二人とも東京駅に着いたら、私から離れてね。矢野さんにカンぐられると困るから」

　千佳子は、いい機会だと思ってぴしゃりといった。

　東京駅に着くと、矢野が窓ごしに千佳子をみつけて手をふり、中まで入って来て、荷物を持ってくれた。

　千佳子は、笑顔で喋しやべりながらも、和也と小林の視線が気になった。

　彼は、自分の車を持って来ていた。

　ベンツのスポーツタイプだった。テレビや自動車電話もついている。

　車はやがて、世田谷区の彼の家に着いた。

　門構えの大きな邸やしきだった。

　玄関のチャイムを押すと、母親らしい女性と、手伝いらしい女の子が迎えてくれた。

　二十畳ほどの洋室に通されると、改めて挨あい拶さつをした。

「善郎の母親でございます。今日はようこそ。まあ、きれいなお嬢さまね」

　母親はそういうと、彼女の夫を連れて来た。代議士だけあって、いかにも物慣れた大人という感じの男性で、愛想よく千佳子に挨拶した。

　ひっきりなしに、コーヒーやケーキ、果物などが運ばれて来る。

　やがて、座敷の方に通され、食事になった。千佳子の箸はしづかいや、仕し草ぐさをみて、母親が満足そうにいった。

「本当に京都のお嬢さまらしく雅みやびなこと。習いごとは何をしていらっしゃるの？」

「お茶とお花とピアノだけです。学生なので、あまり何も出来ません」

　千佳子は、謙虚にいった。

　そこへ電話がかかってきた。

　相手は外人らしく、母親が出て流りゆう暢ちようなフランス語で話している。

「すてきですね。フランス語お上じよう手ずですね」

　千佳子がいうと、矢野はうれしそうに笑った。

「母の父は外交官で、母もフランスにいましたから」

　和気藹あい々あいとした中で、食事が終った。




　　　　５




　夕方まで楽しく過ごして、千佳子は帰途についた。

　東京駅まで矢野が送ってくれた。

　二人っきりになると、彼は、両親も君が気に入ったしよかった、とうれしそうにいった。

「卒業したらどこかに就職するの？」

「いいえ。祖母が家にいて、色々習いごとするようにって」

「それはいいなあ。じゃあ、いつでも結婚出来るんだね？」

「でも、祖母が、一、二年は家にいるようにって」

「アハハ。おばあさんは、君を放したくないんだ。でも、僕が奪っちゃうからね」

　彼はそういうと、千佳子の手を握りしめた。

　もうすっかり恋人気分だった。

　ひかりが動き出すと、彼は、ホームを走って手を振ってくれた。

　幸せな気分だった。

　しかし、一人になってしばらくすると、急に不安がこみ上げてくる。

　小林と和也のことである。

　東京駅で矢野の迎えを受けたあと、二人は、連れだって帰ってしまったが、どこかで話をしたのではないだろうか？

　和也にとって、千佳子が、高岡家の娘でないということは、これ以上ないほどのビッグニュースである。

　千佳子が高岡家の娘でなければ、高岡家の財産はすべて彼のものになるし、傘さん下かの会社の社長にもなれる。

　それに、彼は、千佳子に異性としての興味を持っている。今は兄妹だということで、その気持を押さえているが、他人だということになれば、結婚を迫るに違いなかった。それは、目に見えている。

　そのためにも、彼は、千佳子が他人であることを公表しようとするのではないか。

〈でも、小林さんが喋るはずはないわ〉

　千佳子は、強しいてそう思い込もうとした。

　しかし、小林も、目の前で、千佳子が矢野と仲良く行ってしまったのをみているので、千佳子との結婚はダメだと判断して、和也と共同戦線をはるかもしれないのだ。

〈小林さんに、もう少しやさしくして、希望があるのだと思わせないと……。和也さんに喋られてしまえばおしまいだわ〉

　と、千佳子は思った。

　小林や和也の前で、矢野に有う頂ちよう天てんになっている自分をみせたのはまずかったと反省もした。

　家に帰ると、りつが居間で待っていて、首しゆ尾びをききたがった。

「矢野さんが東京駅まで迎えに来てくれて、ご両親にも気に入っていただいたみたい」

　りつは喜んで、料理は何が出たとか、むこうのお父様は、そのとき何とおっしゃったのとか、細かいことまでききたがった。

　一通り話しおわると、千佳子は、思い出したようにいった。

「それより、おばあさま、私の乗ったひかりに、名古屋から、和也さんが乗って来たんですよ。矢野さんに会いに行くんだそうですねって。おばあさまが話したんでしょう？　それでないと、知ってるわけないもの」

「あら、和也さんが一緒やったの。別に、私が行くように言うたわけやないのよ。でも千佳子さん、あなたも小林さんと一緒だったそうやないの。どうして、この大切なときに、あんな人と一緒に並んで列車に乗るの？　人がどう思うか……」

　すっかり情報が入っているようだった。

「小林さんは、うちに来て、私が出かけるのを見て追いかけて来たんですよ。私が一緒に行ったわけじゃありませんわ」

　千佳子はそういうと、自分の部屋にさっと引き揚げた。

　りつは、その千佳子をあきれたように見送った。

　翌日になって、小林から電話がかかってきた。

「千佳子さん、僕の友人に、新聞記者がいるんです。その人に、本当のことを話していいですか？」

　彼の声は低かったが凄すご味みがあった。

　そのとき、千佳子は、小林が死んでくれたら、いや、殺してやりたいと思った。
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　千佳子は、必死になって小林を説得した。

　今、彼が新聞記者に、千佳子の秘密を話せば、大変なことになる。

「小林さん、どうしてそんなに、私を困らせるようなことを言うの？　私を好きだといって下さったのに、あれは噓うそだったの？　千佳子悲しいわ」

　千佳子は、そういってグスンと鼻をすすった。

　小林は、あわてていった。

「いや、好きだから、つい、焦あせってそういうことまで言ってしまうんですよ。このまま、黙っていたら、千佳子さん、あなたは、矢野くんと結婚してしまうんじゃないかと心配になって」

「そんなことはないわ。おばあさまは、矢野さんを気に入って、結婚したらいいというようにいっているけど、私は、学生だし、結婚は、まだ考えられないと、この間会ったときも、矢野さんに言って来たんですもの」

「本当？」

　彼の声が明るくなった。

「本当ですわ。彼は、婚約だけでもしたいといってたけど、それを一生懸命断っているの」

「じゃあ、僕と結婚してくれるの？」

「正直いって、今は、まだ誰とも結婚したくないの。学生だし、結婚のことはまだ考えられないというのは、本当なんです。私は、大学を卒業したら、二、三年はお勤めして、ピアノや、好きな絵を習って、自由に独身の女の子らしい生活をしてみたいと思っていた。でも、おばあさまは、勤めることには反対だから、就職はしないつもりです。おばあさまには、家にいてお花やお茶やお料理を習いなさいって、つまり、花嫁修業をするようにといわれているの。私に両親がいたら、一人でマンション暮しをして、お勤めをしたり、好きなときに旅行したり出来るだろうにと思うこともあるわ。小林さんなら、そういう女の子の気持ってわかってくれるでしょう？　だから、急がないで、私を見守っていて下さらない？」

　千佳子は、甘えるようにいった。

「気持はわかるけど、不安なんだよ。いつ君の気持が変って矢野という人と結婚するかと思うと。もちろん、突然、そんなことをきいたら、僕は逆上して何をするかわからないけど」

「何をするというの？」

「矢野と結婚させないために、君の秘密を公表するかもしれない」

　小林は、強い口調でいった。

「やめて！　小林さん」

　千佳子は、悲鳴のような声をあげた。

「私、ここ一、二年は、誰とも結婚しないわ。その間、小林さんとつき合っていくと約束するわ。この間もいった通り、おばあさまは、軀からだが悪くて、もう長くは生きられないと思うの。もっと言えば、いつ発ほつ作さがおこって死んでもおかしくない状態なんです。だから、当分は、おばあさまに逆さからわないようにして、勤めもしないし、結婚もしないで、そばについていてあげたいの」

「それはわかるけど、僕に自信を持たしてくれないかな。おばあさんが亡くなったら、僕のものになってくれるって」

「どういうこと？　誓約書でも書くの？」

「いや、……つまり、僕のものになってくれないか。一回でもいいし」

「えっ」

「そうしたら、おとなしく、一年でも二年でも待つよ、おばあさんが亡くなるまで。それが条件だ。男としてこんな卑ひ怯きようなことを言いたくないんだけど、どうしても君を僕のものにしたいんだ。僕は、君の家の財産が目的なんじゃない。君自身が好きなんだ。だから、君が、高岡家の娘じゃない方がいいと思ってる。君が、平凡な家庭の娘で、僕と愛し合って結婚してくれたら、どんなによかったか。今の状態では、矢野くんの方が、誰がみても、僕より、君の結婚相手としてふさわしいと思うだろう。学歴も最高だし、家庭も、職業も一流だからね。だけど、彼は、君が高岡家の娘でなかったら、果はたして結婚したいと思うかどうか。その点、僕は違う。君が高岡家の娘ではないことがわかって、無む一いち文もんで家を出てくれた方がいいんだ。わかって欲しい。無理な願いだけど、僕と一晩過ごしてくれないか。出来たら、どこかへ旅行したいんだけど」

「そんなこと出来ないわ。おばあさまに内緒で、旅行するなんてとっても出来ないもの」

「友だちと一緒に行くことにしたらどう？　その友だちとは、別々の部屋で泊れば、夜は一緒にいられるでしょう？」

　彼は、熱っぽくいった。

「それは出来ないわ。たとえば、ゆかりが一緒に旅行することを承知してくれても、同じ部屋に泊ろうというにきまってるわ」

「じゃあ、彼女の好きな男性と三人で行くことにしたらどう？　そうすれば、君が一人で泊っても、彼女は感謝するよ」

「考えておくわ」

　千佳子は、そういって話を打ち切った。




　　　　２




　その夜、千佳子は、悩んで一いつ睡すいも出来なかった。

　小林を拒否して、高岡家の娘ではないことを公表されるか、小林に軀を許すかの二つに一つを選ばなければならなくなったからである。

　なんとか彼に調子をあわせて、祖母が死ぬまでもたせたいと思っていたのに、せっぱつまって来た。

　彼が、千佳子と結婚することによって得るメリットを計算しているのなら、まだ、話し合いの余地はある。

　祖母が死んで遺産を相続しないとどうにもならないからと説得することも出来るし、単にお金が目的なら、自分名義の定期を秘ひそかに解約して、一部でも渡すことは出来る。

　しかし、彼は千佳子の軀が目的なのだ。

　千佳子は、まだ、男性経験が一度もなかった。きびしい祖母に育てられたこともあったが、今までに、軀を許してもいいという男性があらわれなかったからでもある。

　男性経験があれば、一度くらいと、目をつぶって応じることも出来るが、潔けつ癖ぺきな千佳子には、どうしても出来ない。

〈初体験を、愛のない男と過ごすなんて出来ない〉

　それに、一度許せば、一、二年おとなしくしているというのも信じられない。

　たとえ、そうだとしても、祖母が死んだら、軀を許したことをたてにとって、結婚を迫ってくるだろう。

　一、二年時間をかせいで、そのうちに矢野との愛が深まれば、高岡家の娘でないことがわかっても、矢野は、結婚してくれるかもしれない。

　しかし、小林に、軀を許したことがわかれば、矢野は絶対結婚してくれないだろう。

　この悩みを誰かに相談したかった。

　普通の家庭なら、両親とか姉妹に相談できるのだろうが、千佳子は、一人ぼっちだった。一番知られて困るのは祖母のりつで、もちろん、木田和也にも知られたくない。

　ゆかりたちにも言えないのは、当然だった。

　恋愛の悩みとか、家庭の不和ということなら、友だちに打ちあけることも出来るが、高岡家の娘でないということは、話せない。

　千佳子は、家を出て姿を隠すことを考えた。しかし、そうすれば、大さわぎになり、新聞にも出るだろうし、小林が真相を喋しやべってしまうに違いなかった。

　連絡は携帯電話で、それも一週に一回か二回にして欲しいといっているのに、彼は、家にも電話をかけてくるようになり、手紙も送ってくるようになった。

　高岡家のものに、自分の存在をアピールしたいのかもしれないが、千佳子は、気が気ではなかった。

　結局、千佳子は、一泊旅行に行くことを承知させられてしまった。

「その代り、卒業までは、卒論を書いたり、試験があったりで忙しいので、静かに過ごさせてね」

　彼は、やっと承知した。

　その間も、東京の矢野からは、毎日のように電話が入ってきた。

　彼にも、卒論とか試験で忙しいからといって会うのは待ってもらっているが、毎日話すうちに、ますます彼を好きになっていく。

　彼は、話題が豊富で、話していると楽しく、それにデリケートなところがあり、センスがあった。

〈ああ、矢野さんと会いたい。小林さんに気をつかわずにデート出来たらどんなにいいだろう〉

　と、千佳子は、いつも、彼の電話のあと、ため息をついた。

　小林との約束を守るためには、旅行についての根まわしをする必要があった。

　まず、ゆかりに、卒業式がすんだら、どこかへ旅行しようといってみた。

　彼女は、すぐに賛成した。

「行くのだったら、みんなを誘わない？　この間、千佳子が越前旅行から帰ったあと、卒業式がすんだら、みんなで旅行しようと盛り上ったのよ。みんなでいく卒業旅行だといえば、千佳子の家だって許してくれるでしょう？」

「ええ。でも、どこがいいかしら？　あまり遠いところだと、おばあさまが心配すると思うわ。それに、男の人たちも賛成するかしら？」

「あら、みんなきっと来るわ。早速、連絡しましょう。矢野さんには、千佳子からいってね。毎日電話してるんでしょう？」

　ゆかりは、ひやかすようにいった。
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　結局、今回は加賀温泉郷の片かた山やま津づ温泉へ行くことになった。

　前回、第一日目は芦あ原わら温泉へ行き、千佳子が帰ったあとの二日目は福井のホテルに泊ったということだったが、越前海岸がとても楽しかったので、今回も、そちら方面にしようということになったのだった。

　美子とか、三浦などからは、白浜がいいとか、北海道はどうかという話もあったが、冬の北海道は寒いし、白浜は、矢野と隅田が、去年も行ったところだというので、千佳子が希望した片山津にきまったのだった。

　片山津を千佳子が選んだのは、小林が片山津がいいといったからである。

　小林の亡なくなった両親は、片山津に新婚旅行に行ったので、二人の最初の夜になる場所は、片山津にしたいというのである。

　千佳子は、今回の旅行で、小林を殺そうと決心していた。

〈彼が生きている限り、私は幸せにはなれない〉

　千佳子は、小林の希望する場所に旅行するかわりに、二人が会うことは、誰にも内緒にして欲しいとたのんだ。

　小林とは同じ宿に泊り、十時に部屋にたずねて行くことを約束した。

「夕食が六時からで、八時くらいまではかかるし、そのあと、ホテルのラウンジで飲んだり、カラオケをするという予定なので、十時より早くは無理なの。だから、小林さんは、ホテルに入ったら、自分の部屋で食事をして、部屋から出ないで欲しいわ。友だちって、みんな敏感だから、あなたとのことが知れたらすぐに、おばあさまにいいつけて、あなたとは二度と会えなくなってしまうわ。電話も取り次がせないし、手紙も渡さないように言いつけると思うの。携帯電話も取り上げられてしまうでしょうし……」

「わかったよ。僕は、君が僕のものになってくれさえすればいいんだから、極ごく秘ひにするよ」

「もし行けたら、八時頃にでも、部屋に戻るフリをしてお部屋へ行くわ。でも、そのときは、ほんのちょっとだけよ」

　千佳子は、彼に約束した。

　彼女の計画は、広間での宴会が終って、一いつ旦たん、部屋にかえるとき、そっと小林の部屋に行って、一緒にビールを飲み、隙すきをみて、その中に睡眠薬を入れて眠らせ、首を絞めて殺すというものだった。

　青酸カリか何かの毒物を手に入れられればいいのだが、若い千佳子にとってそれは不可能だった。

〈小林さんの部屋へ入ったり出たりするところさえ見られなければ、いくら同じ宿に泊っていたとしても、知らないといい抜けることが出来るわ〉

　と、千佳子は考えた。

　彼を殺したあと、何くわぬ顔で友人たちと合流し、夜を過ごす。

　多分、死体が発見されるのは、その翌日の朝になるだろう。

　その頃には、千佳子たちは、ホテルを発たち、敦つる賀がへ行くことになっている。

　小林が死んだら、きっと、両親を飛行機事故で亡くした孤児だということで、話題になるだろう。

　千佳子も、同じ体験をしたということで、コメントを求められるかもしれない。

〈そのときは、悪びれずに話をしよう。越前海岸で会ったことも、正直に話した方がいいかもしれない〉

　決心をすると、案外に自分が冷静なのがうれしかった。

　祖母は、旅行のことを言うと、快こころよく許してくれた。

「矢野さんも一緒なのね？　それはよかったわ。むこうへ着いたら、電話してね」

　りつはそういって、充分すぎるお小遣いを渡してくれた。

　いよいよ、旅行の前日になった。

　千佳子は、数日前から、準備に力をかたむけた。

　列車に乗っている間の服、ホテルへ着いてから着がえる華はなやかな服。小林のところへこっそり行くときには、地味で目立たないコートをひっかけることにし、髪もショートカットのかつらを使うことにした。指紋を消すために、レースの手袋とハンカチを何枚か用意した。

　睡眠薬も、忘れずに持つことにした。

　祖母のりつが不眠症で、長年、医師から調合された睡眠薬を飲んでいるので、これは簡単に手に入る。

　旅行かばんの中を点検していると、和也がやって来た。

「片山津温泉に旅行するんだってね」

「ええ」

「矢野くんも一緒なんだって？」

「ええ」

　早く行ってくれないかと、千佳子は、短く答えた。

「小林くんは、この旅行のこと知ってるの？」

　和也は、にやにやしながらきいた。

「和也さんが言ったのなら知ってるでしょうね」

　千佳子は、皮肉をいった。

「僕は話してないよ。しかし、彼は、君にご執しゆう心しんだから気をつけた方がいいよ」

　千佳子は、黙っていた。

「実はこの間、小林くんの家へ遊びに行って来たんだよ」

「えっ、小林さんのところに？」

「前に東京へ行ったとき、君が矢野くんと行ってしまったあと、残された僕たちは、気が合って、一緒に新宿で飲んだんだ」

「………」

「彼は、両親の写真や、君が赤ん坊のときの写真を見せてくれたよ。彼は、千佳子さん、君のことがよほど好きらしいね。越前岬で会ったときにとったという写真を、写真立てに入れて机の上に飾っていたよ」

〈小林さんは、どこまで和也さんに話したのかしら？〉

　千佳子は、不安になった。
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　旅行の当日になった。

　千佳子、美子、ゆかりの三人は、男性三人と、京都駅で待ち合わせた。

　加津は、四月から勤める会社の新人招集があるというので、それに出席してから行くといい、矢野も、まぎわになって、父親の代議士の後援会長夫人が亡くなったので、葬儀に出てから行くということになった。

　行きが矢野と一緒でないということで、千佳子はちょっとがっかりしたが、どうせむこうで会えるのだし、小林のことがあるので、かえってよかったと思うことにした。

　十二時九分、京都駅から、北陸本線の雷鳥23号に乗り、六人は、片山津にむかった。

　片山津に近い加賀温泉駅には、十三時五十八分に着く。

　小林は、夜の食事に間に合うように、遅い列車で来ることになっている。

　列車の中では、自然にペアになって座った。

　ゆかりと三浦、美子と名村、千佳子は、消去法で隅田と並ぶことになった。

　隅田は、大よろこびで、色々と話しかけてくる。

　新聞記者だけあって、話題も豊富だった。

　千佳子は、つとめてにこやかに彼と話し、他の四人にも楽しそうにジュースを配ったりしたが、心の中は、小林を殺すことで一杯だった。

　小林も最近は携帯電話を持っていて、千佳子の方から、部屋番号をきくことになっている。

　今回は、男女とも一人ずつの部屋をとっている。

　ホテルや乗車券の手配をしたのは、ゆかりである。

「ああいう温泉のホテルというのは、シングルの部屋はいやがるのよ。だから、一応、二人部屋を一人で使うということにしたわ。ダブルとかツインの部屋をシングル・ユースするわけね。食事は、みんな一緒にしましょう。でも、困ったのは加津のことよ。千佳子は、矢野さん、美子は、名村さんとカップルになりたいと思っているけど、加津は、矢野さんか名村さんがいいというの。私は、三浦さんか隅田さんがいいから関係ないんだけど」

「仕方がないんじゃないの、なりゆきに任せないと」

　千佳子がいうと、ゆかりは、そうよねと苦笑した。

　加津から「遅れてくる」と連絡が入ったとき、ゆかりは、すぐに、千佳子に電話してきた。

「彼女、本当に来るかしら？　私、結局、来ないんじゃないかと心配してるの。来ないのだったら、部屋をキャンセルしないといけないし」

「来るといってるのなら、部屋をとっとかないといけないわよね。もし、来なかったら、彼女が費用を払えばいいのだし」

「そうね」

「矢野さんは、絶対来ると思うわ。私にも連絡してきたけど、残念でたまらないという感じだったもの」

　ゆかりは、笑いながらいった。

　加賀温泉駅に着くと、みんなは、一旦、ホテルにチェック・インして、それぞれ自分の部屋に入った。

　ホテルのレストランで、昼食をすませたあと、観光に出かけることになっている。

　夕方、矢野や加津が来て、ホテルで、夕食をする予定だった。

　ホテルといっても、部屋は和風で、入口には普通の家の玄関のように、三た和た土きがついている。

　やはり、洋風でベッドという部屋よりは落ち着く。

　チェック・インするとき、本館とか別館とかいっていたので、このホテルには別館もあるのだろう。

〈小林さんが、別館の部屋になったら、そこまで往復するときに見られないだろうか？〉

　千佳子は、心配だった。

　小林には、自分たちは、二人部屋を一人で使うことにして、大体、このくらいの値段の部屋だといってある。小林も、それを参考にして同じくらいの部屋をとるといっていたのだが。

　食事をすませると、タクシーに分乗して、安あ宅たかの関に行くことになった。

　タクシーは二台で、三人ずつ乗ることになった。ゆかりや美子は、三台にして二人ずつペアで乗りたかったようだが、千佳子が、隅田とずっと一緒なのは気が重いともらしたので、わかってくれたのだった。

　結局、ゆかり、千佳子、三浦が一台にのり、もう一台には、隅田、美子、名村が乗ることになった。

「加津が一緒でなくてよかったわね。彼女が来てたら、また、色々泣きごとを言われるところよ」

　ゆかりは、そういって笑った。
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　安宅の関というのは、能や歌か舞ぶ伎きの勧かん進じん帳ちようで有名である。

　兄の源みなもとの頼より朝ともに追われて、奥おう州しゆうへ落ちていく途中の義よし経つねや弁べん慶けいたち十二人は、山やま伏ぶし姿に変装して安宅の関を越えようとした。

　安宅の関の関せき守もりは、富と樫がしで、彼は、山伏たちをあやしいと思い、きびしく追及する。

　弁慶は、白紙の勧進帳を必死で読みあげる。勧進帳というのは、寺院建こん立りゆうなどの目的で寄付金を集めるために、その趣旨を書いたノートである。義経が疑われると、主君である義経を叩たたきのめしてまで必死でかばう。

　その忠義の心に感じた富樫は、内心では、義経一行だと確信しながらも、一行を通すというものである。

　国文学を専攻している千佳子たちは、安宅の関のドラマに、ロマンと感動を覚え、是非行ってみたいといっていたのだ。

　車で安宅の関に近づくと、海側は松林が続く公園になっていた。

　近くに小松空港があり、時とき折おり、離着陸する飛行機がみえる。

　梯かけはし川の手前を左折して海の方にむかい、安宅住すみ吉よし神社の脇を過ぎると、安宅の関に着いた。

　日本海を望む海岸砂丘の松林に、富樫と弁慶の銅像が立っていた。台座には、「智、仁、勇」の文字があった。

　その中の「勇」の字だけが、千佳子の眼に入った。

〈そうだわ、勇気を出さなければ！〉

　関所館や与よ謝さ野の晶あき子こ歌碑、弁慶衣かけの松をみて歩き、写真を何枚も写した。

　安宅レストハウスで、みんなが買物をしている間も、千佳子は、矢野のことや、小林のことを考えていて、心はうつろだった。

　帰り道では、篠しの原はら古戦場や、首くび洗あらい池いけなどをみて、やっと一行は、片山津温泉に戻った。

　ホテルに着くと、ロビーに、矢野と加津が待っていた。

「あら、加津、来てくれたのね。よかったわ」

　千佳子がいうと、加津は、微笑を浮かべていった。

「京都から矢野さんと同じ列車に乗って来たの。楽しかったわ」

　千佳子は、矢野をみた。

　彼は、困ったような顔をして、

「偶然一緒だったんですよ」

　と、いった。

　千佳子は、加津が、矢野と名村が好きだといったことを思い出した。

〈加津は、矢野さんと一緒に列車に乗りたいために遅れて来たのではないかしら？〉

　と、ふと思った。

　その気配を察したのか、ゆかりが矢野にいった。

「私たち、安宅の関に行って来たんですよ。矢野さんも一緒だったらよかったのにと、千佳子がいってましたわ」

「あら、そんなこと……」

　千佳子は、そこまでいうと、さっさと、自分の部屋へむかった。

　あと三十分すると、夕食を別の部屋で食べることになっている。

　その前に、小林の部屋を確かめておく必要があった。

　自分の部屋に入って、手ばやくシャワーを浴びると、化粧をし、服を着がえた。

　矢野と一緒なので、出来るだけ可か憐れんで華やかに見える服を選んできたつもりだった。

　用意が出来ると、小林の携帯電話にかけた。

　すぐに、彼が出た。

「あ、千佳子さん？　部屋の番号は？　僕は、３０１の安宅という部屋だけど」

　千佳子は、自分の部屋を言ったあと、今、安宅の関へ行って帰って来たところだといった。

「えっ、それは偶然だな。きっと、君と僕は縁があるんだよ、僕の部屋が安宅だから」

　小林は、延えん々えんと喋しやべろうとする。

「あの、これから食事に行かないといけないので電話切ります。八時頃行けたら行きます。ダメだったら十時頃。じゃあね」

　千佳子は、そういうと一方的に電話を切った。ついでに、自分の携帯電話の電源も切った。

　食事の最中に、小林が電話をかけてきたりしたら困るからだった。

　部屋の電話を使わないのも、通話記録から、小林との関係が知れるとまずいからだった。

　ところが、電話を切ってふりむくと、そこに、矢野が立っていた。

「君に会いたくて入って来たんだ。電話かけてると知らなくてごめん」

「おばあさまにかけてたの」

　千佳子はそういうと、彼の胸に倒れ込んだ。
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　二人はキスをしたあと、食事をする大広間に行った。

　彼は、千佳子が祖母に電話をかけたといったのを信じたのか、そのことについては何も言わなかった。

　でも、自分が小林に電話で話したことを思い出して、千佳子は、はっとした。

「……八時頃行けたら行きます。ダメだったら十時頃。じゃあね」

　京都の祖母になら、八時にも十時にも行ける筈はずがない。それに、「じゃあね」などという言葉遣いはしない。

　千佳子は、次々と卓に並べられるカニも鯛たいも、エビも目に入らなかった。

　ゆかりや美子に適当に相あい槌づちを打ち、料理をほめたりしながらも、矢野に小林のことを気づかれたのではないかと心配だった。

　卓に料理が並び、食事がはじまった。

　若者ばかりなので、話がはずみ、酒やビールがすすみ、料理がどんどん片付けられていった。

　すると、途中で、食事の世話をしていた仲なか居いが、電話がかかってますと、コードレス電話の受話器を千佳子に渡した。千佳子は、小林からかとどきっとした。

　しかし、それは、祖母のりつからだった。

「無事に着いたのね？　さっきから携帯電話にかけたのに出ないものやから」

「あ、おばあさま、ごめんなさい。携帯電話の電源を切ってしまっていたの。八時に電話するからいいと思って。今？　食事の最中よ。ゆかりも、美子も加津もいるわ。ちょっと待ってね」

　今度こそ本当に祖母のりつからかかってきたのだと矢野に信用させるために、千佳子は、受話器をゆかりに渡した。

「はい、ゆかりです。お軀からだいかがですか？　はい、美子にまわします」

　次に美子が出て、加津にかわった。

　そして、もう一度千佳子に戻ってきた。

「八時頃、食事がおわったらかけるわ」

　しかし、りつは、少し気分が悪いから、今夜はもういいといって電話を切った。

「千佳子大変ね。着いてから電話しなかったの？」

　ゆかりがきいた。

「したのよ。でも、そのあとむこうから携帯電話にかけたら出なかったって。電源切ってたから」

　千佳子はそういって、矢野の方をちらっとみた。

　矢野は黙って、カニを食べている。

　食事がすむと、ラウンジへ飲みに行くことになった。その少し前、千佳子は、わざとスカートにお茶をこぼした。

「あら大変」

　みんながさわいだ。千佳子は、着がえてくるといって席を立った。

　そして、自室に戻り、いそいで地味な服を着て、かつらをつけ、眼鏡めがねをかけた。

　そして、携帯電話の電源を入れてから小林の部屋へ行った。

　幸い、誰にもみられなかった。

　小林は、待っていたように、千佳子の手をとって引き寄せ、キスをした。

「待って、みんなラウンジで待ってるの。ビールを一杯だけ飲んでいくわ。乾杯だけして、あとは十時頃もどってくるわ」

　小林は、素直にビールを二つのコップに注ぎ、乾杯をした。

「本当に来てくれたんだね」

　彼は、感激したようにいった。

「約束は守るわ。それより、何かおつまみないのかしら？」

　彼のコップに睡眠薬を入れるため、千佳子は、彼の注意をそらしたかった。

「ああ、あるよ。食事のとき、とっておいたんだ」

　彼は、冷蔵庫の方へ行った。

　その隙すきに、千佳子は、バッグから薬やく包ほう紙しを出して、彼のコップに睡眠薬を入れた。

　彼は、皿に入ったカニを持って来た。

「おいしそうね。私、みんなと一緒だったから、あまり食べてないの。さあ、もう一杯だけ飲みましょう。それから行ってくるわ」

　千佳子は、半分になっている小林のコップにビールを注いだ。小林がそれを一気に飲んだ。

　そのとき、千佳子の携帯電話が鳴った。

　出てみると、加津だった。

「千佳子、早くいらっしゃいよ。迎えに行ってあげようか？」

「いいわ、すぐ行くから」

　千佳子は、仕方なく、立ち上った。

「行ってくるわ。探しに来ると大変だから」

　千佳子は、そういうと、小林の手をとってキスをしてから廊下に出た。

　急いで自室に戻り、服を着がえ終ったときに、ノックの音がした。

　あわてて服を押入れにかくし、戸をあけると、ゆかりと美子が立っていた。

「ごめんなさーい。どれを着ようかと迷って。さあ、行きましょう」

　千佳子は、そういうと、二人を押し出すようにして廊下へ出た。
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　ラウンジでは、カクテルやワインを飲み、隣室でカラオケ大会になった。

　矢野と千佳子は、デュエットして、最高に幸せだった。

　しかし、千佳子は、小林のことが気がかりだった。

　予定が狂ってしまったからだった。

　計画では、八時前後に、食事がすんだあと、秘かに小林のところへ行って睡眠薬入りのビールを飲ませ、眠らせて殺すはずだった。

　しかし、睡眠薬を飲ませるだけが精一杯で、時間がなかった。

〈彼は眠っているかしら？　もし起きていたら、もう一度睡眠薬を飲ませることは無理だわ〉

　彼を怒らせるのは怖こわかった。

　やっと、カラオケ大会が終ったのは十時を過ぎていた。

　矢野が部屋まで送って来てささやいた。

「君の部屋で、ビールを一杯だけ飲ませてくれないかな」

　小林のことがなかったら、一杯だけでなく、二杯でも三杯でも、一緒にビールを飲みたかった。

　そして、久しぶりに会ったのだから、ゆっくり過ごしたかった。

　しかし、小林のことがあると思うと、承知するわけにはいかない。

「おばあさまに電話してから、しばらくしたら、そちらの部屋へ伺うかがうわ。ここだときっと、加津たちがやきもちをやいて見に来ると思うの。だから、自分の部屋で待ってて」

「えっ、本当に来てくれるの？」

「ええ。矢野さんの部屋なら、遠慮して来ないと思うけど、私の部屋には、平気で友だちが出入りするから、しばらくはダメよ」

「おばあさんは、気分が悪いから電話をかけないでいいといってたんじゃないの？」

　矢野はちょっと不思議そうにいった。

「素直にそうかと思ってかけないと、機嫌が悪くなるの。京都式なのよ。電話はいらないといわれたけど、気分が悪いときいたから心配でかけたといわないとダメなの。本当は、待ってるのよ。かけなかったら、むこうからかけてくるから、先にかけたいの」

「わかった。じゃあ、待ってるよ。どのくらいで来れる？」

「さあ、三十分くらいかしら？　ゆかりは三浦さんが好きみたいだし、美子は、名村さんと意気投合したみたいだから、やって来ないと思うのだけど、問題は加津なの。加津が隅田さんとペアになってくれればうまくいくのだけど、加津は、矢野さんか名村さんがいいというのよ。だから困ってるの。今日もきっとここへ来るか電話をかけてくるんじゃないかしら？」

「じゃあ、とにかく、自分の部屋に帰ってるよ。待ってるからね」

　矢野は、握手をすると出て行った。

　千佳子は、ため息をついて腕時計をみた。

　もう十時半になっている。

　最悪の場合は、小林を殺せずに、軀を許さないといけないかもしれなかった。

　千佳子は、服を着がえ、かつらと眼鏡をつけて廊下へ出た。

　コートを着て、ポケットにロープと睡眠薬をしのばせた。

　幸い、誰にも見られずに小林の部屋へ行くことが出来た。

　千佳子は、小さくノックした。

　でも、彼はあけてくれない。

　まずいことになったと、千佳子は蒼あおざめた。

　小林が睡眠薬でぐっすり寝込んでいるとしたら、鍵かぎがないから中へ入れない。

　何度かノックをしたあと、念のため、戸に手をかけると、戸があいた。

　千佳子は、そっと中にすべり込んだ。

　電灯は消えて、ふとんの枕元のスタンドがついている。

「小林さん」

　小声で呼んでみたが、答えはない。

〈眠ってるわ。よかった〉

　千佳子は、そばへ行ってポケットの中のロープを握りしめた。

　顔をのぞき込んで、はっとした。

　彼の首には、手て拭ぬぐいが巻きついている。

　そして、彼は、口をあけ、眼をあけたまま、虚こ空くうをにらんでいた。

〈まさか……死んでいるのでは〉

　千佳子は、手拭いの下をみた。

　スタンドの光の中でも、蒼ぐろい索さく溝こうがみえた。

〈死んでいる！　誰かが先に首を絞めたのだわ〉

　千佳子は、金かな縛しばりになったようで動けなかった。やっと立ち上って、

〈１１０番しないと……〉

　と思った。しかしすぐに、１１０番などしては、大変なことになると気がついた。

　睡眠薬をのませたのは自分だし、その睡眠薬と手にはロープまで持っている。それに、なぜ、この部屋に来たのかと、きびしく追及されるだろう。

〈早く、ここから逃げ出さないと……〉

　千佳子は、うしろにすさった。
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　今にも、小林が立ち上っておおいかぶさって来そうだった。

　やっとの思いで入口までくると、戸を細目にあけて廊下をみた。

　幸い誰もいない。

　廊下へ出ると、千佳子は、必死で自分の部屋に舞い戻った。

　自分の部屋に入ると、かたく鍵をかけた。息が乱れている。

〈小林さんが殺された！　一体、誰が殺したのか〉

　自分以外に、彼を殺す動機のあるものはいないと思われた。

　しばらくすると、今度は、小林は死んでないのではないかという気がしてきた。

〈彼が、私の殺意を知って、殺された真ま似ねをしたのかもしれない〉

　不安で軀からだがふるえる。

　しかし、もう一度見に行くわけにもいかない。

　そのとき、電話のベルが鳴った。

　千佳子は、飛び上りそうになった。心臓がとび出しそうにどきどきした。

〈小林さんからだわ〉

　千佳子は、大きく息を吸い込んでから、自分をはげましながら受話器をとった。

「もしもし」

「あ、千佳子、私、ゆかりよ。矢野さんもそこにいらっしゃるの？」

　彼女は、いつもと違って丁てい寧ねいな言葉遣いできいた。

「いいえ。どうしたの？」

「加津が矢野さんに電話したら、出ないから、千佳子のところだといってすねてるのよ。本当に、矢野さん一緒じゃないの？」

「私のところじゃないわ。じゃあ、今、来てみてよ。加津に誤解されるの辛つらいから」

「わかったわ。今、出て行ったから、追いかけてつれて行くわ」

　電話を切って、千佳子は、よかったと思った。小林のところへ行ったことが、このアリバイでわからなくなると思ったからだった。

　すぐにノックの音がして、ゆかりと加津と三浦がやって来た。

　加津は、素早く部屋の中を見まわした。

「ほら、加津、矢野さんはいないでしょう？」

　ゆかりがいい、加津は、やっと顔をなごませた。

「仕方がないわ。ここで飲みましょう。矢野さんも呼んで、ね？　加津、それでいいでしょう？　千佳子もいいわね」

　ゆかりは、そういって、千佳子に、矢野に電話をかけるようにいった。

　千佳子も、内心ほっとしていた。

　このまま、三人がここにいて、矢野のところへ行けなかったら、矢野がどう思うかと心配だったからだ。

　電話をかけて、三人が来て飲むことになったのでここへ来て欲しいというと、矢野は承知した。

　事情を察したのだろう。

　やがて、矢野が来て、隅田も呼ぼうといった。

「名村さんと美子は、二人で部屋にこもっているから放っておきましょう」

　ゆかりが、隅田に電話をかけたが、隅田は出なかった。

「一人でつまらないから、外へでも飲みに行ったんだよ」

　三浦がいい、千佳子たち五人は、冷蔵庫からビールを出し、ルームサービスでオードブルをとって、一時間ほど飲んで別れた。

　千佳子は、加津の気持を考えて、矢野とあまり喋しやべらないように気をつけたので、加津の機嫌もなおり、みんなは盛り上った。

　みんなが部屋を出て行ったあと、千佳子は、ぐったりと疲れ、そのまま、ふとんの上にねころがった。

　みんなとさわいでいた間はまぎれていたが、一人になると、小林のことが気になってきた。

〈本当に、小林さんは殺されたのかしら？〉

〈殺されたのだとしたら、一体誰が殺したのか？〉

　いくら考えてもわからなかった。

　とうとう一睡もせずに夜を過ごした。

　朝になって、矢野から電話がかかってきた。

「おはよう。昨日は、君とゆっくり過ごせると思ったのにがっかりだったね」

　彼は、本当に残念そうにいった。

　千佳子は、決して自分がみんなを呼んだのではないことをわかってもらおうと事情を話した。

「加津さんが……。困ったね。でも、僕は千佳子さん、君が好きだからね」

　彼は、熱っぽくいった。
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　食事は、ホテルの和食堂ですることになっていた。

　みんなが集まると、テーブルに着き、食事がはじまった。味み噌そ汁しるやたき合わせ、海の苔りと玉子以外に、干物や湯豆腐も出て、なかなかいい朝食だった。

「おい隅田、昨日はどこへ行ったんだ？」

　三浦がきいた。

「えっ、いつ？」

「夜、ラウンジから出たあと、急に、千佳子さんの部屋で飲むことになったんだよ。君にも電話したけど出なかっただろう？」

「ああ、ちょっと街までね。何かおもしろいところはないかと思って。でも、大したところはなかったよ」

「あら、千佳子の部屋に集まったの？　私には知らせてくれなかったわ」

　美子がいうと、名村もそうだというようにうなずいた。

「何いってるの。遠慮したのよ。美子の部屋には、名村さんがいっていて熱々だったでしょ」

　ゆかりがいうと、美子は顔をあかくした。

　名村もうつむいた。

「あっ、あやしいっ」

　加津が珍しくはしゃいだ。

　食事がすむと、それぞれの部屋に戻り、出かける準備をした。

　ロビーに集まって、タクシーが来たが、美子とゆかりが、ロビーにある土産みやげ物もの屋からなかなか戻って来ない。

「女の人は買物が好きだなあ」

　三浦がいって呼びに行き、タクシーに乗り込んでいるところへ、パトカーが乗りつけて来た。

　刑事たちがあわただしく駈かけ込んでいく。

　ホテルの係員が、千佳子たちのところへやって来て、事故があったので、出発を少しのばして欲しいといってきた。

「どうしたのかな？」

　矢野がいうと、隅田があっという間にとび出していった。

「あいつ新聞記者だからなあ」

　三浦が苦笑していると、みんなは、ロビーの一いち隅ぐうで待つようにと、仲なか居いさんが呼びに来た。

〈小林さんの遺体がみつかったんだわ。どうしよう。あと一足早ければ外へ出られたのに〉

　千佳子は、胸がどきどきした。

　やがて、隅田が戻って来た。

「旅行客の一人が死んだらしいよ」

「えっ、ひょっとして屋上からの飛び下り？」

　三浦が、手をさげて下へおちる恰かつ好こうをした。

「いや、毒死らしい。京都の人で安宅の間に泊っていた小林三郎という人らしいけど」

「小林？」

　矢野がちらっと千佳子の方をみた。

　ゆかりも、千佳子をみてからいった。

「まさか、越前岬で会った人じゃないでしょうね。小林という名は多いけど」

　そこへ、石川県警の南という刑事が来て、足どめした詫わびを言い、事故が起こったので、少しだけ話をききたい、といった。

　みんなは、ぞろぞろと連れ立って、刑事二人と一緒に、広い和室に入った。

「実は、宿泊客の小林三郎さんという人が、部屋で亡くなっているという通報がありました。急病かなと思ったんですが、殺人事件ではないかと思われるフシがありますので、昨日の宿泊客の方、全員に事情をきくことになったんです。小林さんというのは、京都の方ですので、同じ京都に居住していらっしゃる女性の方々に、ひょっとして、知った方かどうかおききしたいと思いまして」

　千佳子は、ここまできたら隠さない方がいいと判断した。

「あの、私、小林さんという人知ってますけど、その方でしょうか？」

「えっ、知ってる？」

　あてにしないできいた刑事の方が驚いたように、千佳子の顔をみた。

　千佳子は、前にこの同じメンバーで、芦原温泉へ行ったとき、声をかけられ、自分の両親と同じ飛行機にのっていて、事故で両親を失った人だとわかったといった。

「ああ、そういえば、そういう飛行機事故がありましたなあ。それでどうしたんですか？」

　南は、急に興味を持ったらしく、目を輝かせた。

「そのあと、当時の写真をもって、私の家へ来たり、電話をかけてこられました。今回、ここに来ていらっしゃるとは知りませんでしたわ。その人でしょうか？」

　すると南は、死体を確認して欲しいといった。

「あの、ゆかりと矢野さんにもついていってもらっていいですか？　二人とも小林さんを知ってますから。私一人では怖こわいわ」

　千佳子がいうと、南は、うなずいた。
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　小林は、やっぱり死んでいた。

　首に宿の日本手て拭ぬぐいが巻きついている。

「小林さんですわ。確かにこの人です」

　千佳子は、ふり返って矢野とゆかりに同意を求めた。

「どうしてここに泊っていたんでしょうか？　偶然とは思えませんわ」

　わざと千佳子は、首をかしげた。

「あなたは、ここへ旅行することを、この人に言いましたか？」

　南がきく。

「そういえば、今日会ってくれないかといわれたんですけど、その日はみんなで旅行するといったように思います。すると、小林さんは、片山津は、両親が新婚旅行に行ったところなのでなつかしいとおっしゃってました」

　千佳子は、あやしまれないように気をつけていった。

「小林という人は、あなたが好きだったんじゃないですか？」

　南は、矢野とゆかりの反応をみながらいった。

「そうかもしれません。でも、私は、知らなかった両親の話がきけるのがうれしくて会っていただけですけど」

　千佳子は、淡たん々たんといった。

「むこうへ行って、あなた方の、昨日の行動を話してくれませんか？」

　南はそういうと、三人を連れて部屋を出た。

　もとの場所へ戻ると、待っていた五人もまじえて、昨夜の行動を話した。

　ゆかりと矢野が主おもに話し、十二時近くまでみんな一緒だったといった。

　一通りきき終ると、南は、また、何かあったらご協力願いますといって、みんなを解放してくれた。

　タクシーのワゴン車に乗って、千佳子たちはホテルをあとにした。

「驚いたなあ。あの人が殺されたなんて」

　隅田がいう。

「殺されたみたいだけど、誰が殺したのかしら？」

　ゆかりが、千佳子をみながらいった。

「まさか、私だと思ってるんじゃないでしょうね」

　千佳子が、わざと冗談めかしていうと、みんな笑った。

「あの男は、うるさく千佳子さんにつきまとっていたようだからね。僕は、ほっとしたというのが実感だよ」

　矢野がいった。

　その日は、敦つる賀がに行き、昼食をたべて、市場で海産物の土産物を買い、敦賀からは、列車で京都に帰って来た。

「一泊で残念だよね。次には、せめて二泊にしようよ」

　京都駅で三浦がいった。

　男たちは、そのまま新幹線で、東京に帰り、千佳子は、自宅にタクシーをとばした。

　家に帰ると、お手伝いのシマがとんで出て来た。

「あの、大奥様が……」

「おばあさまがどうしたの？」

「また、悪くなられて、今、病院にかつぎ込まれたのです。私たち、昨日と今日と、お休みをいただいていたので、その間に無理をなさったのかもしれません。すみません」

「病院はどこ？」

「前と同じところです」

「じゃあ、これから行くわ。運転手さんに、車を出すようにいって」

　千佳子は、旅行バッグをおくと、そのまま、車にとび乗った。
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　千佳子が病院に駈かけつけて受付できくと、祖母のりつは、集中治療室にいることがわかった。

〈まだ集中治療室というと、相当悪いのかしら？〉

　千佳子は、不安で胸がどきどきした。

　この前のときも救急車で運ばれたが、そのときは、すぐ普通病室に移れた。

　エレベーターに乗り、集中治療室の前へ行くと、和也と若いお手伝いの須美子が落着かぬ顔で中をのぞき込んでいる。

「おばあさま、どうなの？」

「あ、お嬢さま、お帰りなさい」

　須美子がこちらをむくと、和也が代っていった。

「相当悪いみたいだよ。僕も今来たとこなんだけど」

「中に入れないのかしら？」

「家族のものは、一回二人までで五分ということで、僕たちが今入って来たばかりだけど、頼んでみよう」

　和也は、集中治療室のドアのところへ行ってチャイムを鳴らした。中から応答があると、患者の唯一の孫なので中に入れて欲しいといってくれた。

　やがてドアがあいて看護婦が中へ入れてくれた。彼女に指示され、白衣とマスク、帽子をつけてベッドの方へ行く。

　ベッドには、りつが横たわっていた。肩で大きな息をしている。

「おばあさま、どうですか？」

「ああ、千佳子さん、帰って来てくれはったんか」

　りつは、力のない声で、あえぎながらいった。

「ごめんなさい、私がいなくて。でも、どうしてみんなに休みをあげてしまったんですか？　私がいるときにすればよかったのに」

　千佳子は、りつの手をとって撫なぜながらいった。

「須美子さんは、親が病気やというていたし、シマさんも、一度休ませて欲しいというていたよって、休んでもろたんや。一晩ぐらいなんとかなるやろうと思うて」

「早くよくなって下さいね。私、ずっとついてますから」

　一時間ほどすると、やっと、薬がきいてきたので、一般病室へ移ることになった。

　看護婦や和也たちが、りつを病室に運んでいった間に、千佳子は、担当してくれた医者に礼を言って、病状をきいた。

「まあ、今回はなんとか回復するでしょうが、安静にしないといけませんね。何か激しい運動をされたあとみたいに、心臓が弱ってましたからね」

　病室へむかいながら、千佳子は首をかしげた。

〈激しい運動をするなんて考えられないわ。電話のあと、何をしたのかしら？〉

　病室に入ると、千佳子は、りつに何をしていて発ほつ作さがおこったのかときいた。

「電話のベルが鳴ったよって、あわてて出ようとしたら、けつまずいてしもうて」

「まあ、大変。気をつけて下さいね」

　千佳子は、持って来た花を、花か瓶びんにいけた。

〈どうして、私の留守に、おばあさまは、使用人をみんな帰らせてしまったのかしら？〉

　と、不思議だった。

　昨夜は、家にりつ一人でいたことになる。

　普段彼女は、心臓が弱いので、いつも誰かがそばにいないと承知しない性格なのである。

　ずっとそばにいるつもりだったが、須美子がもう少しいるというので、千佳子と和也は、シマと交代するために家にむかった。

「和也さん、おばあさまは、何時頃、気分が悪くなったの？」

　車の中で千佳子がきいた。

「十時頃だときいたよ。休んでいた運転手の中村さんに電話をかけたけどいなくて、自分で救急車を呼んだらしい。中村さんの奥さんが、シマさんと須美子さんに連絡し、僕にも言ってきてくれたということだね」

「玄関のドアはあけてあったのかしら？　救急車の人がよく入れたわね」

「玄関のドアはあいていて、玄関でうずくまっていたという話だったよ。それにしても、どうして一人でいたんだろうね。千佳子さんがいない日なら、絶対使用人をやすませなかった筈はずなのに」

　和也も、首をひねる。

「どこか内緒で行くところがあったのかしら？　前のときも、私に内緒で、弁護士先生のところへ行ったりしたのよ」

　千佳子は、そういって和也の横顔をみつめた。弁護士のところへ行ったのは、遺言状を和也に有利なように書き改めるためだったので、皮肉をこめたつもりだった。

　しかし、和也は、話題をそらすつもりか、別のことを言った。

「そういえば、昨日の夜、電話をかけたんだけど、おばあちゃんは出なかったよ。夜、どこかへ行ってたんじゃないかな」
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　家まで送ると、和也は、あっさりと帰っていった。

　お手伝いのシマが出むかえて、りつの容よう態だいをきいた。

「はじめ集中治療室に入っていらしたからびっくりしたわ。でも、今は、一般病室だから、なんとかおさまったのだと思うけど」

　シマは、生のグレープフルーツをしぼったといって、それに氷を入れて持って来た。

「それはよかったですね。私も、すぐに、交代に行って来ます」

　そういいながらも、シマは、座り込んでいる。

「あっ、そうだわ。お土産みやげがあるのよ」

　千佳子は、片山津温泉や敦賀で買って来たお土産を出した。

「中村さんや須美子さんにも分けてあげて」

「有難うございます」

　そのあと、シマは、何げなくいった。

「大奥様は、昨日の夜、どこへお出かけになったんでしょうか？」

「えっ、おばあさま、外出されたのォ」

　千佳子は、はっとして彼女の顔をみた。

「私、お休みをいただいて帰っていたんですけど、夕食をしている最中に、ふと思い出したんです。買物してきた牛乳と鶏とり肉にくを冷蔵庫に入れるのを忘れたことと、それに大奥様の夕食は、ダイニングの方に用意して、お昼に帰ったんですけど、茶ちや碗わん蒸むしを蒸器に入れたままにしておいたしと。それで、八時頃、ここへ帰って来たんです。でも、どこを探しても大奥様はいらっしゃらなかったし、一時間ほど待っても帰ってこられませんでしたわ。夕食も手をつけておられないし、心配でした」

「そんなに夜遅くどこに行ってたのかしら？　私が八時頃電話するといったときには、気分が悪いから電話はかけないでいいといわれたのだけど」

「今日来てみたら、夕食のおかずやお茶碗は空になっていましたけど、ゴミ袋をみたら、みんな捨ててあったんです。よそゆきの草ぞう履りや着物も、使われたあとがありましたし、夜どこかへ出かけられたのは、間違いありませんわ」

「心臓の持病があるのに、おばあさまって、普段は、私たちより元気にみえるときがあるわ。花の展示会やお寺まいりなどにも、マメに行かれるし、庭いじりや、花の世話など、自分で全部やらないと気がすまない人だから。でも、夜に出かけるところって、どこかしら？　前には、私に内緒で弁護士先生のところへ行ったこともあるみたいだけど」

「弁護士先生のところじゃありません。私が来て十分ほどしたとき、電話がかかってきたんです。しばらくはとらないで待ってたんですけど、あんまり鳴るものですから出たら、弁護士さんだったんです。書類が出来たということでしたが、大奥様がおられないというと、不思議そうな感じで、明日、またかけるとおっしゃってましたけど」

「そう。じゃあ、和也さんのところに行ったのかしら？」

「それが、和也さまのところにも、電話したんです。大奥様がいらっしゃらないので、このまま帰ってもいいかどうか。でも、和也さまもお留守でした」

「そう。そのこと、おばあさまや和也さんに言った？」

「いえ、申しあげていません。私が留守に来て、もし、何かなくなっていたら困るので、黙っていたいんですけど」

「わかったわ。黙っていましょう。でも、弁護士先生の電話に出たのだから、先生からおばあさまにそのことを言われたときには、仕方がないわね」

「はい。大奥様は、きっと、昨日の晩、外出して、無理なさったんで、発作が出たんですわ」

　シマが行ってしまうと、千佳子は、一人で考え込んだ。

　昨夜は、祖母のりつも和也も、自宅にいなかったという。

〈ひょっとして、二人一緒にか、どちらかが、片山津温泉に行って、小林さんを殺したのではないだろうか？〉

　という考えが、突然ひらめいた。

　しかし、和也には小林を殺す動機がない。彼なら、小林を生かしておいて、秘密をバラすぞと、千佳子をおどかす証人に使えるからである。

〈まさか、おばあさまが……〉

　りつは、冷静で、感情を表わさないから、何を考えているかはかり知れない。

　小林が千佳子に接近しているのも知っているし、しょっちゅう、手紙や電話がかかってくるから、千佳子が高岡家の実子でないことを知ったのかもしれない。

　しかし、千佳子への愛で、小林を殺したとは思えない。

　京都の旧家でしかも事業も隆りゆう盛せいな高岡家の当主として、ことを荒だてて、世間に恥をさらすよりは、小林の口をふさいで、今まで通りに平穏な生活をしていく方を選択するのではないだろうか。
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　りつは、心臓の持病を持っているが、発作のおこらないときは、行動的である。

　千佳子たちのあとから、列車に乗って片山津温泉へ行き、近くの別の旅館に泊って電話をかけ、自宅にいるように装いながら、千佳子たちのホテルへ来ていたのではないだろうか？

〈いや、同じホテルに泊っていたのかもしれない〉

　そして、千佳子のあとをつけ、小林が眠り込んだのをみて、彼を殺したのかもしれない。

　そして、朝の早い列車で家に戻る。

　千佳子は、時刻表をみてみた。

　加賀温泉駅発六時三十四分のスーパー雷鳥12号に乗れば、京都には、八時三十七分に着くし、そのあと六時五十三分発の日本海４号なら九時二十一分に着く。

　さらに雷鳥14号なら、七時八分に加賀温泉駅を出て、九時六分に京都に着く。

〈十時に自宅で、発作をおこし、救急車を呼んだというのなら、少なくとも、家には、九時すぎに着いていないといけないから、このどれかに乗って帰って来たということになるわ〉

　考え込んでいると、電話がかかってきた。

　矢野だった。

「あ、矢野さん、今回の旅行は楽しかったわ。でも、小林さんが亡くなってびっくりしましたけど」

　わざと気にしてないように、小林のことを口にした。

「ああ、小林くんね。彼は君につきまとっていたようだから、僕も心配していたんだ。実は、あのホテルに君たちが戻ってきたあと、彼から電話がかかってきてね」

「えっ、何て？」

　千佳子は、卒倒しそうになった。

　彼は、すべてのことを彼に話したのだろうか？

「明朝、僕に会いたいといってきたんだ。千佳子さんのことでといって。話があるなら、今言ったらいいじゃないかといったけど、彼は、大変重要なことだから会って話すといってそれ以上は言わなかったけど、ただ、僕は、千佳子さんと結婚するつもりだから、あなたはあきらめてくれといってたよ」

「どうして私が小林さんと？」

　千佳子は、辛かろうじていった。

「君が承知したというんだ」

「まさか」

「きっと君に夢中になって妄もう想そうをいだいているんだと思った。君にこのことを言って注意するようにと言おうと思ったんだけど、つい言いそびれてね。君に何かするんじゃないかと心配だった。だから、君の部屋でみんなで遊ぶことになったときは、むしろほっとしたよ。彼にはもっとききただそうとしたんだけど、そのとき、ゆかりさんが部屋に入って来たから、電話を切ってしまったんだ。彼女は、食事のことを連絡に来たんだけどね」

「ゆかりは、小林さんのことを知ってるんですか？」

「ああ、僕が話したからね。今、小林くんから電話があって、彼が千佳子さんと結婚するから、僕には手をひけといってきた、彼はちょっとおかしいから、千佳子さんに気をつけてやって欲しいと頼んだんだ。女の彼女なら、僕より君に気をつけてあげられるんじゃないかと思ったし……」

「ゆかりは、何といってたんですか？」

「彼女も心配していたといってた。千佳子はあなたが好きで、小林さんなんか、何とも思ってない筈はずなのに、どうして、小林さんに、強く言ったり、断れないのだろうか、何かおどかされるようなことがあるのかしらって」

「そんなことはありません」

　千佳子は、強い口調でいった。

「前にも、僕がゆかりさんのところへ行った帰り、小林くんが、突然、駅にあらわれたし、君が東京へ来てくれたときも、小林くんが同行したらしいと、ゆかりさんはいってるけど、本当？」

　どうして、ゆかりが東京行きのときのことを知っているのだろうと思いながらも、千佳子は、一生懸命に弁解した。

「私もびっくりしたの。ゆかりの家のときは、家に電話したら、ゆかりのところへ行って留守ですといわれたので、ゆかりのところへ来て、ずっと駅まで尾つけて来たといっていたので気味が悪かったわ。東京行きのときも、その日会ってくれといわれて、東京に行くので会えませんといったら、お手伝いさんからきき出したらしくて、同じ列車に乗って来たんです。でも、小林さんだけじゃありませんわ。和也さんも名古屋から乗って来てびっくりしたわ」

「えっ、和也くんて君のいとことか親しん戚せきとかいうあの人？」

「ええ。おばあさまのお気に入りなの。だから、おばあさまから東京に行くときいて、本当にあなたに会うか、監視したんだと思うわ。私って、本当に自由がないの」

「可哀かわいそうに」

　矢野は、やっと言葉を和やわらげた。
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　電話を切ってから、千佳子は、矢野は私を疑っているのではないかと心配になってきた。

　矢野とゆかりは、過去に千佳子が小林に犯おかされたというような弱みがあって、小林におどされていたと思っているのかもしれない。

〈でも、本当のことは言えないわ〉

　千佳子は、悲しくなってきた。

　それに、気になるのは、小林が、あの夜、矢野に電話して何を喋しやべったかということである。

〈もし、出生の秘密を小林さんからきいていたら、それを隠すために、私が小林さんを殺したと矢野さんは思っているに違いないわ〉

　でも、それは仕方がないことだと反省した。

　誰かが殺してなかったら、千佳子が殺したのに違いないからである。

〈私は、その犯人に感謝すべきなのだわ〉

　すると、ふと頭にひらめいたことがあった。

〈ひょっとして、小林さんを殺したのは、矢野さんじゃないかしら？〉

　彼は、小林が千佳子の出生の秘密を握り、それを口外しないことを条件に、自分と結婚してくれと脅迫しているのだと知って、彼の口をふさいだのではないだろうか？

〈もし、そうだったら……。彼が私のために殺人までしてくれたのだったら、どんなにうれしいだろう〉

　と、千佳子は思った。

〈でも、彼はどうして小林さんの部屋を知ったのかしら？　八時に私のあとを尾けたのか、それとも、私と小林さんが電話で話しているのをきいたのかもしれない〉

　その他にも、彼が小林の部屋名を知る方法はいくらでもある。

　小林から電話があったというときにきいたのかもしれないし、小林の電話のあと、ホテルのフロントに電話して、部屋名をきくことも出来る。

〈いや、それよりも、矢野さんが旅行に遅れて来たのは、その前から小林さんとは、電話で話をしていて、例えば、京都市内で、彼と会っていたのかもしれないわ〉

　小林は、ライバルは矢野だと知っていたから、千佳子をおどす一方で彼にも接触して、千佳子との結婚をつぶそうとしていたのかもしれない。千佳子の出生の秘密をもらせば、彼は、あきらめると思ったのだろう。

　ところが、矢野は、千佳子を本当に愛してくれていて、彼を消すことを決心したのかもしれない。

　または、小林と秘ひそかに話をつけるために、彼の部屋に入っていったとき、彼が、千佳子の飲ませた睡眠薬でねむりこけているのをみて、とっさに、彼を絞め殺したのかもしれない。

　千佳子は、大きなため息をついた。

　しかし、しばらくすると、ゆかりが事情を知っていたことが気になってきた。

〈そういえば、最初の旅行で私が朝、海岸で小林さんと話しているとき、探しに来て、小林さんをみたのは、彼女と矢野さんだったわ。矢野さんは、ゆかりを私の一番の親友だと思っているので、彼女に事情を話したのかもしれない〉

　そうでなくても、カンのいいゆかりは、小林のことを心配していた。行動派の彼女は、小林に電話して、どうして千佳子をつけまわすのかと責めたのかもしれない。そして、事情を知った。

　千佳子の身を案じていたゆかりは、小林が、あの夜千佳子をなんとかしようと考えているのを知って、心配して彼の部屋へ行った。すると、小林がぐっすり寝込んでいた。それで、一思いに絞め殺したのかもしれない。

〈いや、小林さんは、半はん睡すいの状態で、部屋に入ってきたゆかりを、私と思い違えて抱きついてきた。ゆかりは必死で彼から逃げようとして、首を絞めてしまったのかもしれない〉

　そういえば、小林の死体が発見され、刑事に事情を聴ちよう取しゆされたあと、ゆかりの様子は、少しヘンだった。

　いつものような快活さが影をひそめ、千佳子と視線が合うのを避けていたような気がする。

　帰ってからも電話をかけてこない。

〈私を小林さんを殺した犯人だと思っているからか、それとも、彼女が殺したからのどちらかだわ〉

　その夜も、千佳子は、ほとんど眠れなかった。
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　翌朝の新聞をみて、千佳子ははっとした。

　昨日の夕刊には、事件のことは載のっていたが、大した記事ではなく、千佳子の予想したことや、知っていることだったのでほっとしていたのだが、今日の記事には中広君子という名前が出ていたからである。

　中広君子というのは、千佳子の両親が香港で飛行機事故に遭あったとき、生き残ったスチュワーデスである。

　飛行機事故の報道があるたびに、名前や写真が出ていたから、千佳子も、彼女のことは知っていた。

　新聞社やテレビ局では、最初、片山津温泉で、小林三郎という男性が変死していたというだけで、あまりニュース性はないと思ったのだろうが、彼が、二十年前の飛行機事故で生き残った三人の一人だと気がついて、急に、そのことを書き立てはじめた。

　テレビをひねると、その当時の事故機などが映し出され、生き残った三人の名前も出ている。

　新聞には、中広君子の談話が載っていた。





　　小林三郎さんとは、事故機の死者をしのぶ会などで、何度かお会いし、親しくさせていただいていました。

　　私は、事故後一年あまり入院して傷の治療をしたあと、航空会社をやめましたが、あの事故のときは、客でなく会社側の人間だったので、小林さんには何となく申しわけないという気持があって、時々、様子をきいたり、家に呼んで食事をしていました。

　　今回のことをきいて、本当にショックです。どういう理由で殺されたのかわかりませんが、とてもいい人で、最近は好きな女性も出来たときいたので残念でたまりません。

　　ご冥めい福ふくを祈ります。






　千佳子は、暗い気持になった。

　小林が死んでしまえば、もう自分の出生の秘密を知るものはないと思ったのに、ひょっとしたら、生き残ったスチュワーデスが知っているかもしれないのだ。

　記事では、二十年前の事故で生き残ったのは、今回亡くなった小林三郎さんと、高岡千佳子さん、それに、スチュワーデスだった中広君子さんの三人で……と名前だけしか出て来ないが、すでに、君子が、千佳子のことを喋しやべっているかもしれない。

「最近は、小林さんにも好きな女性が出来たときいた……」と彼女はいっている。

　そこまできいたのなら、それが、千佳子だということまで知っているに違いない。

〈彼女が、『小林さんは、あの事故で生き残った三人のうちの残りの高岡千佳子さんと、親しくなり、あの日も、彼女と会うために、片山津温泉へ行くといってました』と、喋ったらどうなるだろう〉

　千佳子は、不安になってきた。

　君子が、小林から、千佳子の出生の秘密まできいていたら、きっと、千佳子が、小林の口を封じるために殺したと思っているに違いない。

〈私は、殺人者にされるかもしれない〉

　急に恐怖がおそってきた。

　殺人はしてないが、彼の部屋へ行って睡眠薬まで飲ませたのである。

　それに、チャンスがあれば、殺そうとまで思っていたのだ。

　祖母の見舞いに行かなくてはならないのに、千佳子は、なかなか立ち上れないでいた。

　そのとき、電話のベルが鳴った。

〈病院からかしら？〉

　と出てみると、それは、今の今考えていた中広君子だった。

「もしもし、高岡さん？　あの、千佳子さんお願いします。私、中広君子といいます。二十年前の飛行機事故のときのスチュワーデスとおっしゃって下さい」

「はい、私が千佳子ですが」

「あら、千佳子さん。私、あなたのご両親と一緒の飛行機に乗っていたスチュワーデスの君子です」

「ええ、知っています」

「小林さんからきいたんですか？」

「いいえ」

「じゃあ、加津さんから？」

「えっ、加津ってあの私と同じ大学のですか？」

　千佳子は、息がとまりそうだった。

「ええ、そうよ。彼女は、私の遠い親しん戚せきなの。あなたのことはいつもきいていたわ」

「私は加津からきいたことありませんけど」

「あら、そう。それで小林さんのことだけど……」

「………」

　千佳子は黙り込んだままで、相手の言葉を待った。

「小林さんは、あなたと越前海岸で会ったんですってね。とてもなつかしかったし、うれしかったといってたわ。あなたが好きになって結婚したいとも言っていたわ」







　第八章　容疑者たち
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「小林さんはそう思っていて下さったかもしれませんけど、私にはつき合っている男性がいますし、小林さんと結婚する気持はありませんでしたわ。小林さんにも、それは申しあげましたけど」

「あら、あなたって冷たい人なのね。小林さんが亡くなったから、かかわり合いになりたくないと思っているんですか？」

　君子は、怒ったようにいった。

「違います。私も、何度か小林さんがたずねて来られたので会いました。でもそれは、小林さんが、私の父や母の話をして下さったり、写真を持って来て下さったからお会いしたんです。父や母のこと、私全然知らないので、うれしかったし、知りたいと思ったからですわ」

「でも、彼はプロポーズしたし、あなたも承知してくれた。あの日は、片山津温泉へ行って、一緒に夜を過ごすんだといってたわ。だから私、あなたなら、誰が小林さんを殺したか知っているんじゃないかと思ったの。一緒だったんでしょう？」

「違います。私は、友だち七人と卒業旅行に行ったんです。夜もみんなと一緒でしたわ。小林さんが同じホテルにいるなんて知りませんでしたわ」

「あなた、噓うそをいってるわ。彼は、あなたと電話で話したこと、テープにとっていて、私にもきかせてくれたのよ。可愛かわいい声でしょうといって」

　千佳子は、顔から血の気がひいていくのがわかった。小林が自分との電話を録音していたとしたら、それが部屋に残っているはずである。

　警察が、彼の部屋を調べて、それが出てきたら……と考えると、生きた心地がしなかった。

「私、あなたには、好意を持っていたのよ。小林さんがとても誉ほめていたから、いい家のお嬢さんなのに、たかぶったところがなく、やさしくて素直な人だって。だから、私が電話したら、喜んであの夜のことを話してくれると思ったわ。そして、お通夜にもかけつけてくると思ったのに」

　千佳子は、今、彼女の機嫌をそこねてはまずいと思った。

　それで、言葉を和らげて一度会いたいといった。

「私だって、小林さんが亡くなったときいたときにはショックを受けましたわ。男の人として彼を愛したりはしてなかったけど、いい人だと思っていましたから。あなたに誤解されているのは辛つらいから、一度会って下さいません？　私、あなたからも、両親のことおききしたいのです」

　すると、君子も少しは機嫌をなおしたらしく、明日、私の家へ来て下されば会いましょうといって、住所と電話番号を告げて電話を切った。

　電話を切ったあと、千佳子は、ぼんやりとしていた。

〈何としても、彼女に小林と私のことを喋らないように説得しなければ。それに、小林さんの持っているテープを何とかしないとまずい〉

　病院へ行くと、りつは、大だい分ぶよくなったようだった。

「二、三日したら、退院させてもらいますよって、迎えに来てね。それより千佳子さん、新聞でみると、小林さんという人が、片山津温泉で殺されはったようやけど、小林さんというのは、よく千佳子さんに電話をかけてきた人やないの？」

　千佳子は、どきっとした。

　しかし、それを表情にはあらわさずにいった。

「私もびっくりしたの。おばあさま、あの人、父や母のことを知っている唯一の人だと思うから、話をきいていたんですけど、どうも、私が好きらしく、結婚してくれなんて言うから、最近は、相手にしないようにしてたの。あの日も会って欲しいというから、友だちと旅行するからと断ったのに、私たちと同じ宿に泊っていたなんて気味が悪いわ。一体どうしたのかしら？」

「あなた、あの夜はどうしてはったの？　まさか警察の人に疑われたりしないでしょうね？　心配やわ」

「大丈夫よ、おばあさま。私たち十一時頃まで、みんなで遊んでいたから、アリバイはあるわ」

「そう、それはよかった」

　りつは、何度もうなずいた。

　家に帰ると、シマに、加津さんから、何度も電話がかかってきたといわれた。

〈そうだ、加津は、あのスチュワーデスの親戚だといってたわ。彼女は、私のことを何か知っているのだろうか？〉

　千佳子は、気になったので、加津に電話をした。
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「あ、千佳子、何回も電話したのよ。私、みんなの前では黙っていたけど、あなた、小林さんとつき合っていたんでしょう？　私、中広君子さんから、色々きいていたのよ」

「別につき合ってなんかいないわ。中広さんからは、今日電話をもらって、加津が親戚だときいてびっくりしたわ。小林さんとは、前の旅行先で出会って、父や母が亡くなった飛行機事故のとき、彼は十歳で、そのときのことを覚えているといわれたから、話をきいたり、写真をもらったりしただけよ」

「あら、小林さんは、千佳子と結婚するといっていたらしいわ。だから、彼も、あのホテルに来たんでしょう？」

「違うわ。私、彼と結婚する気なんて全然なかったわ。それは、小林さんにもはっきり言ったの」

「とにかく、私、矢野さんとおつき合いしたいの。はじめからいってたでしょう？　矢野さんとは、今回京都から一緒に加賀温泉まで列車に乗ったから、親しくなったの。あなたがひいてくれれば、彼とうまくいくと思うわ。私、小林さんのこと何も矢野さんに言わないから、矢野さんのことはあきらめてくれない？」

「………」

　これは、脅迫なのだと千佳子は思った。

「どうしたの、千佳子、黙ってしまって。あなたなら、家もいいし、いくらでもいい結婚相手がみつかると思うわ。その点、私は、彼しかダメなの。お願い！　矢野さんには、結婚する気がないといって」

「今、祖母が入院していて疲れているの。だから考えさせて」

「じゃあ、また、かけるわ」

　加津は、そういうと電話を切った。

　千佳子は、目まいがしそうだった。

　ふと、小林を殺したのは、加津ではないかという気がした。

　加津が、矢野を好きなのはみんなが知っていることである。

　しかし、矢野は、千佳子と意い気き投とう合ごうしていて割り込むすきがない。なんとか二人の仲をさきたいと考えたのではないだろうか。加津は、友人ではあるが、普段は口数が少なく、何を考えているかわからないところがある。

〈彼女は、スチュワーデスの君子さんから、小林さんが私に執着していること、私が彼に何か弱味を持っていることをきいて、小林さんを殺せば、私に疑いがかかると考えたのではないだろうか？　事件がおこれば、小林さんと私との間に何かあったらしいと矢野さんが知って、私から手をひくと思ったんだわ。加津は、私の出生の秘密も知っているのかもしれない〉

　加津は、京都から列車に乗って矢野といる間に、千佳子のことを色々矢野につげ口しているかもしれない。

　ぼんやりとしていると、お手伝いのシマが来客だといいに来た。

「おばあさまは病院だといって」

「それが、お嬢さまにご用だそうです。京都府警の狩矢という警部さんと、もう一人です」

　千佳子は、動揺した。しかし、それを顔色には出さず、静かにいった。

「どうぞお通しして」

　やがて、二人の男が応接室に入って来た。

　背が高いちょっとハンサムな男が狩矢という警部で、もう一人は、橋口と名乗った。

「実は、片山津温泉のホテルで、小林三郎という方が殺されたので、お話を伺うかがいに来ました」

　狩矢は、そういうと、じっと、千佳子の顔をみつめた。

　千佳子は、とっさに、この場合は、悪びれずに、さしさわりのないところは、本当のことを言った方がいいと判断した。

「ああ、小林さんが亡くなったんですね。私、本当にびっくりしましたわ。だって、小林さんとは、ついこの間も喋しやべったばかりですもの」

「小林さんをご存知なんですか？」

　狩矢がとぼけてきいた。知っていると思うからこそききに来たのだろうといいたいのをこらえて、千佳子は、大きくうなずいた。

「ええ。前に友だちと芦あ原わら温泉の方へ行ったとき、はじめてお会いしたんです。むこうから声をかけられて、彼は、私の両親の乗っていた同じ飛行機に乗っていて生き残った一人だといいました。そして、父や母のことを話してくれたり、当時の写真をくださったんです」

「彼は、あなたが好きで、あなたと会うといって片山津温泉へ行ったそうですが、会われましたか？　実は石川県警から協力を依頼されて、その夜のことをききに来たわけですが」

　狩矢警部は、また、じっと千佳子の顔をみつめた。

「いいえ。私、ずっと友だちと一緒だったんです。何しろ大勢で行きましたから、いつもそばに誰かがいて、一緒にいった矢野さんと二人きりになるチャンスもなかったんですもの」

　千佳子は、わざと矢野の名前を出した。
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「ほう、矢野さんという男性があなたの恋人なんですか？」

「いえ、まだ恋人というわけじゃありませんけど、好感の持てる人だなあと思っているんです」

「矢野さんの方はどう思っているんですか？」

　橋口という警部補の方がきいた。

「矢野さんのご両親にも紹介されましたし、プロポーズらしいこともいわれました。でも、知り合ってまだ日が浅いし、東京と京都と離れているので、二人きりで会ってデートをしたことはまだありません。もちろん、小林さんと結婚するということは、全然考えていませんでした。いい人だとは思いましたが」

「矢野さんに会う前に、小林さんと恋人同士だったということはありませんか？」

「いえ、ありませんわ。小林さんに会った方が、矢野さんに会ったよりあとですもの。小林さんに最初に会ったのは、その前の旅行のときで、声をかけられたのも友だちがみていますから本当です」

「そうですか……」

　狩矢は、しばらく考えていたが、小林が死んだ夜のことを詳しく話してほしいといった。千佳子は、食事がすんだあと、小林のところへ行ったことだけは伏せて、あとは、大体、事実通りを話した。

「すると、あなたが一人で行動したのは、八時すぎに、食事が終って自室に服を着がえに行ったときと、夜、みんなと別れてからですね？」

　狩矢警部は、なかなか鋭くついてくる。

「ええ、そうです。でも、八時すぎに部屋に戻ったときも、加津から電話がかかってきたり、ゆかりと美子が部屋に迎えに来たりして、家に電話をかけるのがやっとでしたわ」

　千佳子は、ほほ笑んでみせた。

　しかし、彼等が帰ってしまうと、がっくりと力が抜けて、ソファに座り込んでしまった。

「お嬢さま、警察の方がなんだったんですか？」

　シマが心配そうにきいた。

「小林さんが亡くなったの。ほら、私によく電話のかかってきた小林さんよ」

「ああ、飛行機事故の生き残りの方ですね」

「ええ。それも、私たちが片山津温泉に行ったとき、同じホテルで殺されたの」

「えっ、殺されはったんですか？」

　さすがにシマも驚いた様子だった。

「そうなの。私たちは、ずっと十一時頃まで、私の部屋でさわいでいたから、みんなアリバイはあるのだけど、私が小林さんを知っているというのでききにこられたのよ」

　この際、彼女にも、疑われないようにと、千佳子ははっきり言っておいた。

「まあ、小林さんという方、殺されはったんですかァ。どうしてなんでしょう？」

　シマは、好奇心をあらわにしていった。

「さあ、わからないから刑事さんが話をききに来たんでしょう。私は、父や母の話がきけるので、小林さんの電話につき合っていたのだけど、最近ちょっとうるさくなっていたの。でも、亡くなったとなると気の毒ね。どんな生活をしていたのか、家も勤めもよく知らないのだけど」

　そういうと、千佳子は、部屋を出た。

　病院には須美子がついているし、運転手の中村はガレージで車にワックスをかけているので、家の中は、シマと千佳子の二人だけだった。

　そっと、祖母のりつの部屋に入ってみる。

　十畳ほどの和室は、きちんと片付いていた。電話の載った文ふ机づくえの上に、千佳子の行った片山津温泉のホテルの電話番号がメモされていた。その下に、「安宅あたかの間」という字があった。千佳子は、はっとした。

　安宅の間というのは、小林の部屋だったからである。

〈おばあさまは、小林の泊っている部屋を知ってたのね。小林の殺された夜、おばあさまと和也さんは、どこかで会ってたんだわ。そして──〉

　もっと何かわかるかと、引き出しをあけようとしたとき、声をかけられた。

「千佳子さん、ここだったんですか？」

　ぎくっとしてふりかえると、和也だった。

　悪いところをみられたと、千佳子はうろたえた。

「私の部屋へ行って話しましょう。私、病院に、おばあさまの爪つめ切きりを持っていこうと思って探してたの」

　そういいながら部屋を出た。

「小林くんが殺されたそうじゃないですか？」

　和也は、千佳子の部屋のソファに座るといった。

「ええ」

「知ってたんですか？」

「さっき刑事さんが来たわ。新聞でもみたし」

　千佳子は、そういうと和也をみた。
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　和也が、警察は犯人の目ぼしがついているのだろうかとか、何をきかれたのかなどときいている間に、千佳子の心の中に、和也が犯人なのではないかという疑いが芽ばえはじめた。

　前に考えたときには、彼ならむしろ小林を殺さずに、千佳子をおどかす道具に使うのではないかと思ったのだが、彼にも動機はある。

　小林が殺され、千佳子が犯人として逮捕されれば、旧家であり、財閥である高岡家の相続者にはなれず、和也が後継者になるだろう。たとえ、逮捕されなくても、容疑者として、マスコミにさわがれれば、高岡家の跡とりとしてはふさわしくないから、排除される。

　また、小林が殺されたことで、千佳子との関係が調べられ、千佳子の出生の秘密があかるみに出ると、りつも、今まで通り、千佳子を孫とは思えなくなるだろう。

　和也は、出生の秘密はまだ知らないと、話しているうちに千佳子は、確信した。

　もし、知っていれば、小林を殺さなくても、そのことをいって千佳子を脅迫するなり、公表すれば、千佳子から相続権を奪うことが出来ると思ったからだった。

〈和也さんを敵にまわさないようにしないといけないわ〉

　千佳子は、そう思うと、彼にやさしくいった。

「和也さん、私、おばあさまが、こんなに度たび々たび救急車で運ばれるようなことがおこると、いつ一人ぼっちになるかと、心細くてたまらないわ。もし、おばあさまが亡くなったら、私、どうしていったらいいかしら？」

「おばあさんが亡くなっても、僕がいるからいいじゃないか。僕が一緒になって高岡家をささえるよ。家のことはともかく、会社関係は僕が男だからなんとかするつもりだ」

　和也は、任せとけというように、ポーズをした。

「有あり難がとう、和也さん、いやお兄さまと呼ばないといけないのかしら？」

「えっ」

「私、和也さんがお兄さまだとは知らなかったの。でも、この間、おばあさまからきいたわ。それで、急に、親しみを覚えたの。だって私、両親もいないし、この上、おばあさまが亡くなったら、血がつながっているのは、和也さんだけですもの」

　千佳子がいうと、和也は、うれしそうな顔をした。

「君が、そんな気持を持っていたなんて知らなかったよ、千佳子さん。君は、僕のこと嫌いだったかもしれないけど、僕は、昔からずっと千佳子さんが好きだったんだよ。むしろ、兄きよう妹だいでない方がいいと思っていたくらいだ。君のためなら、なんでもしてあげたい」

「有難う。では、私を守ってね」

　千佳子は、すくいあげるような瞳で和也をみつめた。

「わかったよ。とにかく、君の気持がかわってくれてうれしい」

　彼は、そういうと、帰っていった。

　これで、彼とは、当分、協定が出来たと、千佳子はほっとした。

　彼も、千佳子の笑顔にだまされる程、甘い人間ではないが、千佳子が折れて出たことで、彼の方から、千佳子を排除するようなことは避けるだろう。

　千佳子は、彼が腹ちがいの兄だと知ったときから、いや、自分が、高岡家の娘でないと小林からきかされたときから、財産の半分以上は、和也のものだとあきらめている。

　高岡系列の会社は、将来、男でもある彼が引き継ぐことになるだろう。それでいい。

　和也も、千佳子の意思がわかったら、千佳子を犯人にして高岡家の名誉をおとすようなことはしない方がいいと考えるはずだった。

〈私は、犯人にされずにすんで、高岡家の娘として矢野さんと結婚出来れば、それでいいのだわ〉

　しかし、果してそれがうまくいくかどうか自信がなかった。

　和也がマスコミにもらしたりしなくても、警察も調べに来ているし、何人かの人物が、千佳子と小林の関係を知っている。

　第一は、あのスチュワーデスの君子だった。そして、加津。

　矢野とゆかりも、なにかを感じているはずだし、犯人は、祖母のりつかもしれないのだ。

　小林を殺す動機の一番強いのは、千佳子だと誰もが思うだろう。

　矢野の家だって、矢野自身は、千佳子を信じてくれていても、両親が何というか。

　殺人の容疑者として、ちらとでも名前があがれば、息子の結婚相手には、とんでもないということになる。

　和也の動きも馬鹿に出来ない。

　千佳子は、ノイローゼ状態だった。
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　翌日、千佳子は、重い気持をひきずって、中広君子のマンションを訪れた。

　彼女は、独身で、一人暮しということだった。

　チャイムを押すと、四十五、六歳の女性が出て来た。

「高岡さんですね、まあ、お入りになって」

　千佳子は、身構えて入っていったが、彼女は、電話の時の感じとはちがって、笑顔で迎えてくれた。

　中に入ると、千佳子は、もの珍しそうに、部屋を見まわした。

　テレビ、冷蔵庫、じゅうたんなど、あまり高級とはいえないものがならんでいる。千佳子は、持って来たケーキとバラの花を出して、改めて挨あい拶さつした。

「はじめまして。父や母が最後にお世話になったそうで有難うございます」

「いえ、特別にお世話なんてしてません。仕事でやっただけですから」

　彼女は、座ざ布ぶ団とんをすすめた。

「今日、小林さんのお葬式があったので、行って来たんですよ。あなたも来て下さるかと思ったんですが……」

「すみません。祖母が入院していて、私を離さなかったものですから」

　千佳子は、下した手てに出て、頭をさげた。

「あなたは、お父さんやお母さんが亡くなっても、高岡家の一人娘さんだから、何の不自由もなかったでしょうが、小林さんは、お気の毒でしたよ。身内もあまりいなくて。私も、一年入院したあと、会社を退職しましたけど、いまだに、後遺症があって、脚あしが痛むんですよ。一年間入院していたため、結婚するはずの人も離れてしまって」

「大変でしたね。私、なんにも知らなくて」

「お客さまと違って、事故のとき、スチュワーデスで会社側の人間でしたから、大した慰謝料ももらえませんでした。それに、一年も入院させていただいたわけですからね。退職金も、三年ほど勤めただけですから、ほんの少しでした。本当は、退職しないで、がんばっていた方がよかったんですけど、私も若かったし、あの会社にいると、事故のことから離れられないので、退職したんです」

　ひょっとしたら、彼女は、知っていることを言わない代りに、お金を要求しているのだろうかと、ちらと千佳子は考えた。

　しかし、表面は、あくまで彼女の機嫌をとるように、やさしくいった。

「私も、もっと早く、あなたや小林さんにお会いしたらよかったんですけど、小さかったものですから、祖母が何も教えてくれなくて。それに、事故のことは、私も知りたくないと思っていました。いくら考えても仕方がないことだと。でも、最近になって、父や母はどんな人だったのだろうかとか、最後の様子はどんなだったのだろうかと、考えるようになりました。そのとき、小林さんに、偶然会ったのです」

　その時、君子は、ふふと笑った。

「あれは、偶然じゃありませんわ。あなたに会いたくて、小林さんがあなたのことを調べ、旅行先に行ったんです」

「えっ、偶然じゃない？」

　千佳子は驚いた。

「ええ、どうも高岡家は堅いお宅らしいので、たずねて行っても会えそうにない、それで、彼女が旅行することを知って、その旅先に行ったのだといってました。あなたが旅行することは、加津から私がきいてましたから」

「そんな人だったんですか、小林さんて」

　千佳子がいうと、彼女はあわてていった。

「それもみんなあなたを好きだったからですわ。あなたを偶然、これは本当に偶然みかけて、彼は、あなたに一ひと目め惚ぼれしたんです。だから、あんなに強引なこともしたんですわ。本当は、いい人で、気も弱いのに」

　あんなこととは、強引に一夜を共にして欲しいといったことだろうかと、千佳子は考えた。

「あ、ちょっと待ってください。小林さんの家にあったあなたに関するものや、電話のテープ、私、小林さんが亡くなったときいたあと、とりに行って来たんです。私、鍵かぎもあずかっていますから」

「えっ、本当ですか？」

　千佳子は、顔を輝かせた。

　彼女は、目の前の段ボールをあけた。

　そこには、ノートやテープがたくさん入っていた。







　第九章　もう一人の証人
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　千佳子は、おそるおそる小林のノートの一冊を手にとって開いてみた。

　日記のようだった。日付が書いてあって、千佳子に電話したことや会ったこと、自分の想いが書いてある。

　ノートは何冊もあったが、千佳子は、一冊をとばしとばし読んだだけで、テーブルにおいた。

　君子は、テープの一つをかけてくれた。

　それには、千佳子と小林の電話の内容が録音されていた。今回の旅行で夜部屋をたずねていくことも入っていた。

　千佳子は、耐え切れなくなって途中でとめた。

〈君子さんはなんでも知っているんだわ〉

　本当のことを言わないと、彼女は私を信じないだろうと思った。

「私、小林さんにおどされていたんです。私には、矢野さんという好きな人がいて、その人と結婚したいと思っていたのに、小林さんがどうしても自分と結婚しろといって、それで仕方なく、あの夜、彼と会うと約束しました。部屋にもたずねて行きました。一度だけならって思って。でも、そのときには、もう小林さんは死んでいて……。私、本当に殺してなんかいません。本当です。殺したいと思ったのは事実ですけど」

　千佳子は、涙ぐみながら話した。

「でも、おどされた弱みというのは何なのかしら？　いいお家のお嬢さんが、おどされたからって、男の人に軀からだをまかせたりしないでしょう？　よほどのことがないと」

　彼女は知っているはずなのに、意地悪くきいた。

「それは、あなたもご存じだと思いますけど、私が高岡家の娘でないということです。私も、小林さんに写真をみせられてはじめて知りました」

「………」

　千佳子は、自分が多田という人の娘だといわれたときのことを話した。

「私、そのことは知らなかったわ」

　意外にも君子は、そういった。

「小林さんも、そのことは私にいわなかったわ。それを種にあなたを自分のものにしようとしたとは、さすがに言えなかったのね。どの写真かしら？」

　君子は、段ボール箱の中を探した。

　千佳子がもらったのと同じ写真があった。

〈やっぱり彼は、コピーを作っていたんだわ〉

　君子は、問題の写真を見比べた。

「そういえば、その通りね。私、気がつかなかったわ。そうすると、あなたは、高岡家のお嬢さんじゃないのね」

　君子は、驚いたようにいった。本当に知らなかった様子だった。

　言わなければよかった、折せつ角かく、小林さんが死んでくれたのに、また、私の秘密を知った人が出来てしまったと思ったが、後の祭りだった。

「それなら、このノートやテープをとって来ておいてよかったわ。あなたが、小林さんに弱みを握られておどされていたと警察が知ったら、犯人だと思われるにちがいないわ」

「本当に有難うございます。感謝します。これ、私が持ち帰っていいんでしょうか？」

　千佳子は、あくまで下手に出た。

「ええ。私は、小林さんのように脅迫したりしませんから。あなたが本当に殺してないのなら、あなたを救いたいの。でも、本当にあなた、殺してないのね？」

　彼女は、千佳子の顔をのぞき込んだ。

「はい、本当に殺してません。私、一度だけならと覚悟して彼の部屋へ行ったんです。そのときには、もう小林さんは死んでいたんです」

「そのときのアリバイはあるの？」

「ええ。そのとき、みんなで私の部屋で遊んでましたから」

「じゃあ、誰が殺したのかしら？　私、小林さんが、おどしてあなたをモノにしようとしていたときいて、卑ひ怯きような人だとがっかりしたわ。でも、彼は何としてでも、あなたが欲しかったので、そんなマネをしたんだと思うわ。だから、小林さんを殺した犯人を突きとめたいの。犯人は、あなたのグループの中にいる人にちがいないわ。グループの人のこと教えて。それが私の条件よ」

　テープとノートをどうしてももらいたいので、千佳子はそのあと、自分の知っている限りのことを話した。

「それ以外に怪しい人はいないの？」

「和也さんも怪しいといえばいえますけど」

　千佳子は、和也の立場や性格について、また、その夜いなかったことを話した。だが、祖母のりつのことだけは、話せなかった。
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　君子と別れて家に帰ると、矢野から電話がかかってきた。

「どこかへ出掛けていたの？　何回も電話したんだけど」

「実は、元スチュワーデスの中広君子という人から電話がかかってきて、会いに行って来たんです。彼女は、私の両親の事故のときのスチュワーデスで生き残った人で、今まで会ったことはなかったの。でも、小林さんが死んだので、はじめて電話してきて、お通夜にかけつけてくると思ったのに、こないなんて冷たい人だといわれて……」

　矢野には出来るだけ事情を話しておいた方がいいだろうと思い、小林のノートやテープのことは伏せて話した。

「小林さんと彼女は、親しくしていたらしいわ。小林さんは、私に好意を持っていたようなのに、葬儀にも来ないというのは、冷たいというの」

「そんなの行く必要ないよ」

　矢野がきっぱりいった。

「ええ。それで、私、小林さんにはつきまとわれて、むしろ迷惑していたとはっきりいったんです。私には、矢野さんというつき合っている人もいるしって」

「えっ、本当にそういってくれたの？」

　矢野は、うれしそうにいった。

「ええ。だから、今回も、小林さんがどこで探り出したのか、同じ宿に泊っていて迷惑だったって。そしたら、彼女、私が殺したんじゃないかっていい出して、そうじゃないというのに時間がかかってしまって」

「気にしない方がいいよ。でも、小林くんは、どうして君が片山津温泉へ行くことや、泊る宿を知ったんだろうね」

　矢野が不思議そうにいった。

「それは今日話をきいてわかったところなの。加津がその君子さんの親しん戚せきだったの」

「加津さんて、あの君の友人の加津さん？」

「ええ。彼女は、私にそのことを話したことはないけど、スチュワーデスさんとは、私のこと、色々うわさしてたらしいわ。だから、加津が、今回の旅行のことや泊る宿のことを話して、君子さんがなにげなく小林さんに話したらしいの」

「加津さんて、ちょっと陰険だね。何を考えているのかよくわからないし……」

「でも、矢野さんが好きだといってたわ。私に、矢野さんをゆずれって」

「ヘンな女だね。実は、京都駅から彼女が突然乗り込んで来て隣となりに座ったときには、びっくりしたよ。でも、僕は君以外には、目をむけないから安心してね」

「うれしいわ」

　矢野との電話のあと、千佳子はふわふわした気分だったが、急に、考え込んでしまった。

〈君子さんに、私が高岡家の娘でないことを打ちあけてしまった。もし、彼女が加津にそのことを喋しやべったら……〉

　加津は、鬼の首でもとったようにそのことを矢野にいい、矢野は失望するに違いなかった。

〈ひょっとして加津が犯人なのではないかしら？〉

　彼女は、矢野が好きで、なんとか千佳子を排除したいと思っていた。

　そんなある日、親戚の君子のところへ行った加津は、君子から、小林が千佳子に夢中になっていることをきいた。何か弱みがあるのか、千佳子も、小林をふり切れない様子だときいた彼女は、小林に積極的に接触した。

　その結果、加津は、千佳子が高岡家の娘でないことを知った。

　矢野が千佳子と結婚したいと考えている理由の一つに、財閥の高岡家の娘であるという要素があることを見抜いていた彼女は、これで、千佳子に勝てると思っただろう。

　しかし、そのことを矢野に告げたとしても、矢野が加津の方に乗りかえるという証あかしもない。矢野と千佳子の仲は冷えても、加津はイヤな女だと思われるだけになる。

　そのうち小林が、今回のグループ旅行にわり込み、夜、千佳子と会うことを知った。

　その現場を矢野にみせたらとも考えたが、それだけでは、決定打にならない。

　それで、小林を殺したのではないか。

　そうすれば、イヤでも、千佳子のことが暴露される。

　そうなれば、さすがの矢野も、千佳子をあきらめるだろう。時じ機きをみて傷心の矢野に近づけば、自分の目もあると考えたのではないだろうか？

　しかし、これはすべて千佳子の思いすごしで、加津は、君子と同様に、小林から千佳子の秘密を知らされなかったのかもしれない。

〈それなら、君子さんに口どめしておく必要があるわ〉

　千佳子は、急いで君子に電話をかけた。
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　君子は、千佳子の秘密は、多分、加津も知らないだろうし、自分も喋らないといってくれた。千佳子は、彼女に何かお礼をすべきだと考えた。

　小林のテープやノートをとって来てくれたし、秘密も打ちあけてしまったので、なんとしても、彼女の機嫌をとっておかなくてはならない。

　祖母のりつを見舞いに行くと、明日退院するといった。

「よかったわ、おばあさま。では明日は、私が迎えに来ます」

　千佳子は、つとめて明るくいい、持って来たチューリップの花をいけた。

「あの、千佳子さん、申しわけないのやけど、街へ出て西瓜すいかを買って来てもらえへんやろか。西瓜のジュースを飲みたいの。温室のがあったら、いくら高うてもええよって買って来て」

「わかりました。これから買って来ますわ」

　千佳子は、笑顔でいった。

　付き添いは、お手伝いさんにまかせて、街へ出た。

　そして、中広君子にプレゼントするものを探した。

　最初はちょっとしたものをと考えていたが、彼女が小林の家にあったテープやノートを持って来てくれなかったら、今頃は、警察からきびしい調べを受けていただろうし、出生の秘密を喋られたら、動機があり、同じ宿に泊っていたということで犯人にもされかねない。

〈彼女がすべてを握っているのだわ〉

　もし、彼女が脅迫してきたら、何百万円でも、いや、高岡家の財力なら、何千万円でも払わないといけない場合だと気がついた。

　千佳子の貯金から、百万や二百万は出せるが、それ以上は、りつにいわないといけないから無理である。

　結局、二十何万かのシャネルのバッグを買って、彼女に送ることにした。

〈もし、この程度で喜んでくれたら、少しずつ、プレゼントを続けよう〉

　と、決心した。

　西瓜はすぐにみつかり、それを買って病院へ届けてから家に帰った。すると、和也が来ていた。

「明日退院だそうですね。僕は一足先に病院に行ったから、入れちがいだったみたい」

「退院のときは、和也さんも来て下さるんでしょう？」

「それが、急に忙しくなってね。おばあちゃんの命令で、会社の方手伝うことになったんだ。早く、仕事を覚えてもらわないと困るって。千佳子さん、僕が会社へ入るの反対じゃないでしょう？」

　彼はおだやかながら、有う無むをいわせぬ態度でいった。

「ええ。会社の方は、私わからないから、和也さんがやって下されば助かるわ」

「そう、よかった。ところで、今日は、中広君子さんという人のところへ行ってたそうだね。病院へ一緒に行こうと思って誘いに来たら、須美子さんがそういってた」

「そうなの。中広君子さん知ってるでしょう？　お父さまたちが乗っていた飛行機の生き残りのスチュワーデスさんなの。私も一回も会ったことがなかったけど、突然電話がかかってきたの」

　千佳子は、矢野に言ったのと同じように、彼女が、小林の通夜にも来ないのは冷たいのではないかというので、こちらはむしろ迷惑していたのだといいに行って来たと話した。

「その人は小林くんと親しかったんだね。では、小林くんが誰に殺されたか知ってるんじゃないかな。何かいってなかった？」

　和也は、千佳子の座っているソファの横に来て座った。

　今までは、遠慮してむかい側にしか座らなかったのに、最近は、態度が変ってきた。

　千佳子が、彼を兄だとみとめたことで、そういう態度に出るのか、小林のことで何か知っているので、そういう態度に出るのかわからなかったが、馴なれなれしくて、千佳子は不愉快だった。

「見当がつかないといってたわ。最初は、私が殺したんじゃないかと思っていたといったけど」

　千佳子は、和也から少しずつ軀からだをはなしながらいった。

「アハハ。千佳子さんが犯人ならぴったりだね」

　彼はそういってから、急に思いついたようにいった。

「ねえ、千佳子さん、ＤＮＡ鑑定って知ってる？　最近、よく話題になってるでしょう？」

「ええ。血液などから、色々調べるのよね」

「僕、あれを受けてみようかと思ってるんだ。本当に父親の子だと証明出来たら、会社に入っても、みんなが納得すると思うし。千佳子さん、君もついでに受けてみない？」

「どうして私が受けないといけないの？」

　怒ったようにいったが、内心ではどきっとしていた。
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「もちろん、千佳子さんは、高岡家の娘だと思うよ。でも、飛行機事故とかあったでしょ。だから、この際、はっきりしておいた方が、将来自信が持てていいと思うんだ。イヤ？」

「イヤなことはないけど、和也さんは、私のことを疑っているの？」

「疑ってないけど、小林くんがヘンなことをいっていたからね。彼が千佳子さんを好きだというから、僕もだ、兄妹でなかったら結婚したいくらいだといったら、妙な笑い方をした。そして、千佳子さんとは結婚させませんと、急に真剣な顔でいったんだ。友人なども、父親の写真をみて、君とは似ているけど、千佳子さんは全然似てなくて美人だというしね。母親似なんだろうと笑っておいたけど、君の母親にも似てないよね。おばあちゃんも、千佳子は、本当に陽一の子かしら？　といっていたことがあるよ。だから、この際、はっきりした方がいいと思うんだ。一カ月くらいかかるそうだけど、どう？」

「考えておくわ。私、和也さんがそんなこと考えていたなんてショックだわ。高岡家の財産を一人占めしたいわけ？」

　思わず、千佳子は激しい口調でいった。

「まさか。そんなこと考えてないよ。気を悪くしたらごめん。僕は、千佳子さんが好きだから、千佳子さんが他人だったらいいなという願望があるんだと思う」

　そういうと、彼はソファから立ち上って出て行った。急に思いついて話したという風にしていたが、本当は、そのことを言うために来たのかもしれなかった。

　やはり、和也は、自分の出生の秘密を知り、小林の殺された夜、りつに話したに違いないと、千佳子は思った。

　翌日、祖母のりつは、無事退院し、高岡家も千佳子も普段の生活になった。

　月日が経つと、小林の事件も、次第に報じられることが少なくなり、千佳子はほっとしていた。

　ただ、前にもおとずれた京都府警の狩矢警部がやって来て、改めて事件の夜の千佳子たちの行動を分きざみできいていった。

　そのとき彼がいったことが、気がかりといえば気がかりだった。

「不思議なのは、小林さんが睡眠薬を飲んだ上で毒殺されている点なんですよ。彼には睡眠薬を飲む習慣はなかったとわかっているので、これは、犯人が飲ませたものではないかと思われます。しかし、犯人は、なぜ、ご丁寧に睡眠薬を飲ませた上で、毒物を飲ませて殺したのでしょうか。殺すのなら、毒物だけで足りるわけです。首をしめて殺したというのなら、睡眠薬で自由を奪っておいてとも考えられますが、そこがわからないのです。ひょっとして彼を殺したいと思った人物は二人いて、一人が睡眠薬を飲ませ、もう一人が、毒物を飲ませたのではないかとも考えられるのですが……」

　さすが捜査一課の刑事だけあって鋭いところを突いている。

　千佳子は、私は何もわかりませんというより仕方がなかった。

　次の日曜日、千佳子は、矢野とデートすることがきまった。

　五月十五日の葵あおいまつりを一緒にみたいと彼がいってきたのである。

　りつは、大よろこびで、着物を着ていくといいと言い、あれこれ指図をした。

　千佳子も、小林が死んだ今、誰はばかることなく、矢野と婚約していいと思い、うれしさで胸がわくわくした。

　矢野は、朝の一番の新幹線で東京から来て、十時に、二人は京都御所へ行った。

　葵まつりというのは京都の三大祭りの一つで、平安時代の古式にのっとって、神事がおこなわれたあと、平安時代の衣い裳しようを着た行列が、都大路を練り歩くのである。

　衣い冠かん装しよう束ぞくの勅ちよく使し列や女人列、牛ぎつ車しやや馬も参列しての華やかな行列なので、地元だけでなく、全国から観光客が集まってくる。

　行列が出るのは十時三十分なので、二人が中へ入っていくと、すでに大勢の見物客で混雑していた。外国人観光客の姿も多い。

　しかし、千佳子も矢野も、葵まつりは口こう実じつで、二人で会うのが目的だったから、やっとあいていた椅い子すに座って、熱心に喋しやべり合った。

　彼は、早く婚約したいということを何度も話し、千佳子は、うれしそうにうなずいた。

　やがて行列が動きはじめ、さすがに二人も、その方に目をやった。

　総勢五百人くらいの美々しい行列なので、ひととおり前をゆきすぎるのに時間がかかる。

　やがて、藤の花に飾られた牛車がみえてきた。白装束に烏え帽ぼ子しをかぶり神官のような格好をした男たちが牛車のまわりをかこみ、赤い着物を着た稚ち児ごが、朱色の紐ひもで飾られた牛の手た綱づなをとる。

　御み簾すがさがり、屋根を飾っている藤の花がきれいなので見とれていると、携帯電話が鳴った。
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　小林から携帯電話に電話がかかってきたときの恐怖感がまだ残っていて、ぎくっとしながら手にとると、それは中広君子からだった。

　彼女には、家に電話をかけられると困るので、携帯電話の番号を教えてある。

「千佳子さん。私、君子よ、今、いい？」

「ええ。今、葵まつりをみているんです。お友だちと一緒に」

　君子がヘンなことを喋ると困るので、千佳子はそばに人がいることをいった。

「あ、そう。じゃあ、十分ほどしたら、そちらから掛け直して。お礼をいいたいの」

「わかりました。十分したらこちらから掛けます」

　多分、ハンドバッグが届いたのだろうと思った。

　矢野には、中広君子だと隠さずにいった。

　十分後、千佳子は、彼女に電話をかけた。

　彼女はバッグの礼をいい、そのあと、狩矢という警部が訪ねて来たと話した。

　矢野が待っているので、それだけきいて、千佳子は、電話を切った。

　行列は、もうほとんど建けん礼れい門もんから出て行ってしまっていた。

　二人は、御所の外へ出て、食事に行った。

　丁度お昼時だったので、どの店も満員だったが、少し待ってやっと腰かけることが出来た。

　彼は、改めて婚約したいといい、千佳子は、謹つつしんでお受けしますと、少しおどけていった。

「そうときまったら、婚約指輪を贈りたいのだけど、今日下見してくれないかな？」

「まあ、うれしい」

　食事のあと、四条通りで指輪を物色し、結局、ルビーにきめた。

「結納はいつにしようか？　父や母も喜んでいるし、早い方がいいね」

　二人は、喫茶店へ入って相談した。

　夕方、矢野は千佳子に見送ってもらって、新幹線で東京に帰って行った。

　家に着いて、りつに報告をしていると、お手伝いのシマが刑事さんが来たといいにきた。

　千佳子が出てみると、あの狩矢警部だった。それに、橋口警部補もいる。

　二人は、応接間に通されると、じっと千佳子の顔をみてからいった。

「木田和也さんが亡くなりました」

「えっ、和也さんが？　どうして？」

　思わず千佳子は、大きな声をあげた。

「マンションの管理人が、ゴミの処理のことで近所から文句が出ていると、注意をしに行ったら、部屋の中で亡くなっているのを発見したんです。木田さんのマンションは一階なので、裏へまわってみたんだそうです。死因は毒物死で、自殺か他殺かわかりません。木田さんについて少しお話を伺うかがえると助かるんですが……」

「とにかく、おばあさまを呼んで来ます」

　千佳子は、そういうと応接間を出た。

　気持をおちつけたかった。

　彼は、会社に入ると張り切っていたのに、自殺するはずがない。

〈きっと殺されたんだわ。でも誰に？〉

　和也が殺されたときいて、さすが普段冷静で、気き丈じようなりつも、とり乱した様子だった。

　応接間に入ると、どうして死んだのかと、おろおろしながらきいた。

「死亡時刻は、今日のお昼前後ですね。失礼ですが、千佳子さん、あなたはその頃、どうなさってましたか。あ、これはみんなにきいているんです」

「私は、矢野さんという人と葵まつりをみていました。ずっと一緒でした」

　りつがうなずいた。

「十二時頃には、中広君子さんという人から電話が入りましたわ」

「あのスチュワーデスをしていた人ですね」

「ええ。この間一度お会いしたんです。むこうから電話があって、同じ生き残りの小林さんが亡くなったのに、葬儀に来ないのかといわれたんです。彼女は、小林さんと親しかったようです」

「その人にもきいてみましょう。それから、矢野さんと別れたのは何時ですか？」

「五時すぎの新幹線に乗っていくのを見送りました。それから、まっすぐ家に帰って来ました」

　そのあと、狩矢は、千佳子にもういいといって部屋から出し、りつに色々と話をきいて帰っていった。

「千佳子さん、和也のお葬式はうちですることになるから、そのつもりで準備して下さい。それから、すぐに警察に行って和也の遺体に会ってやって頂ちよう戴だい。狩矢警部さんが、確認して下さいとおっしゃってたから。私は、気分が悪いので横になります。シマさんに、気付けの薬を持ってくるように」

　りつはそういうと、よろよろと自分の部屋へ戻っていった。
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　それからが大変だった。

　千佳子は黒い服を着て、車を運転手の中村に運転させて所轄署へ行き、霊安室で、和也の遺体と対面した。

　やはり長い間のつき合いだし、遺体をみると涙があふれてきた。

「一体どうしたの？　あんなに張り切っていたのに」

　千佳子は、呟つぶやいた。

　遺体は、明日の夕方に返されるということだった。

　狩矢警部たちとしばらく話したあと、家に帰り、知り合いに連絡したり、新聞社からの問い合わせに応じたり、葬儀の準備と、千佳子は休む暇もなかった。

　矢野が電話してきて、悔やみをいい、自分のところにも、警察から問い合わせがあったといった。

「どうして和也くんが死んだんだろうね。彼は悪い仲間にでも入っていたの？」

　矢野は心配そうにきいた。

「いいえ、そんな人じゃありません」

　葬儀の準備があるからと、短い電話で切ったが、和也が殺されたとなると、自分が一番疑われる立場になるのではないかと気になってきた。

　ニュースで流れたらしく、友人たちからも悔やみの電話が入ってきた。

　ゆかりは、悔やみを述べたあと、

「和也さんて千佳子のお兄さんだったのね。私、知らなかったわ。一、二度会ったことがあるけど」

　と、いった。

　新聞記者をしている隅田も電話をかけてきた。

「木田和也さんは他殺らしいですね。死ぬ直前まで弁護士さんと話していて、誰かが来たといって電話を切ったらしいし、現場の様子に不審な点があると警察がいってるそうですよ。犯人に心当りありませんか？」

「それが全然ないの。もし、そっちで情報が入ったら教えて下さる？」

　千佳子が心細げに言うと、隅田は張り切って、教えますといって電話を切った。

　翌日、千佳子は、狩矢警部たちと一緒に、和也のマンションに行った。

　部屋を調べるための立ち会いを頼まれたのである。

　千佳子は、今までに一度も彼のマンションに行ったことがなかった。

「そうすると、もし、この部屋からあなたの指紋が出たら、犯人ということになりますね」

　狩矢が笑いながらいった。

　マンションのドアがあけられ、中に入ると、南側の庭に面した洋間に、白く人型のラインが描かれている。

　そこで死亡していたらしい。

　部屋は、男の一人ぐらしの割には、片付いていた。

「では、引き出しとか物入れを調べますので立ち会って下さい」

　といわれたとき、千佳子は、不安になった。

　彼が日記などを残していて、そこに、千佳子の出生への疑いが書かれていたらどうしようかと思ったからだった。

　しかし、狩矢たちは、段ボール箱にさっさと書類やノートなどをほうり込み、中もみずに封印した。

　警察に帰ってから調べるという。

　一時間ほどで立ち会いは終り、帰宅することになった。

「あの部屋の鍵かぎは閉まっていたんですか？」

　千佳子がきくと、一応玄関もベランダのサッシ戸も戸締りがしてあったが、玄関のドアはセミオートなので、犯人がノブをプッシュして出ていけば閉まるので、密室とはいえないと答えた。つまり、本人が閉めて自殺したかもしれず、犯人が和也を殺してドアを閉めて出て行った可能性もあるのだということである。

　現場に不審な点があるということだったが、それは何なのか、すでに片付けられていたのでわからなかった。

　家に帰ると葬儀屋が来て、白と黒の幕をはりめぐらせて、祭壇の飾りつけをしていた。

　次々に電報や供花が来る。

　高岡家の関連の各会社からも、社員が手伝いに来て、家の中はあわただしくなった。

　五時になると、和也の遺体が戻って来て、葬儀屋が納棺し、祭壇が完成した。

　千佳子は、黒いスーツに着がえ、りつも、喪服を着て七時からの通夜にのぞんだ。
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　通夜には、ゆかり、美子、加津が来てくれたし、男性では、矢野と隅田がやって来た。

　名村と三浦は、東京で仕事があって来られないという。

　もちろんそれ以外にも、和也の友人や、高岡家の親しん戚せきや交友関係のものが出席し、通夜は盛大だった。

　僧そう侶りよの読経の間に、一人一人焼香をし、帰っていく人もあれば、後に残る人もあった。

　千佳子とりつと親戚は、焼香客にいちいち頭をさげた。

　やっと終ると、千佳子は、二階の自分の部屋に友人たちを招き入れた。

　一階では、近所の人や親戚、会社関係のものが料理を食べ、酒を飲んでいる。

　シマが二階のみんなにも、折詰めとビールを持って上って来た。

　千佳子は、一階と二階を往ったり来たりしながら、ビールを注いだり、客の応対をした。

　二階の部屋に上ると、みんなは事件のことを話していた。

「和也さんて僕たちあまり知らなかったけど、どんな人だったの？」

　隅田がきく。

「父が母と結婚する前、愛人に生ませた子供だと最近きいたけど、それまでは親戚の人だと思っていたの。つまり、私の母ちがいの兄になるんだけど、私には遠慮していたわ」

　千佳子が説明した。

「千佳子はアリバイはあるの？」

　美子がきく。

「ええ。矢野さんと葵まつりをみてたから」

「わっ、何よりのアリバイ！」

　ゆかりがひやかす。

　ついでに千佳子は、みんなにアリバイをきいた。

「和也さんとみんなは知り合いでないから、関係ないけど、刑事さんがききに行ったりしたら面倒だと思うので、アリバイきかせて」

　というと、すぐに、加津がいった。

「私は神戸に買物に行ってたの」

「私は、家にいて、お昼ごはんの手伝いをしていたわ」

　と、ゆかりがいう。

　美子は、東京の名村とデートしていたということだった。矢野がきく。

「僕は千佳子さんとずっと一緒だったけど、隅田は？」

「僕は、首相になるかもしれない政治家の家の前にいたよ」

「たしか三浦は、生番組に出てたよね」

　矢野がいうと、ゆかりがうなずいた。

「結局、ここにいるものは、事件に関係ないね。犯人は一体誰なんだろう？」

　隅田が首をかしげた。

「この前の小林さんの殺人と同じ犯人かしら？」

　ゆかりがきいた。

　そのとき、下から呼ばれたので、千佳子はあわてておりていった。

　下の客が帰るところだった。

　それを見送っていると、友人たちもおりて来た。

「じゃあ、また、明日ね」

　みんなは、そういって帰っていった。

　やっと、家の中が静かになった。

　柩ひつぎのそばには、会社関係の人と親戚の一部が番をしているだけである。

　その人たちに、お茶を配っていると、りつから呼ばれた。

「おばあさま、お疲れさま」

　というと、りつは、真剣な顔でいった。

「千佳子さん、あなた和也が誰に殺されたのか知りませんか？」

「えっ、私、知りませんわ。一体、誰なんですか？」

「それがわからへんよって、きいてるんです。あの子も折せつ角かく、会社へ入ってがんばるというてたのに」

　りつは、涙を流した。

　彼女が泣くのを見るのは初めてだった。

「とにかく、これからは千佳子さんがこの家の跡取りになるのやから、がんばってくれなあきまへんえ」

「ええ」

「矢野さんとの結婚のことやけど、少し延ばすわけにはいきませんか？」

「結婚式をですか？」

「いえ、婚約をです。矢野さんは養子になってもらうわけにいかへんのですやろ？　それやったら考えなおさんと」

「そんな……、おばあさま」

　千佳子は、びっくりしてりつの顔をみた。

　意外なことだった。

「千佳子さん、あんたは跡取りやし、和也がいなくなった今、高岡家を継いでもらわなあきまへん。うちは、養子やないとあかんのどす」

　千佳子は、黙ったまま、部屋をとび出した。
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　翌日の葬儀のとき、千佳子は矢野にりつのことを話した。

「困ったことになったね。でも、僕はあきらめないよ。父や母にはこんな不幸があったあとだからといって、婚約をのばして、おばあさんが折れてくれるのを待とうよ」

　彼がそういってくれたので、千佳子はうれしくなった。

　葬儀がやっとすんで、ほっとすると、千佳子は、加津をつかまえて、前からいいたかったことをぶっつけた。

「加津、あなた、中広君子さんの親戚で、小林さんのことも知ってたんですってね。どうして私に言ってくれなかったの」

「別にィ、言うチャンスがなかったからよ」

　彼女は、平気な顔でいった。

「小林さんが殺されたときだって言うチャンスはあったはずよ」

「だって私、小林さんを殺したのは千佳子かも知れないと思ったし、君子さんのことだって、あなたの暗い過去につながることを言わない方がいいと思ったの」

「暗い過去って!?」

「ご両親が亡くなった事故のことよ」

「そう」

　千佳子は、それ以上はいえなかった。

「君子さんと仲がいいの？」

　少し言葉を和らげていった。

「遠い親戚だけど、住んでいるところが近いから、時々遊びに行くだけよ。独身だし、遊びに行きやすいから」

「ずっと独身なの？」

「そうよ。彼女は、そのとき飛行機を操そう縦じゆうしていた木下さんという人と結婚するはずだったのよ。でも、あの事故で亡くなってしまったから、結婚はしないのよ。自分が助かって彼の方は死んだからショックが大きかったのね。それに脚もいためたし」

「まあ」

　彼女は、二重の被害者なのだと思った。

「それより千佳子、私、矢野さんのことはあきらめるわ。だから安心して。矢野さんはやっぱり千佳子にふさわしいとわかったの。私、隅田さんとつき合ってみようかと思うんだけど」

「有難う、加津。でも、私の方、少し雲行きが怪しくなってきたのよ。和也さんが亡くなったので、おばあさまが、千佳子の夫は養子じゃないと困るなんていい出して」

「アハハ。でも、大丈夫よ。二人に愛さえあれば」

　そういうと、加津は笑って行ってしまった。

〈みんないい人なんだわ。それなのに、どうして、二回も殺人事件がおこったのかしら？〉

　千佳子は、いくら考えてもわからなかった。

　葬儀の翌日、二人の客が高岡家を訪れた。

　一人は、中広君子で、もう一人は、狩矢警部だった。

　君子は、和也のお悔やみに果くだ物ものを持って来たのだった。

「このたびは、大変御ご愁しゆう傷しようさまでございました。昨日、お葬式に伺うかがおうかと思ったんですけど、あまり存じあげないし、勤めもあったので失礼しました。この間は、高価なバッグを有難うございました」

　彼女はそういって、仏前に果物籠かごをおくと帰っていった。

　そのあとに訪れた狩矢警部は、カバンから書類を出すと、むつかしい顔でいった。

「木田さんは、あなたが、高岡家の娘ではないかもしれないと疑っていたようですね」

「えっ、そんな……」

「そういうことを書いてあるメモもありましたし、ＤＮＡ鑑定を依頼しておられます。自分のと、あなたのと、まだ、結果は出ていませんけど」

「どうして私の血液をとることが出来たのかしら？　私は渡してませんけど」

「さあ、それはわかりません。でも、もし、それが本当なら、相続問題で、木田さんとの間にトラブルが生じていたということになりますね」

「そんなことありませんわ」

　といったとき、りつが部屋に入って来た。

　今の話をきいていたらしい。
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「そうですよ。千佳子は、間違いなく、うちの、高岡家の娘です。失礼なことを言わんといて下さい、刑事さん」

　りつは、毅き然ぜんとしていった。

「しかし、一番身近な和也さんが、それを疑って、ＤＮＡの検査依頼までしたということは、どういうことなんですか？」

　狩矢も、負けずにいった。

「和也は、千佳子が好きやったんです。私にもようわかっていました。兄妹というても、同じ家で育ったわけやないし、つい最近までは、和也も千佳子も兄妹と知らんと育ったんどす。そやから、和也は、千佳子を好きになったんです。でも、兄妹とわかっては結婚するわけにはいきません。そんで、和也は、千佳子が他人やったらええのにと思いつめて、そんな検査をすることにしたんやと思います。根も葉もないことどす」

　狩矢はうなずいてきいていたが、顔をあげた。

「千佳子さんの方はどうだったんですか？」

「はあ？　何がですか？」

　千佳子は、狩矢をみつめた。

「あなたも、和也さんが好きだったんですか、ときいているんです」

「いいえ。私は、和也さんを男性としてみたことはありません。ずっと、親しん戚せきの人だと思っていましたし、最近、兄ときいて、ああそうなのか、と思っただけです」

「随ずい分ぶん、冷たい言い方ですね。すると、和也さんのあなたに対する想いと、あなたの気持との間にはギャップがあって、そこに、トラブルがおこったということはありませんか？」

「ないと思います」

「和也さんがあなたに迫ってきたということはありませんか？」

「ありません。いつも和也さんは、私に遠慮がちでしたし、私を好きだといったこともありません。でも、私に好意的だとは思っていましたけど」

　千佳子は、和也については、冷静に答えることが出来た。

「つまり、あなたには、和也さんを殺す動機はなかったとおっしゃりたいんですね？　しかし、もし、あなたが、ＤＮＡ鑑定で、高岡家の娘でないとわかったら、どういうことになったでしょう？　高岡家の跡取りは、和也さんということになって、あなたは、困った立場になる……」

「そんなことはありません。万一、そんな結果が出たとしても、うちの跡取りは、千佳子です。和也と千佳子は、何のトラブルもなく、仲良うしてましたよって、千佳子が、和也を殺すやなんてこと考えられしまへん。それに、あの日、千佳子は、矢野さんと、葵あおいまつりに行ってたんどす」

　りつがいうと、狩矢は、そうですねといって帰っていった。

　狩矢が帰ってしまうと、千佳子は、りつに抱きついた。

「おばあさま、有あり難がとうございます。私のことかばって下さって」

「いいのよ。千佳子さん、あなたは、大切なうちの跡取りですよって、絶対守ってあげます」

　りつは、千佳子をしっかりと抱きしめた。

　自室に戻ってから、千佳子は、和也は一体、誰に殺されたのだろうか、と考え込んだ。

　警察が、自分を容疑者と思うのは当然で、他ほかに、彼を殺しそうな人物は見当らない。

〈刑事さんは、ひょっとしたら、私と矢野さんが、共犯で、和也さんを殺したと思っているのかもしれないわ〉

　と、千佳子は思った。

　第三者が見れば、そう思うのも無理はない。

　矢野と千佳子は、恋人同士で、愛し合っている。そこへ、小林が割り込んできた。彼は、千佳子を脅迫し、一夜を共にするようにと強制した。それで、千佳子と矢野が協力して小林を殺した。やっと、小林が死んだと思ったら、今度は、和也が、千佳子に迫ってきた。

　彼は、千佳子の出生に疑問を持ち、それで千佳子をおどしていたかもしれないし、千佳子が小林を殺したのではないかと調べていた、それで、千佳子と矢野が協力して和也も殺したと考えれば、つじつまがあう。

〈でも、私は、どちらも殺していない。矢野さんだって同じだわ〉

　千佳子は、心の中で呟つぶやいた。

　しかし、他に、和也を殺したいと思うような動機のある人間は、浮かんでこない。

　和也は、千佳子の友人たちとも、ほとんど接触がなく、従って、殺したいと思うような人物もないのだ。

〈強しいて考えれば、加津かもしれない〉

　彼女は、口では矢野をあきらめたといっているが、本当は、矢野を千佳子から奪いたくて、和也を殺したのかもしれない。

　小林と和也と、二人も千佳子の周辺で殺人が起これば、千佳子が疑われ、矢野の両親も、二人の結婚に難色を示すかもしれないからである。

　しかし、それだけのことで、友人の加津が、二人も人を殺すとは考えられない。

　殺すのなら、邪じや魔まな千佳子を殺せば、一番いいからである。
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　しかし、千佳子のカンはあたっていたのかもしれない。

　新聞や週刊誌、それにテレビのワイドショウ番組などで、事件のことが報じられ、千佳子の身辺で二つも殺人事件が起こっていることが話題になりはじめると、矢野の態度が変ってきた。

　毎日のようにかかってきた電話が三日に一度くらいしかかからないようになり、やがて、全くかかってこなくなった。

　千佳子の方からかけても、母親が出て、息子は外出していると、居留守を使うようになった。

　千佳子は、何通も手紙を出した。

　自分は、事件に関係なく、小林さんも、和也さんも殺していない。特に、和也さんの死んだときには、あなたと一緒にいたのだから、あなたが一番よく知っている筈はずだ。

　自分は、神にちかって犯人ではないけど、自分の身辺で殺人事件が二つも起こって、心を痛めている。こういう時こそ、愛している人がいることが心のささえなのに、どうして電話で話したり出来ないのか、と訴えた。

　すると、やっと手紙が来た。

　封筒をあけるのももどかしく中を読んだが、それは、千佳子の期待していたものとは、かけ離れた内容だった。

　矢野は、僕は、あなたを信じているし、愛しているけど、こういう事件が起こったので、両親が、あなたとつきあうことを心配している。

　それに、あなたのおばあさんは、あなたは、高岡家を継ぐ人なので、その夫となる人は、養子に来てくれる人でないとダメだといった。

　家の事情といえば、僕も、将来代議士になり、父のあとを継がないといけないので、養子になることは出来ない。

　どっちにしても、あなたの兄である和也さんが亡くなったことでもあるし、あなたのおばあさんが養子でないといけないといっておられる以上、すぐに、結婚することは出来ない。

　一年ほどたって、和也さんの喪もがあけ、事件が解決し、おばあさんの反対がなくなるまで、結婚の話は凍結したい。

　それらの問題がクリアされたら、もう一度、話し合いたい。それまでに、あなたに他の男性との話がすすんだら、これはいたし方のないことなので、僕はあきらめる、と書いてあった。

　千佳子は、ショックを受けた。

〈結局、断りの手紙なんだわ〉

　うすうす心配はしていたが、現実のものとなると、千佳子は、食事も喉のどを通らないほど打ちのめされた。

　矢野の家にとっては、殺人事件に巻き込まれたような女性を嫁にむかえることは出来ないのだろう。

　それに、出生に秘密があるとも、気づいているに違いなかった。

　矢野自身は、まだ愛してくれているのかもしれないが、将来、代議士になるつもりの彼には、両親の意向や、世間の評判が気になるのは仕方がないことかもしれない。

　千佳子は、自分の部屋から出ず、食事もお手伝いのシマが心配して運んで来たが、ほとんど手をつけなかった。

　さすがに、りつが心配して、千佳子の部屋にやって来た。

　りつは、矢野が結婚を断ってきたのだと知ると、ため息をついてからいった。

「矢野さんに、本当の愛情がなかったんやから仕方ないやないの。きっぱりと、矢野さんのことはあきらめたらよろし。千佳子さんは、まだ若いのやし、これだけ美人に生まれてるのやから、これからいくらでも、もっと立派な人が出てきます。さあ、元気を出して。事件さえ解決したら、矢野さんかて、きっとまた結婚したいというてきはるにきまってます。そのときは、思いきり、フッてあげたらええんどす」

「おばあさま」

　千佳子は、生まれてはじめて、りつに心から甘え、胸に顔を埋めた。

「小林さんや、和也が殺されたりして、あんたも、えらい迷惑やったけど、考えようによっては、もう、千佳子さんをおどかす人は、誰もなくなったのやから、安心したらええのよ。さあ、食事をして早う元気になって。こんなにやつれたのを警察の人がみたら、殺人の犯人やから悩んでるのやと思われますえ」

　りつはそういって、千佳子の肩を叩たたくと出て行った。
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　翌日、また、狩矢警部がやって来た。

　彼は、千佳子をみると、すぐにいった。

「随分、やつれましたね。でも、かえって美しくなりましたよ。美人というのは得ですね」

　彼はそういって、じっと千佳子をみつめた。千佳子は、りつの言葉を思い出し、犯人と間違われては困ると思って、矢野との別れを話した。

「そうだったんですか……。あなたも、この事件の被害者なんだ。そのためにも、早く事件を解決しないといけませんね。それで、お願いなんですが、この際、あなたが、高岡家の娘さんであることを証明していただけませんか？」

「………」

「つまり、血液か毛髪を提供していただいて、ＤＮＡ鑑定を受けていただくというわけにはいきませんかねえ。それで、あなたが、間違いなく高岡家のお嬢さんだとわかれば、あなたは、小林さんにも、木田和也さんにもおどされる理由がありませんから、動機がないということになります」

「別に私が提供しなくても、和也さんが提出した私の血液か毛髪があるわけでしょう？」

　千佳子は、動揺を覚さとられないように、わざと落ち着いていった。

「ええ。彼は、自分のは血液を、そしてあなたのは、毛根のついた毛髪を提出しています。しかし、それが、果してあなたのものかどうかはわかりませんからね。我々は、警察ですので、正確を期すために、あなたから直接、血液か、毛根のついた毛髪を提供していただきたいのです。それを、専門家に鑑定してもらって、あなたが高岡家の娘さんであることがわかったら、そのことを公表したらどうです。そうすれば、あなたが事件に関係ないことがわかって、矢野さんのご家族の気持も変るのではないかと思うんですけど……」

　狩矢にいわれ、千佳子は、拒否する理由がみつからなくなった。それで、話題を別にもっていった。

「私と和也さんの血液か毛髪があったとして、私の父や母のものはあるんですか？」

「あなたのお父さんとお母さんが残された遺品はありませんか。それに御両親の血けつ痕こんが付着していれば、調べられます」

「そうですか……」

「では、遺品といっしょに提出していただけますね？」

「ええ」

　仕方なく、千佳子は答えた。

「私は、高岡家の娘であると思っていますから、血液を提供することはかまいません。でも、もし、私が父の子でないことになったら、どうなるんでしょうか？　私の知らないところでそういうことが起こっていたとしても、私が不利になるんでしょうか？」

「例たとえば、あなたのお母さんが、お父さんと結婚する前に、他の男性との子供を妊娠していたというようなことでしょうか？」

　狩矢が、気をつかいながらきいた。

「ええ、そんなことはないと思いますが、今回、こんな風ふうにいわれると、正直いって、やはり一いち抹まつの不安があります。狩矢さんだって、自分は、両親の子だと信じていらっしゃるでしょうけど、私と同じ立場になったとしたら、万一という不安がよぎると思うんです」

「確かにそれはそうですね。でも、その場合は、あなた自身には関係ないことですから、私たちは、何も公表しません。血液を調べたことも何も。ただ……」

「ただ、何ですか？」

「和也さんの残したメモの中に、もし、あなたが、高岡家の子供でないとわかったら、同じ飛行機事故で亡くなった多田さんの血液と照合してみないといけない、と書いてあるんです」

　狩矢は、じっと千佳子の顔をみつめた。

　千佳子は、胸がどきどきした。しかし、さりげなくいった。

「多田さんという人には、私は会ったこともないし、どんな人か知りません。和也さんからも話をきいたこともないんですけど、どういうことでしょうか？」

「さあ、これは推測ですが、和也さんは、あなたがその多田さんという人の子供で、事故のときすりかわったのではないか、と思っていたんじゃないでしょうか」

「でも、そんなこと考えられませんわ。いくら事故のどさくさの中でも、私が高岡家の娘だという証拠があったから、この家に引き取られたんだと思いますわ。私は赤ん坊だったので、何も知りませんけど」

　千佳子は、必死の思いで訴えた。




　　　　４




「我々がききあわせたところ、多田さんという夫婦が、あなたのご両親の近くの席にいて、赤ん坊も丁ちよう度ど同じくらいの女の子がいたということでした。そして、多田さん夫妻と赤ん坊は死亡し、あなたが、高岡さん夫妻のそばにいて、高岡夫人があなたの服のはしを手に握っていた。それで、あなたは、高岡夫妻の子供だということになったのだそうです。おばあさんのりつさんも、そのときあなたが着ていたカーディガンは、うちから送ったものだといわれたので、香港ホンコン警察では、問題ないと思い引き渡したということです。大勢の人が死亡し、香港警察も、病院も大混乱で、身元のはっきりしない遺体についても、身内の人の証言を信じて渡していたくらいですから」

　狩矢は、何もかも事情を知っているのだと千佳子は思った。

「あなたが高岡家の子供でないとしたら、そのとき、多田さんの赤ちゃんとすりかわったのではないかと、小林さんが推測し、そのことを和也さんに洩もらしたのかもしれませんね。小林さんは、和也さんが、あなたを好きだということは知らずに、もし、あなたが高岡家の娘でないとわかったら、和也さんに、高岡家跡継ぎの目が出てくるし、高岡家の内部にいる和也さんに協力してもらったら、小林さんも、あなたを獲得するのにうまくいくと考えて、洩らしたのでしょう。千佳子さん、あなたに、小林さんは、そのことをいいませんでしたか？　あなたが、好きでもない小林さんにおどかされていたのは、そういう理由じゃないんですか？」

　狩矢がいった。

「そういえば、小林さんがちらっとは、そういうことも言ってました。でも、おどかしたりはしていません。おどかしたりしたら、よけい、私の心がつかめなくなるだろうと思っていたのかもしれないけど。小林さんは、冗談めかして、あなたが高岡家の娘かどうかはわかりませんよ、ひょっとしたら、近くの席にいた人の子供かもしれないし……と笑いながらいっただけです。でも、証拠もないことだし、私がムッとしたら、それ以上はいいませんでしたわ」

　千佳子がいうと、狩矢は何も言わずしばらく黙っていた。

　やがて、彼は、このことを当時スチュワーデスをしていた中広君子にもきいたといった。

「彼女は、小林さんとは親しかったけど、そういう話をしたことはないといってました。私は、乗客一人一人の顔を覚えてないけど、事故後、遺族の人からもらった写真に、高岡さん夫婦と赤ちゃんが写っているのがあったので探してみる、といって、写真をみせてくれました。それには、君子さんがジュースを配っている姿と一緒に、高岡さんの夫婦が写っていて、画面が半分切れていますが、横に、あなたらしいピンクのカーディガンを着た赤ん坊が写っていましたよ」

　千佳子は、ほっとした。

　翌日、狩矢警部がつき添って病院に行き、千佳子の血液が採取され、鑑定にまわされた。

　りつは、何な故ぜそういうことを承知したのかと叱しかったが、千佳子が、狩矢さんに約束したから仕方がないのだというと、黙ってしまった。

　ＤＮＡ鑑定は、普通なら一カ月はかかるが、警察からの要請なので、特別に二、三週間で結論を出すということだった。

　血液の採取をすませて帰ってくると、電話がかかってきた。

　出てみると、新聞記者をしている隅田だった。

　彼は、和也さんが亡くなって大変だったねと悔やみをいい、その件で色々悩んでいるだろうと心配していたといった。

「お通夜のあと、もっと早く、連絡しようと思ったんだけど、千佳子さんには、矢野くんがいるから、彼に任しておこうと思って。アハハ。彼とは仲良くやってる？」

　彼は、屈くつ託たくのない調子できいた。

「矢野さんとは、別れました」

　千佳子が沈んだ声でいうと、彼は、びっくりしたように、息をのんだ。

「それは知りませんでした。どうしてですか？」

　千佳子は、自分の身辺で二つも殺人事件が起こったので、矢野家の家族が交際するのを反対しているらしいと、矢野の手紙の内容を話した。

「しかし、矢野もそんなことであなたとつき合いをやめるなんて、ひどいなあ。いい男だと思っていたのに。僕が彼に話しましょうか？」

　彼は、憤ふん慨がいしていった。

「いいんです。私、もう、矢野さんのことふっ切れましたから」

　千佳子は、自分に言いきかせるようにいった。

「そうですか。とにかく、犯人がわかって事件が解決すればいいんだ。僕も一生懸命、情報を集めますよ」

　彼は、元気を出すようにと千佳子をはげまして、電話を切った。
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　そのあと、隅田からは、二日に一度くらい電話がかかるようになった。他の友人は、就職して仕事が忙しいこともあるのだろうが、なんとなく千佳子に連絡するのを遠慮しているところがあって、最近、つき合いがあまりない。

　だから、千佳子の方も、隅田からの電話を待つようになり、時には、千佳子の方からも彼に電話をかけるようになった。

　はじめに会った頃は、矢野に目がいっていたこともあって、隅田に対しては、印象の薄い人だと思っていたが、話してみると、新聞記者になっただけあって、頭もいいし、色々な情報を知っていて、楽しい人物だった。

　それに、彼には、何でも話せるのがよかった。

　矢野に対しては、お互いに、いいところだけをみせようとしていたが、彼には、気楽に、心の中をさらけ出すことが出来た。

　だから、ＤＮＡ鑑定を受けることにしたことも、小林に、そのことでおどかされていたことも、素直に打ちあけた。

　すぐに、彼は、多田夫妻について調べてくれた。

「多田さん夫婦は、奥さんの方は即死、ご主人の方は、病院に運ばれる途中で亡くなっています。赤ん坊は即死です。ですから、血液型その他の記録はないようです。遺体はそれほど傷いたんでなかったので、香港から日本に持ち帰り葬儀をしています。遺髪を寺の墓石の中におさめてあるということなので、いざとなれば、その遺髪から血液型などは調べることが出来ます。しかし、多分、毛根はないと思いますので、ＤＮＡ鑑定は無理だと思いますけどね」

「もし、私が高岡家の娘でなくて、多田さんの娘だとわかったら、どうなるのかしら？」

　千佳子は、不安そうにいった。

「警察はそのことを公表しないといっているし、あなたのおばあさんも、そのことを口外しないで、今まで通りにふるまうんじゃないかな。千佳子さんの話から想像すると、おばあさんは、あなたのためというより、高岡家の跡取りということで。家のことを大切に思う人だから」

「でも、いつかは世間に知れてしまうし、私は家を出るべきかもしれないわ。おばあさまの意見で就職もしてないから、自立していく自信はないけど……」

「大丈夫ですよ。もし、そういうことになったら、東京へ出ていらっしゃい。僕がアルバイトを世話しますよ。それに……」

「それに何？」

「いや、君さえよければ、僕と結婚してくれないかなと思って」

「えっ」

「いや、例えばの話です。とにかく、事件の解決が先ですから」

　隅田はそういうと、あわてて電話を切った。

　彼が千佳子を愛していることは、最初からわかっていたが、改めて結婚したいといわれると、千佳子はうれしかった。

　彼は、千佳子が高岡家の娘でなくても、裸で高岡家を出ても愛してくれるというのだ。

　その点が、矢野とは違っていた。

〈いざとなれば、この家を出て、彼と東京で結婚すればいいんだわ〉

　と考えると、今までの重苦しい気分が、一度に晴れる気がした。

　しかし、そのとき、ふとあることに気がついた。

　加津が、矢野をあきらめて、隅田にアタックしようといっていたことである。

　次に隅田から電話がかかってきたとき、千佳子はそのことをいった。

「彼女は、あなたを好きらしいわ。私に、隅田さんとつき合いたいといっていたけど、どうなっているの？」

　すると、隅田は、彼女から何度も手紙や電話をもらったけど、恋人とかそういう関係ではないと一生懸命いいわけをした。

「第一、彼女は、矢野を好きだといってたんじゃないかな」

「でも、矢野さんと私がつき合い出したので、あきらめたといってくれたの。だから、折せつ角かく、矢野さんをあきらめてあなたを好きになったのに、また、私があなたと仲良くなると、彼女に恨まれるわ」

「そんなこと気にしないでいいよ。僕は彼女とは、どう間違っても、恋愛関係にはならないから」

　彼は、ムキになっていった。

　でも、千佳子は、心配だった。彼女に恨まれたら、何をされるかわからないという気がしていた。

「お願い！　せめてしばらくは、彼女にすげなくしないで。私、恨まれたくないの。それから、私と親しくしていることはいわないで欲しいの」

　隅田は、不本意なようだったが、千佳子の頼みなので、加津にすげなくしないと約束してくれた。
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　数日後、隅田から電話があり、上司のお供で、香港へ行くことになったといってきた。

「香港で、日本人の旅行客が殺された事件があって、上司が出張することになったので、強引に連れて行ってくれるように頼んだんです。丁度いい機会ですから、二十年前の飛行機事故のこと調べてきます。帰りは、大阪空港着の飛行機にして、京都へあなたに会いに行きますよ。それから、加津さんが、東京へ来たので会いました。彼女には、あなたと矢野くんの仲が、事件のためにうまくいかなくなったらしいといって、事件の話をしました。小林くんのことや、スチュワーデスの中広君子さんのこともききましたが、あなたが高岡家の娘でないとは中広さんにきいてないようですから、安心して下さい。では、京都へ行ったとき、色々話をしますので」

　彼は、仕事中らしく、それだけいうと電話を切った。

　それから五日後、千佳子は、京都の嵐あらし山やまで、隅田と会っていた。

　千佳子は、隅田と川べりの茶店に入って話をした。

「香港警察の人に会って、当時の航空機事故について話をきいたんですが、何しろ二十年もたっているので、当時の人がいなくて、大変でした。でも、手をつくして色々話をきいて来ました。驚いたことには、当時、香港警察に出向していた小田切警視という敏腕の人がいて、その人は、京都府警の狩矢警部のいとこにあたるんだそうです」

「まあ、知りませんでしたわ」

「その小田切さんは、今は、東京の警視庁の要職にあるそうですが、東京に帰ったら話をきこうと思っています。それから、香港のカイタック空港で墜落した飛行機の事故原因なんですが、結論としては、操縦ミスということになっています。フライト・レコーダーやボイス・レコーダーを調べた結果は、自動操縦になっていたのを、誰かが、押して手動に切りかえてしまったのが原因だということです。操縦していたのは、副操縦士で、最後は、機長がかわっていますが、そのときには、もう間に合わなかったようです。機長は、自動操縦になっていると思っていたようですが、手動にかわっているのに気がついて、『なんで切りかえたんだ！』と怒鳴っています。が、副操縦士も知らないといい返しています。どっちにしても、機体に異常なところはみつからず、操縦ミスということで結論が出ています」

「それで、私が多田さんの赤ちゃんとすりかわった可能性はあるんでしょうか？」

「それはわかりませんでした。ただ、最近、京都府警の狩矢警部さんが、小田切さんを通じて、当時の病院の記録などを取り寄せたということです」

「生き残ったのは、私と小林さん、それに、スチュワーデスの中広君子さんの三人だけだったんですね？」

「ええ、それは間違いありません。病院には、十何人かが運ばれたようですが、結局、助からなかったようです」

「小林さんも折角、助かったのに、二十年たって殺されるなんて可哀かわいそう」

　千佳子は、呟つぶやいた。

「可哀そうといえば、中広君子さんも可哀そうですよ。彼女は重傷でよく助かったといわれていますが、一年ほど入院したあと、脚に後遺症が残って退職していますし、入院中も、唯一生き残った航空会社のものだということで、何度も事故調査委員会や警察から、調べを受けたらしいし、恋人である機長が死亡したことから、事故直後は、半狂乱の状態で、そのあとも、精神状態がおかしく、相当、ダメージを受けたようです。そのことから考えると、千佳子さんは、幸運な方だったんじゃないでしょうか。ご両親が亡くなったということはありますが、こうして立派に育てられたのだし」

「そうね」

　千佳子はうなずいた。
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　それから数日後、突然、犯人が逮捕されたというニュースが走った。

　驚いたことに、犯人は、元スチュワーデスの中広君子だった。

　彼女は、罪を認め、告白するときに、意外なことを話した。

　二十年前の香港カイタック空港の事故の原因は、自分にも関係あると反省しているが、直接の原因は小林三郎によるものだというのである。

　彼女の話によると、そのとき十歳の小林が、操縦席に入り、気がつかないうちに、自動操縦を手動に切りかえてしまったのだという。

　実際にそのとき操縦していたのは副操縦士で、その日は天候もよく風もなかったので、規定上かまわないことだった。そこまで何の異常もなく、まだ着陸態勢にも入っていなかったので、自動操縦でもあり、操縦席はリラックスしたムードだった。

　スチュワーデスの君子が、飲物を持ってコックピットに入って行き、機長と副操縦士がジュースを飲んだ。

　そのとき、君子のあとから入り込んで来た小林が、副操縦士のジュースにぶつかってこぼした。

　あわてた君子がそれを拭ふき、子供を外へ出した。そのとき、子供が自動操縦を切りかえたのを誰も気がつかなかった。

　手動になっていることに気づかずにいたため、飛行機が不安定な状態になり、着陸する地点に達して失速をおこし、墜落したのだという。

　なぜそのことを事故直後に話さなかったかというと、重傷の彼女は、そんなことを考える余裕もなかったし、機長の死で胸が一杯だったからだという。

　機長は、一度結婚したが離婚していて、当時は独身だった。もちろん、君子も独身で、同じ飛行機に乗る機会が多かったために、お互いに愛し合うようになり、いずれは結婚するつもりだった。

　しかし、機長の前妻が乳ガンで入院していて助からないという状態だったので、結婚するのは、一年ほどあとということになっていた。

　ところが、君子は妊娠し、その日、機長にそのことを告げた。二人はここ一週間、フライトのスケジュールが行き違っていて、やっと、機上で話す機会があり、そのことを告げたのだ。

　機長は、妊娠したことをきくと、一応は喜んでくれたが、やはり、今はまずいといい、そのあと考えこんでいたという。

　その会話を、機内をとびまわっていた小林にきかれたらしい。

　ジュースを持って行ったときにも、機長は、操縦を副操縦士に任せてぼんやり考え込んでいたという。

　それで、子供、つまり小林がまぎれ込んで来たのにも気づかず、自動操縦が切りかわっていることも知らなかったのだ。

　ボイス・レコーダーには、子供の声は入っていず、自動操縦が手動にかわっていたのに気づかなかったのは、副操縦士のミスだということになった。

　君子は、重傷で、腹部も打っていたので、子供は中絶したが、そのことは公表されなかった。

　航空会社をやめ、家にいる間に、彼女は、小林が操縦室へ入って来たことを考え、自動操縦を切りかえたのは、彼だと直感した。

　しかし、証拠はない。

　それに、コックピットに子供を入れてしまったのは、彼女のミスで、ひいてはクルー全体のミスだからである。

　日本の航空会社では考えられないことだが、外国の飛行機では、乗務員がつれて来た親族とか、知り合いにはコックピットをみせたりすることは、よくあることだった。しかし、それが事故につながっては言いわけは出来ない。

　それに、相手は子供だし、生き残っている。

　彼が墜落の犯人だ、と世間に公表されることは、可哀そうだと思い、君子は黙っていた。

　しかし、一方では、そのために恋人を失い、自分の唯一の形見の赤ん坊を失って、脚にも後遺症が残ったという恨みもあった。

　もう一つは、機長の名誉である。

　世間の人は、機長が手を抜いて副操縦士に操縦させていたことがミスにつながったようにいうし、どうして自動操縦が切りかわったのに気がつかなかったのかと非難している。

「あれは子供がコックピットに入って……」

　といいたいのを、君子は必死でおさえた。

　しかし、そのあと、事故の死者の慰霊祭があって小林と会ったとき、君子は、たまりかねて彼に声をかけ、そのことをいった。

　しかし、小林は証拠がない、と笑ったあと、

「お姉さんが、機長さんに妊娠したといったりしたから、機長がうわの空になったんじゃないのォ」

　と、憎まれ口をきいた。

　彼にそのことをきかれていたことを知って、君子は何もいえなくなってしまった。
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　彼は、したたかで、そのあとも、君子を避けるどころか、かえって接近してきた。

　きちんとした家庭に生まれ、育ちのいい子供だったのだろうが、両親を失い、親しん戚せきの家を転々として、事故の弔ちよう慰い金きんなども、親戚が事業をしてなくしたりした環境が、彼を変えてしまったのだろうと、君子は考えた。

　最初は、忘れた頃にやって来ては、君子の家で食事をしたり、小遣いをせがんだりしていたのが、再々来るようになった。

　普段は、彼に怒りを感じていても、顔をみると、この子も淋さびしいのだろうとか、苦労しているのだろうと思って、黙って食事を作っていたのだが、次第に彼は、厚かましくなった。

「お姉さん、あのとき機長とキスしてたよね」

　とか、

「事故の弔慰金、まだあるんだろう？　いいな。僕なんか、伯父が事業をして失敗してしまってパアになったんだ。父や母が生きていればよかったのに」

　などというようになった。

　そして、授業料がいるけど貸して欲しいとか、本を買うお金がないとか、せびるようになったという。

　それだけならまだ許せたが、あるとき、調子にのって、何故結婚しないのかときいた。

「あんな機長なんか忘れて結婚したらいいのに。機長が飛行機の中で、スチュワーデスとキスしたりしてたから、飛行機がおちたんだよ。あの時、妊娠したといってたけど、赤ん坊はどうなったの？」

　かっとした君子は、あなたがコックピットに入って来て、自動操縦を切りかえたから墜落したことをみんなに話してやる、と叫んだ。

　すると彼は、笑った。

「ああ、かまわないよ。当時僕は十歳の子供だったし、飛行機が操縦したくてあそこに入ったんだ。何かさわったかもしれないけど記憶はないし、機長がすぐ気がつけば、何ということはなかったんだといってやるよ。機長が、スチュワーデスを妊娠させて悩んでいたのだといったら、みんなは、僕よりも、君子さんの方を非難するだろうね」

　言い争いになって、君子は、小林の顔をぶった。小林は、そのまま出て行って、しばらく姿を見せなかった。

　半年ほどたって、彼が再びやって来たときは、君子も、言いすぎたと反省していたので、なにもなかったような顔で迎えた。

〈きっと彼も悪かったと思っているんだわ〉

　と思ったのだ。

　ところが、その日出したコーヒーに、小林は睡眠薬を入れて君子をねむらせ、彼女を犯した。

　朝になって裸で小林と寝ている自分を発見して、君子はうろたえた。

　彼をなじると、彼は黙って立ち去った。

　君子はくやしかった。

　彼は、事故の原因が君子から洩もれるのを恐れて、こういうことをしたのだと思った。

　それからも、彼は、彼女の軀からだを求めてきたが、君子は、激しく拒絶した。

　すると、彼は、写真を送りつけて来た。

　それには、裸でからみあっている男女の姿が写っていた。男の方の顔はわからないが、女の方は、はっきり君子とわかる。

　君子は、それをみて蒼あおざめた。

　睡眠薬で眠らされ、犯されたときのことは、全く覚えてないが、人がみれば、目をつぶっている君子の顔は、セックスに夢中になり、恍こう惚こつとしている表情にみえるだろう。

　卑ひ怯きような男だと思った。

　彼には君子に対する愛情など全くなく、飛行機事故のことを喋しやべらせないためだけに、君子を犯したのだ。

　しかし、彼が自動操縦をきりかえたという証拠もなければ、睡眠薬を飲ませて犯したという証拠もない。

　写真は、もっと何枚も撮とっているに違いなかった。

　君子は、機長の命日に、小林を殺して、写真をとり返すことを決心した。

　脚を痛め、その上、二度と赤ん坊を生めない軀になって結婚をあきらめた君子には、生涯で愛したのは機長だけで、二十年たった今も、機長のことだけを想いつづけていた。

〈あの子さえいなければ、飛行機は無事に着いて、機長は死にもせず、今頃は、平和な家庭をきずいていたんだわ。子供も大きくなっていただろうし……〉

　そう考えると、涙が出た。
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　小林を殺し、写真をとり戻そうと決心すると、君子は、小林にやさしくなった。

「ねえ、三郎さん、私はあなたより一回りも年上よ。だから、結婚したり、男女の関係にはなれないわ。だけど、同じ飛行機に乗り、それぞれの愛する人を失い、自分だけ生き残るという同じ体験をしたのだから、お友だちとして一生仲良くしましょう。あなたは、早く愛する女性をみつけて結婚すればいいのよ。私は、祝福してあげるわ。決して、あなたとのことや、事故のときのことはいわないし、あなたの姉がわり、母親がわりになってあげる。それでいいでしょう？」

　といい、彼の欲しがっていた時計を買い与えたり、食事を作ってもてなしたりした。

　彼女の意図をはかりかねて、半信半疑の様子だった小林も、次第に彼女のいうことを信じるようになってきた。

　君子が、小林に犯され、写真を撮られた弱みと、事故機での機長のことをバラされるのを恐れて機嫌をとっていると思ったのだろう。

　もう、君子には手を出さなくなっていた。

　もともと、君子が好きで犯したわけではないので、自分が優位に立ってしまえばそれでいい、と考えたのだろう。

　彼は、ソープで遊んだ話などを平気でするようになった。それでも、君子がやきもちを焼かず、にこにこしてきいているのをみて、安心したらしく、やがて、千佳子に恋したことを打ちあけた。

　それでも、君子はにこにこしていった。

「うまくいくといいわねえ。私は会ったことはないけど、お家もいいし、美人で申し分ないと思うわ。でも、むこうはどう思っているの？」

　ときくと、彼は、少し困ったような顔をして、彼女には好きな男性が出来たらしいといった。

　君子は、彼の味方のフリをして、色々と様子をきいた。

　彼には、相談する相手もないらしく、すっかり、彼女を犯したことなど忘れて、姉か母親にいうように細かいことまで報告した。

　そして、彼女を片山津温泉へ呼び出して、自分のものにすることまで話した。

　君子は、チャンスだと思った。

　彼を殺せば、当然、彼と唯一親しかった自分が疑われる。

　しかし、片山津温泉のホテルで、彼を殺せば、その千佳子という女性が疑われると考えたからだった。

　君子には、同じ事故にあいながら、自分や小林のように、そのあと不幸にもならず、高岡家という金持の家で、ぬくぬくと苦労も知らず育っている千佳子がねたましかった。

　それで、小林を力づけるようにいった。

「そうよ。そのとき、あなたのものにしてしまえばいいのよ。たとえ無理にでも。でも、その人、本当に部屋に来るかしら？　恋人が同じ宿に泊っているというのに」

　小林は、にやりとして、写真を出し、千佳子が、多田夫妻の娘とすりかわっている可能性があるのだといった。

「そういっておどかしたんだ。彼女、蒼あおくなって部屋に来るといったよ」

「えっ、本当にそうなの」

　君子は、びっくりして写真をみた。

「あら、このときは、多田さんの奥さんがお手洗いに立つので、赤ちゃんを、高岡さんの奥さんがあずかってお守りしてあげているんだわ。写真をみると、母親が抱いているようにみえるけど」

「わかってるよ。でも、そうでもいわないと来ないだろう。丁度いい写真があったから、おどかしてやったんだよ。それに、このときは、あやすために、自分の娘のおもちゃをにぎらせているし……」

「あなたって悪わるね、フフ」

「悪といえば、あんただって、仕事中に機長とキスしたり、結構悪じゃないの。悪じゃないと生きていけないよ。僕のように、両親を失ってしまったものは」

　彼は、千佳子に夢中のようだった。

「ねえ、あなたもそんな美人の彼女が出来たのだから、私の写真を返して。持っていても仕方がないでしょう？　それに、彼女の目についたら大変よ」

　彼の機嫌のいいのにつけ込んでいってみたが、彼は決して返そうとはいわなかった。

「事故のときのこと、あんたに喋られると困るから、あれは一生持っておくよ。僕と千佳子がうまくいっているのをみて、やきもちをやいたり、邪魔したりさせないためにもね」

　彼は、そういって笑った。

　君子は、やっぱり、小林を殺し、写真をとり返そうと思った。
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　君子は、小林を完かん璧ぺきな状態で殺すために、千佳子の情報を集めた。

　それには、親しん戚せきの加津がいたことが幸いした。加津は、親戚といっても、それほど親しいわけではないので、小林がときどき遊びに来ていることは知っていても、君子と小林の間の葛かつ藤とうを何も知らなかった。

　それで、ある日、小林さんが、あなたのお友だちの千佳子という人を好きなんだって、と加津に話した。

　加津は、笑っていった。

「それはダメよ。千佳子には矢野さんという恋人がいるし、家柄だって、容姿だってすてきで、小林さんとでは問題にならないもの。本当は、私も矢野さんが好きなのだけど、あきらめているの」

「そうかしら？　でも、小林さんは、千佳子さんが、今度の旅行中に夜会ってくれるとよろこんでいたわ。自信があるみたいだったけど」

「信じられないわ。千佳子はそんな子じゃないわ。でも、もしそんなことになったら、私はうれしいけど。私、矢野さんが本当に好きだから」

　加津は、旅行の予定や、千佳子のことを色々と話してくれた。

「でも、小林さんがその旅行に行くことは、千佳子さんという人にはもちろん、みんなに黙っていてね。これはなりゆきに任せないと仕方がないことだから。千佳子さんという人も、あなたのいうようにいい人なのかもしれないけど、両親を事故で失って、きっと孤独なところがあるのよ。だから、同じ体験をした小林さんにひかれるところがあるのかもしれないわ。同病相あいあわれむという言葉だってあるくらいだもの。黙ってみていて、もし、そうなったら、矢野さんは、加津、あなたのものになるわ。私も応援する」

　君子はそういって、加津をはげました。

　事情がすっかりわかったので、当日、君子は、出来るだけの変装をして近くの旅館に泊り、夜、小林の部屋に行った。

　そのとき、小林は、眠り込んでいた。

　その寝顔をみたとき、「今だっ」という気がした。多分、千佳子という娘は、もう少しあとで、ここに来るだろう。そのとき、小林が死んでいたら、彼女が疑われる。

　思い切って、君子は、用意してきた毒を小林の口に入れ、さらに宿の手て拭ぬぐいで首を絞めてから、部屋の鍵かぎを奪って逃げた。

　そして、片山津温泉から帰ると、小林の家へ行って写真を探した。

　そのとき、小林と千佳子の電話のテープや事故のときの写真、それに、千佳子のことを書いた日記などをみつけた。

〈これがあれば、千佳子という女性が疑われる〉

　と思ったが、電話のテープをきくと、千佳子を犯人にするにはしのびない気がした。

〈彼女には、矢野という愛し合った彼がいて、結婚を約束している。小林さんがいなくなれば、きっと若い二人は幸せになるだろう〉

　君子は、千佳子と矢野に、若い日の自分と機長を重ねあわせていた。

　それに、テープできく千佳子に、好感を持った。

〈こんな女性が、小林におどされ、その上犯人にされるなんて可哀かわいそうだわ〉

　とりあえず、それで、そのテープなどを持ち帰った。

　そのあと、千佳子に会うと、彼女は思った通りの娘だった。

　和也を殺したのは、彼が、小林から色々きいていて、犯人は君子だと見当をつけて接触してきたからである。

　そのことで君子をおどし、千佳子が、多田夫妻の娘とすりかわっていることを証言しろといった。

　彼は、君子が妊娠して機長に話をしたことや、機内でキスしていたこと、小林に犯されたことまで知っていた。

　それに、小林があのホテルに行くのは、あなたしか知らないわけだから、小林を殺した犯人はあなただと、にやにやしながらいった。

　小林を殺すのがあっけないほど簡単だったために、君子は、一人殺すのも二人殺すのも同じだと思い、和也を殺したという。

「千佳子さんが今度は容疑者にならないようにと思い、彼女が矢野さんと葵あおいまつりに行くのをたしかめて和也さんを殺したんです。私は、和也さんに邪魔されず、あの子が矢野さんと結婚できるようにとも思いました。私たちの実みのらなかった恋を、せめて彼女には実らせてあげたかった」

　彼女はそういって、遠くを見るような目をしたという。

　狩矢警部の配慮によって、千佳子のことは公表されず、その他のことだけが報道された。

　事件が解決したあと、高岡家にやって来た狩矢は、千佳子に、君子の心を伝えてから、ＤＮＡ鑑定が出たといった。

「あなたは、間違いなく、高岡陽一さんと夫人の子供さんです。それから、木田和也さんは、高岡陽一さんの子ではないことがわかりました」

「えっ」

「彼は、陽一さんの愛人と別の男の子供だったのです。従って、あなたのお兄さんではありません」

「そうですか……」

　千佳子は、気ぬけしたようにぼんやりと庭を眺めた。

　そこには、父が好きだったという牡ぼ丹たんの花が美しく咲いていた。
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